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木戸病院の理念

協同互助の精神に基づき、組合員、地域住民の

医療・保健・衛生・福祉の向上を図る

１）生涯にわたる健康管理活動の支援

２）生活習慣病の予防と早期発見

３）「患者の権利章典」の豊かな実践

４）診療情報の開示

５）全人的医療を指向

基 本 方 針
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　Ⅰ．　　巻　　　頭　　　言

病 院 長　　佐　藤　秀　一　 

　2020年初めより世界中で猛威を振るっている新型コロナウィルス感染症は、７月中旬で世界の感染者数
が約1400万人、死亡者は約60万人に達しました。日本では、４月７日に緊急事態宣言が発令され、その後
は、新規患者数が減少し５月25日には緊急事態宣言が全面解除されました。しかし、社会活動の再開に伴
い、新規患者の増加が報告されています。
　木戸病院では、２月より新型コロナウィルス感染症に対する対策を開始しました。当初より行政と綿密
な連携をとり患者対応を行っておりますが、長期にわたって緊張を伴う対応が必要です。その対策には多
数の人員と膨大な医療資源が必要なだけでなく、医療資源の不足による新型コロナウィルス感染者以外の
疾病患者への負担、慢性疾患患者の診療中断、長期にわたる感染対策で生じる精神的なストレス、外来及
び入院患者数の減少による経営状態の急激な悪化など、多くの深刻な問題が生じています。
　今後も長期にわたって、コロナウィルス感染対策とそれに伴う諸問題の解決に向けて取り組んでいく必
要があります。木戸病院は、東新潟地域の拠点病院として、安心して生活できる地域医療を提供するため
に努力して参ります。よろしくお願い申し上げます。
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Ⅱ．病院概要

１．基本情報

　　病　院　名　　新潟医療生活協同組合　木戸病院
　　開 設 者 名　　鈴木　克夫（新潟医療生活協同組合　理事長）
　　病 院 長 名　　佐藤　秀一
　　副 院 長 名　　山田　明　
　　　　　　　　　山口　利夫
　　開設年月日　　昭和51年５月６日
　　病　床　数　　一般病棟：３病棟153床
　　　　　　　　　地域包括ケア病棟：２病棟109床（※緩和ケア病床含む）
　　　　　　　　　回復期リハビリ病棟：１病棟50床
　　所　在　地　　〒950-0862　新潟県新潟市東区竹尾４丁目13番３号
　　　　　　　　　TEL：025－273－2151（代表）
　　　　　　　　　FAX：025－273－8360

　　診療科目（24科目）
内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、糖尿病内科、内分泌内科、腎臓内科、
神経内科、消化器外科、整形外科、アレルギー科、小児科、皮膚科、泌尿器科、産婦
人科、眼科、耳鼻咽喉科、リハビリテーション科、緩和ケア科、放射線科、歯科、小
児歯科、歯科口腔外科、麻酔科

　　看 護 基 準　　一般病棟入院基本料７：１
　　　　　　　　　回復期リハビリ病棟入院基本料１
　　　　　　　　　地域包括ケア病棟入院料２

２．施設基準

　　《初診・再診料》　地域歯科診療支援病院歯科初診料
　　　　　　　　　歯科外来診療環境体制加算
　　　　　　　　　歯科診療特別対応連携加算

　　《医学管理》　　透析液水質確保加算
　　　　　　　　　糖尿病透析予防指導管理料
　　　　　　　　　院内トリアージ実施料
　　　　　　　　　糖尿病合併症管理料
　　　　　　　　　がん性疼痛緩和指導管理料



―　　―3

　　　　　　　　　がん治療連携指導料
がん患者指導管理料イ
小児科外来診療料
肝炎インターフェロン治療計画料
薬剤管理指導料
医療機器安全管理料１
在宅患者歯科治療総合医療管理料
外来排尿自立指導料
排尿自立支援加算
せん妄ハイリスク患者ケア加算
心臓ペースメーカー指導管理料（遠隔モニタリング加算）

　　《手術　等》　　ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）
早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術
人工肛門、人工膀胱造設前処置加算
輸血管理料（Ⅱ）
麻酔管理料（Ⅰ）
輸血適正使用加算
胃瘻造設術
胃瘻造設時嚥下機能評価加算
酸素加算
硬膜外自家注入
食道縫合術

　　《検　　査》　　ＨＰＶ核酸検出
検体検査管理加算（Ⅱ）
皮下連続式グルコース測定
内服・点滴誘発試験
時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト
ヘッドアップティルト試験
神経学的検査
HPV核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）
持続血糖測定器加算
コンタクトレンズ検査料１

　　《画　　像》　　ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
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　　《リハビリテーション》
脳血管疾患等リハビリテーション（Ⅰ）
運動器リハビリテーション（Ⅰ）
呼吸器リハビリテーション（Ⅰ）
がん患者リハビリテーション料
心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）

　　《入 院 料》　　急性期一般入院料１
回復期リハビリテーション病棟入院料１（４階病棟）
地域包括ケア病棟入院料２（５/８階病棟）
診療録管理体制加算１
医師事務作業補助体制加算１（15対１）
急性期看護補助体制加算（50対１）
療養環境加算
重症者等療養環境特別加算
入退院支援加算１
医療安全対策加算１
感染防止対策加算１
患者サポート体制充実加算
ハイリスク妊娠管理加算
総合評価加算
データ提出加算２、４
小児入院医療管理料５
看護職員夜間配置加算（16対１）
認知症ケア加算３
後発医薬品使用体制加算１

　　《歯　　科》　　地域歯科診療支援病院歯科初診料
歯科外来診療環境体制加算２
歯科治療総合医療管理加算
クラウン・ブリッジ維持管理料
歯科口腔リハビリテーション料２
歯科技工加算
歯周組織再生誘導手術

　　《そ の 他》　　抗悪性腫瘍剤処方管理加算
外来化学療法加算１
無菌製剤処理料
入院時食事療養（Ⅰ）
食堂加算
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　　学会指定施設　日本内科学会認定医制度教育関連病院
日本消化器内視鏡学会指導施設
日本循環器学会認定循環器専門医研修施設
日本呼吸器学会認定施設
日本糖尿病学会認定教育施設
日本腎臓学会研修施設
日本外科学会認定医制度修練施設
日本整形外科学会認定医制度研修施設
日本産婦人科学会認定医制度卒後研修指導施設
日本肝臓学会関連施設
日本消化器病学会関連施設
日本皮膚科学会認定施設
日本静脈経腸栄養学会ＮＳＴ稼働施設
マンモグラフィ検診施設
日本透析医学会専門医制度　新潟大学歯学総合病院教育関連施設

　　指定医療機関　臨床研修病院
歯科臨床研修病院
救急指定医療機関
健康保険法指定医療機関
国民健康保険指定医療機関
生活保護法指定医療機関
母体保護法指定医療機関
結核予防法指定医療機関
原爆医療法指定医療機関
身体障害者福祉法指定医療機関
日本病院会、短期人間ドック指定
厚生医療指定医療機関
育成医療指定医療機関
在宅酸素療法指定管理施設
労働者災害保障保険医療機関
新潟県肝疾患診療協力病院

新潟医療生活協同組合事業所

木戸病院　　・健診センター
石山診療所　・ケアプラン石山
　　　　　　・小規模多機能型居宅介護　赤いふうせん
なじょも　　・木戸クリニック
　　　　　　・訪問介護センター　なじょも
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　　　　　　・訪問看護ステーション　なじょも
　　　　　　・デイサービスセンター　なじょも
　　　　　　・ショートステイ　なじょも
　　　　　　・訪問型基準緩和サービス　ぴあの
　　　　　　・通所型基準緩和サービス　百の花なじょも
　　　　　　・通所リハビリテーション　なじょも
　　　　　　・サービス付き高齢者向け住宅　CO-OPなじょもガーデン
　　　　　　・学童クラブ　なじょも
　　　　　　・在宅介護支援センター　あしぬま荘

（社会福祉法人　亀田郷芦沼会運営）
　　　　　　・新潟市地域包括支援センター木戸・大形

（社会福祉法人　亀田郷芦沼会運営）
介護老人保健施設　ほほえみの里きど
COOP健康づくりクラブwith
病児保育室「きどっこ」
院内保育所「いちご畑」

　　関連事業所　　亀田郷芦沼会　　・特別養護老人ホーム　あしぬま荘
　　　　　　　　・特別養護老人施設　風の笛
　　　　　　　　・デイサービスセンター　あしぬま
　　　　　　　　・ショートステイ　あしぬま
　　　　　　　　・在宅介護支援センター　あしぬま荘
　　　　　　　　・知的障害者通所授産施設　ほがらか福祉園
　　　　　　　　・小規模多機能型居宅介護事業所　ふもとの奏

　　協 力 施 設　　特別養護老人施設　あしぬま荘
特別養護老人施設　風の笛
特別養護老人施設　いなほの郷
介護老人保健施設　有楽園
介護老人保健施設　アビラ大形
介護老人保健施設　松浜さくら園
介護老人福祉施設　あわやまの里
デイサービスセンター　逢谷内デイサービスセンター
グループホーム　グループホーム大形
グループホーム　おおやちの家
地域密着型福祉施設　徳蓮荘
小規模多機能型居宅介護事業所　ふもとの奏
小規模多機能型居宅介護事業所　赤いふうせん



―　　―7

３．沿革

昭和50年２月　　新潟医療生活協同組合設立許可
昭和51年５月　　木戸病院開院（病床数：88床）

診療科：内科、神経内科、循環器科、小児科、皮膚科、歯科
昭和53年４月　　ＲＩ室開設、病床数：85床に変更
昭和54年５月　　二期工事竣工（病床数：171床）
昭和54年６月　　新館での外来診療開始

診療科：内科、神経内科、循環器科、消化器科、呼吸器科、外科、肛門科、
小児科、皮膚科、理学療法科、放射線科

昭和59年８月　　300床総合病院化計画に着手
昭和60年11月　　木戸病院分館新築工事竣工
昭和60年12月　　病床数を178床に変更
昭和61年４月　　三期工事竣工（病床数：312床）

整形外科、産婦人科、耳鼻咽喉科、泌尿器科、眼科診療を開始　19診療科となる
平成３年　　　　透析ベッド増設、リハビリ施設充実、高橋眼科跡地を事務管理棟に改築
平成５年５月　　心臓カテーテル室完成
平成５年12月　　四期工事竣工（健診センター）
平成８年３月　　石山診療所歯科を病院と統合
平成９年７月　　ＭＲＩ導入
平成13年10月　　日本医療評価機構より認定（一般B認定取得）
平成16年４月　　厚生労働省より臨床研修病院指定

（新潟大学医歯学総合病院、富山医科薬科大学）、透析室増床（25床→29床）
平成16年５月　　当日外来電話予約システムを開始
平成22年１月　　電子カルテ稼動

新病院工事着工
平成23年７月　　東区竹尾にて新病院開院

診療標榜科　（一般内科、循環器内科、呼吸器内科、糖尿病内科、内分泌内科、腎
臓内科、消化器内科、神経内科、心療内科、精神科、小児科、産婦人科、外科、消
化器外科、整形外科、皮膚科、アレルギー科、耳鼻咽喉科、泌尿器科、眼科、歯科、
小児歯科、歯科口腔外科、放射線科、リハビリテーション科、麻酔科）

平成24年４月　　病院敷地内に病児保育室「きどっこ」開設
平成24年９月　　日本医療機能評価機構の病院機能評価Ver.6を受審
平成24年12月　　日本医療機能評価機構の病院機能評価Ver.6に認定
平成25年４月　　旧病院敷地に複合施設「なじょも」開設
平成25年４月　　木戸病院　院長に阿部　要一が就任
平成25年６月　　新潟医療生活協同組合理事長に矢田　省吾が就任
平成26年９月　　基幹型臨床研修病院指定
平成26年10月　　複合施設「なじょも４号館・５号館」が開設
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平成27年４月　　木戸病院　院長に津田　隆志が就任
平成27年６月　　新潟医療生活協同組合理事長に鈴木　克夫が就任
平成28年４月　　病院敷地内に院内保育所「いちご畑」開設
平成29年９月　　日本医療機能評価機構の病院機能評価３rdG:Ver.1.1を受審
平成30年３月　　日本医療機能評価機構の病院機能評価３rdG:Ver.1.1に認定
平成31年４月　　木戸病院　院長に佐藤　秀一が就任
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４．院内のご案内

　（新型コロナウイルス感染症対策のため、病棟運用が変更されることがあります。）
　木戸病院　〒950-0862　新潟県新潟市東区竹尾４丁目13－３
　　　　　　TEL．025－273－2151（代）FAX．025－273－8360
　　　　　　木戸病院ホームページ　http://kido.iryo-coop.com

　診療受付・診療時間・面会時間・休診日

　　診療受付／外来の受付は下記の予約センターをご利用ください。
　　　　　　　フリーダイヤル　0120－432－472
　　　　　　　携帯電話・公衆電話からは　025－273－2175
　　診療時間／午前９：00～午後５：00
　　　　　　　第２・第４土曜日　午前９：00 ～午後12：30
　　休 診 日／日曜、祝祭日、第１・３・５土曜日
　　午後休診／毎週木曜日、第２・第４土曜日
　　面会時間／全日
　　　　　　　（一　　般）午前11：00 ～午後８：00
　　　　　　　（産婦人科）午前11：00 ～午後１：00　午後４：00 ～午後８：00
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１階ご案内図
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２階ご案内図
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３～９階ご案内図
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交通のご案内

　≪お車でお越しの方≫
　　・新潟駅より車で15分。

　≪公共交通機関でお越しの方≫
　　・バス
　　　　平成27年９月５日より、木戸病院行きのバスが変更されています。
　　・新潟交通
　　　　はなみずき線　Ｅ70：木戸病院 ― はなみずき ― 本馬越 ― 新潟駅南口
　　　　竹尾線　　　　Ｅ60：木戸病院 ― 竹尾 ― 新潟駅前 ― 万代シテイ
　　・区バス
　　　　石山方面先回り　　松崎ルート
　　　　山の下方面先回り　松崎ルート
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Ⅲ．2019 年度臨床指標・診療実績
【手術室】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計
外 科 30 27 28 23 27 23 28 28 31 24 24 20  313 
整 形 外 科 23 21 13 18 19 14 21 19 22 15 10 23  218 
産 婦 人 科 6 6 6 6 3 4 4 6 4 3 7 5  60 
耳 鼻 咽 喉 科 3 0 2 3 1 3 3 4 3 0 2 1  25 
眼 科 22 35 34 42 24 20 29 29 22 35 26 26  344 
皮 膚 科 1 2 2 2 1 3 4 3 4 3 4 6  35 
内 科 0 0 0 0 1 0 1 0 0 2 0 0  4 
透 析 0 2 3 1 1 0 2 2 2 2 3 2  20 
歯 科 口 腔 外 科 1 1 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0  6 
泌 尿 器 科 1 2 2 2 1 1 2 4 5 5 5 4  34 
合 計 87 96 91 98 78 68 95 95 93 90 81 87  1,059 

【内視鏡室】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計
胃 カ メ ラ 425 437 493 541 474 437 519 451 516 387 381 257  5,318 
大 腸 カ メ ラ 146 130 146 161 117 136 134 144 151 135 142 149  1,691 

E M R
上部 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0  1 
下部 14 9 11 15 10 12 13 18 17 9 12 14  154 

E S D
上部 7 7 8 7 6 3 8 4 5 7 6 5  73 
下部 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0  1 

内視鏡的止血術
上部 6 3 5 7 8 3 5 1 9 6 3 3  59 
下部 2 0 1 0 0 0 1 0 1 1 3 1  10 

食 道 ス テ ン ト 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  1 
E I S 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
E V L 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 1 0  4 
異 物 除 去 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0 0 2  5 
P E G 0 1 1 1 1 0 0 1 0 1 0 0  6 
経肛門的イレウス管挿入 1 2 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0  6 
E R C P 0 0 2 0 1 3 1 2 1 4 0 1  15 
E S T 0 2 0 2 0 0 0 2 0 4 0 1  11 
E P B D 0 0 1 4 2 2 4 1 0 4 2 0  20 
E R B D 6 1 5 0 0 3 4 2 4 9 4 7  45 
E N B D 1 0 1 2 0 1 0 1 0 0 0 0  6 
内視鏡的ステント留置 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
P T C D 4 0 1 3 1 0 1 1 0 1 1 0  13 
P T G B D 5 1 2 3 2 1 4 1 3 0 1 0  23 
P T A D 1 0 0 1 1 0 1 1 0 1 0 0  6 
経皮経肝ステント留置 2 0 0 1 2 1 0 0 0 0 0 1  7 
気 管 支 内 視 鏡 1 3 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0  8 
合 計  622  596  681  749  627  606  696  631  709  569  556  441  7,483 
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【血管造影室】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

心臓カテーテル検査 6 4 4 6 5 2 5 4 6 8 8 2 60

緊急ＰＣＩ 4 2 2 0 2 2 0 4 3 1 2 1 23

待機的ＰＣＩ 2 4 2 4 0 4 3 2 1 2 2 5 31

ペースメーカー
植 込・ 交 換 3 2 1 4 3 1 1 1 3 0 6 2 27

そ の 他 1 3 0 3 0 0 2 1 1 0 3 0 14

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

腹部アンギオ 2 2 1 4 0 0 1 2 1 5 1 1 20

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

シャント造影 0 3 3 2 3 1 3 2 3 5 0 0 25

シャントＰＴＡ 3 6 4 5 4 5 6 5 3 8 5 2 56

【放射線科】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

Ｃ Ｔ 717 596 569 691 622 631 657 684 700 659 591 596 7,713

Ｒ Ｉ 31 35 29 43 34 34 41 33 49 42 41 24 436

Ｍ Ｒ Ｉ 206 173 224 249 214 214 216 208 222 204 219 186 2,535

骨 密 度 74 99 103 97 117 90 95 99 85 105 113 97 1,174

合 計 1,028 903 925 1,080 987 969 1,009 1,024 1,056 1,010 964 903 11,858

【検査室】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

検 体 検 査 8,676 8,241 7,815 8,373 7,455 7,756 8,450 7,775 8,095 7,475 7,079 6,859 94,049

生 理 検 査 772 734 888 898 686 822 843 821 991 745 753 685 9,638

細 菌 検 査 1,648 1,791 1,194 1,713 1,528 1,490 1,647 1,840 2,088 2,295 1,641 1,467 20,342

合 計 11,096 10,766 9,897 10,984 9,669 10,068 10,940 10,436 11,174 10,515 9,473 9,011 124,029

【栄養科】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

外来栄養指導 166 157 150 172 163 155 168 132 173 161 137 143 1,877

入院栄養指導 48 46 55 62 42 52 49 49 50 54 62 43 612

合 計 214 203 205 234 205 207 217 181 223 215 199 186 2,489

【病　理】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

剖 検 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

組 織 診 188 184 185 198 175 178 189 183 223 176 178 166 2,223

細 胞 診 263 322 413 432 375 381 457 436 450 297 268 167 4,261

合 計 451 506 598 630 551 559 646 619 673 473 446 333 6,485
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【リハビリ科】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

訪問リハビリ
（回数） 618 581 576 619 573 583 650 608 612 583 556 297 6,856

【産婦人科】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

自 然 分 娩 8 8 8 4 3 7 4 9 2 6 6 4 69

吸 引 分 娩 2 2 0 0 1 2 1 2 0 5 1 2 18

帝 王 切 開 1 4 3 1 0 1 1 3 1 4 2 0 21

分 娩 合 計 11 14 11 5 4 10 6 14 3 15 9 6 108

【服薬指導状況】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

内 科 47 54 72 68 52 55 50 34 46 38 51 50 617

小 児 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外 科 58 59 60 56 61 48 60 54 62 51 45 40 654

皮 膚 科 0 0 2 0 1 0 0 0 4 0 3 0 10

歯 科 5 5 5 4 7 4 11 8 5 3 7 1 65

産 婦 人 科 11 15 11 6 5 9 10 17 8 10 9 9 120

整 形 外 科 52 43 51 53 64 54 49 42 61 47 38 60 614

耳 鼻 咽 喉 科 16 12 12 21 16 13 14 14 14 16 12 5 165

泌 尿 器 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

眼 科 19 28 28 34 19 12 27 26 20 28 21 22 284

神 経 内 科 10 6 7 12 15 16 11 12 13 12 10 9 133

合 計 218 222 248 254 240 211 232 207 233 205 196 196 2,662

【健診センター】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

日帰りドック  172  199  278  302  268  308  301  287  227  206  223  134  2,905 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合　計

特 定 健 診 232 228 252 271 161 278 293 224 166 158 186 137 2,586

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合　計

特定保健指導 4 5 8 7 2 8 4 0 5 4 6 4 57
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【2019年度外来患者数】

【褥瘡推定発生率】調査日に褥瘡を保有する患者―入院時にすでに褥瘡保有が記載されていた患者÷調査日の入院患者数×100（％）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

１度以上 1.4% 1.9% 3.1% 2.5% 1.5% 0.8% 0.8% 2.7% 2.3% 3.5% 3.7% 2.9%

２度以上 1.4% 1.9% 2.3% 2.5% 1.5% 0.4% 0.8% 2.3% 2.3% 3.1% 3.3% 2.6%

【病院褥瘡有病率】調査日に褥瘡を保有する患者÷調査日の入院患者数×100（％）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1度以上 3.6% 5.0% 7.0% 5.0% 2.6% 3.4% 3.3% 4.7% 3.9% 6.7% 6.7% 6.7%

2度以上 3.6% 4.6% 5.8% 4.6% 2.2% 2.6% 3.3% 4.3% 3.5% 6.2% 6.3% 6.3%

【臨床病理検討委員会】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

臨床病理検討会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

初診患者数

外 来 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

件 数  1,177  1,145  1,144  1,214  1,300  1,192  1,285  1,498  1,308  1,016  966  854  14,099 

診 療 日 数　  22   21   22   24   23   21   23   21   23   21   20   23   264 

延患者数

外 来 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

内 科  7,241  6,923  6,716  7,331  6,977  6,718  7,358  7,393  7,622  6,965  6,276  6,595  84,115 

外 科  809  696  736  763  681  740  775  672  742  639  591  645  8,489 

小 児 科  590  536  606  656  543  590  733  918  932  627  571  409  7,711 

皮 膚 科  783  785  852  953  961  838  917  857  902  812  703  821  10,184 

整 形 外 科  927  931  926  1,006  939  883  905  811  934  829  785  830  10,706 

産 婦 人 科  588  499  577  588  554  519  586  576  587  531  493  475  6,573 

耳鼻咽喉科  693  680  628  679  696  623  662  626  671  595  600  577  7,730 

泌 尿 器 科  574  644  615  585  654  603  599  652  655  553  574  528  7,236 

眼 科  863  813  816  858  800  715  870  813  773  764  699  663  9,447 

神 経 内 科  409  413  385  437  403  399  447  375  405  378  323  402  4,776 

歯 科  1,489  1,447  1,454  1,659  1,620  1,458  1,611  1,533  1,630  1,382  1,375  1,646  18,304 

合 計  14,966  14,367 14,311  15,515  14,828  14,086  15,463  15,226  15,853  14,075  12,990  13,591  175,271 

診療日数　  22  21  22  24  23  21  23  21  23  21  20  23  264 
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【2019年度入院患者数】

新入院患者数

入 院 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

件 数  428  372  377  422  373  382  405  401  402  409  372  320  4,663 

延患者数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

内 科  5,248  5,303  4,656  4,836  4,439  4,009  4,351  4,764  4,846  5,317  5,451  5,247  58,467 

小 児 科  136  94  113  118  105  162  115  52  89  40  56  20  1,100 

皮 膚 科  34  28  13  2  37  25 0 0  21 0  27  16  203 

外 科  804  859  933  783  739  706  842  727  899  724  696  663  9,375 

整 形 外 科  1,231  1,070  1,188  1,375  1,498  1,418  1,438  1,334  1,561  1,368  1,155  1,385  16,021 

産 婦 人 科  226  195  179  105  86  151  175  175  99  227  194  178  1,990 

耳鼻咽喉科  157  176  135  175  169  131  178  136  190  168  110  133  1,858 

神 経 内 科  526  605  563  407  578  654  596  412  461  600  431  441  6,274 

泌 尿 器 科  2  2  4  5  3  2  4  8  7  10  8  8  63 

眼 科  68  100  85  86  53  28  73  59  66  74  50  60  802 

歯 科  30  12  13  4  27  9  16  10  5  17  9  3  155 

合 計  8,462  8,444  7,882  7,896  7,734  7,295  7,788  7,677  8,244  8,545  8,187  8,154  96,308 

診 療 日 数  30  31  30  31  31  30  31  30  31  31  29  31  366 
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Ⅳ . 2019 年度活動報告・研究業績

１．診療部

【一般内科】

１．活動報告

２．研究業績

論文・著書
１．斎藤恒．メチル水銀中毒症（水俣病）の自覚症、舌振り試験及び家族調査について． 
　水俣学研究 9: 3-18, 2019.

２．斎藤恒．水俣病被害者特別措置法による調査で思ったこと．水俣学研究 9: 39-47, 2019.

学会発表

講演

その他
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【循環器内科】

１．活動報告

診療体制
　　常勤医師（日本循環器学会認定循環器専門医）３人

外来診療
　１週間のうち循環器専門外来（予約）８枠、循環器・内科新患外来３枠（土曜は除く）を担当。その
他２回／月のペースメーカークリニック、５回／週のRI ／運動負荷試験を担当する。心臓カテーテル
検査枠は週２枠。循環器専門外来のうち５枠、運動負荷試験のうち２枠、心カテの１枠は新潟大学循環
器内科から、応援をいただいている。

入院診療
　年間入院患者数470人（うち急性心不全118人、急性心筋梗塞17人）平均在院日数26.9日。2019年度の
心臓カテーテル検査室の稼働状況は以下の通り。冠動脈CT導入後、冠動脈造影については非侵襲的な
冠動脈CTの件数の方が増えている（2019年度冠動脈CT件数120）。年間PCI件数は50件と例年並み。

心カテ室稼働状況

２．研究・業績

論文・著書

学会発表
１．山口利夫．１枚の心電図から何を考えるか？．第20回コロキウム虚血性心疾患in新潟
　　（2019/9/7，新潟）

講演

（検査件数） 2018年度 2019年度 （治療件数） 2018年度 2019年度
冠動脈造影（PCIは除く） 81 103 緊急PCI 20 22

左室造影 45 22 待機的PCI 35 28
大動脈造影 11 4 ステント留置 48 43

血管内超音波検査 26 35 バルーン拡張術 3 9
冠血流予備量比測定 25 14 末梢血管PTA 3 3

心筋生検 4 0 下大静脈フィルター挿入 2 3
電気生理学検査 0 0 IABP挿入 1 1

ペースメーカー植込 新規14交換6 新規16交換4
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その他
研究会座長
◇山口利夫
　・新潟大学循環器内科懇話会　新人医局員による症例発表（2020/1/25）
　・循環器フォーラム 心不全地域連携　講演「倉敷地区での心不全患者に対する取り組み」
　　（2020/1/29）

院内活動
◇山口利夫
　・副院長
　・循環器内科部長
　・基幹型臨床研修病院管理委員会プログラム責任者
　・検査運営委員会委員長　ほか

◇五十嵐登
　・内科医長
　・DPC運用委員会
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【呼吸器内科】

１．活動報告

　常勤医師２人の診療体制。
　2019年度の入院患者総数は274人で、内訳は呼吸器感染症113人、COPD11人、気管支喘息12人、間質
性肺疾患24人、肺癌29人、気胸14人、その他71人（重複なし）。

２．研究業績

論文・著書

学会発表

講演

その他

企画開催
　・第14回東新潟NHCAP懇話会（2019/9/11）
　・第５回木戸病院吸入指導研修会（2019/12/10）

研究会幹事会
◇成田淳一
　・新潟チェストカンファレンス拡大幹事会（2019/7/13）
　・新潟COPDリンク世話人会（2019/6/4、2019/11/26）

院内活動
◇成田淳一
　・院内感染防止対策委員会
　・医薬品委員会
　・７階病棟会議
　・医局長

◇河辺昌哲
　・DPC運用委員会
　・医療従事者負担軽減委員会
　・８階病棟会議
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【糖尿病内科・内分泌内科】

１．活動報告

　　2014年から勤務された山田絢子先生が2020年４月に転勤されましたが、滝澤祥子先生が新たに着任
されました。村井幸四郎先生も半年の予定ですが加わっていただき、医師６人体制になっています。

　　　津田晶子　　Ｓ52年卒　日本内科学会認定内科医　日本糖尿病学会専門医
　　　　　　　　　　　　　　日本糖尿病学会研修指導医　日本内分泌学会内分泌代謝科専門医
　　　　　　　　　　　　　　日本医師会認定健康スポーツ医
　　　　　　　　　　　　　　新潟大学医歯学総合病院血液内分泌代謝内科非常勤講師
　　　　　　　　　　　　　　新潟大学医学部医学科臨床准教授
　　　荻原智子　　Ｈ９年卒　 日本内科学会認定内科医
　　　濱ひとみ　　Ｈ11年卒　日本内科学会内科専門医　日本糖尿病学会専門医
　　　　　　　　　　　　　　日本透析学会透析専門医　日本腎臓病学会腎臓専門医
　　　安藤麻理　　Ｈ18年卒　日本内科学会認定内科医　日本内科学会内科専門医
　　　阿部孝洋　　Ｈ19年卒　日本内科学会認定内科医　日本糖尿病学会専門医
　　　　　　　　　　　　　　日本内分泌学会内分泌代謝科専門医
　　　村井幸四郎　Ｈ28年卒　日本内科学会専攻医
　　　滝澤祥子　　Ｈ29年卒　日本内科学会専攻医

糖尿病センター 2019年度総括
１．医療内容や患者サービス内容を落とすことなく、急性期病棟や包括病棟・回復期病棟との連携をス
ムーズにすること、チーム医療のために、学習会やカンファランスに力を入れることに努めました。

２．日本糖尿病学会の認定教育施設として専門医育成に携わりました。医師５人体制を活かし、複数主
治医制を工夫し、外来診療、入院診療、他科との連携、病診連携に努めました。新たに新潟大学６年
生の学生実習を受け入れました。

　３．
・長期入院が困難な患者さんが増加していることから、週末を利用した金曜午後から月曜朝までの短
期入院パスを計画しましたが、今年度は該当者なしでした。

・休日や夜間の急患に対応しやすいように救急対応マニュアル（糖尿病用）を外来に置き、拘束番を
決めました。

・患者さんや他施設からの問合せに対応しやすいように外来インスリン量用紙を作成し、地連を通し
た運用がスムーズになりました。糖尿病用退院療養計画書用紙も作成しました。

・CGM（24時間血糖持続測定）を利用した診療では、日本糖尿病学会eラーニング講座「リアルタイ
ムCGM研修」を外来看護師３人が終了しました。

・LCDE（新潟地域糖尿病療養指導士）認定試験に２人が合格しました。
・尿中塩分排出量からの推定一日塩分摂取量検査からは、多数の患者さんで非常に塩分摂取量が多い
という結果です。個人栄養指導のほか、すこしお料理教室、健康チャレンジなどとも連携しました
が、食習慣上の課題が見られます。

・入院患者さんのwith利用について、マニュアルを作成しました。
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　４．2020/3/28に予定した東新潟糖尿病懇話会は新型コロナ感染症予防のため延期となりました。
　５．予防・健康づくり
　　・お花見ウォークin鳥屋野潟を2019/4/14に開催。快晴と満開の桜に恵まれ、62名が楽しく参加しま

した。
　　・HPH加盟は進展がありませんでした。
　　・新潟医療生協の「健康チャレンジ2019」、健康班会、健康まつりに協力しました。健康まつりでは、

withとリハビリ科と合同で体力測定と健康相談会を実施し、144名の参加がありました。
　　・withは厚生労働省認定の「運動型健康増進施設」・「指定運動療法施設」の指定を受け、2019年１月

より糖尿病・高血圧症・脂質異常症で通院中の方ではwith利用料が医療費控除の対象になりました。
対象74人のうち希望者28人で医療費控除の申請を行いました。

　６．友の会活動　友の会活動はさかえの配布にとどまりました。

糖尿病センター 2020年度の方針
１．日本糖尿病学会の認定教育施設として専門医育成に携わります。新潟大学医学部６年生の学生実習
も予定しています。医師６人体制を活かし、複数主治医制を工夫し、外来診療、入院診療、他科との
連携、病診連携に努めます。電話再診も活用して患者さんの健康を守ります。

２．新型コロナウィルス感染拡大予防のため、３月から当面の間、糖尿病教室・糖尿病教育入院の集団
指導を中止し、個別指導を実施しています。入院患者さんでは、栄養指導を２回組むなど個別指導の
充実を工夫します。

３．週末を利用した金曜午後から月曜朝までの短期入院パスの運用を開始します。
　　新たに腎臓内科と協力して糖尿病腎症用一週間入院を計画していましたが、感染症が落ち着くまで
延期します。

４．2020/4/5予定のお花見ウォークは中止。3/28東新潟糖尿病懇話会は延期。withは2020/3/3より休館
中となっています。新潟地域糖尿病療養指導士講習会も延期の見込みです。感染予防対策（換気・器
具消毒・定員制限・背面指導・ストレッチ中心の教室プログラムなど）を十分取ったうえでのwith営
業再開時期を検討しています。

５．糖尿病療養指導や健康づくりのための活動において、新型コロナウィルス感染拡大予防のため、こ
れまでのような集中的な集団指導の方法が当面の間とれなくなっています。新たな療養指導方法を工
夫してゆきたいと思います。

　　７月より、入院患者さんを対象とした（バイキングや弁当試食などを除いた）講義中心の入院糖尿
病教室を月６回程度再開します。外来患者さん向け外来糖尿病教室は、２階ラウンジを利用して、月
１回程度再開します。

６．病棟体制の変更に伴い、パンフレットや血糖測定器・物品などを５階病棟から６階病棟に移しま
した。

７．友の会活動も集まることができないため、「さかえ」の郵送の際に、お手紙を同封するなど今年ら
しい方法を工夫したいと思います。

８．感染対策を取ったうえでのwith営業再開時期を院内感染防止対策委員会にて検討いただいていま
す。
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２．研究業績

論文・著書

学会発表
１．津田晶子，阿部孝洋，安藤麻里，山田絢子，濱ひとみ，荻原智子．長期間のインスリン治療２型糖
尿病においてシタグリプチンとビグアナイド剤を含む多剤併用療法切り替え後７年後の予後．第62回
日本糖尿病学会年次学術集会（2019/5/23，仙台）

２．安藤麻里，阿部孝洋，山田絢子，濱ひとみ，荻原智子，津田晶子．高血糖症状で受診し、
¹²³I-MIBGシンチで心筋への異常集積を認めたミトコンドリア病の１例と、当院で見つかったミトコ
ンドリア患者群の比較検討．第145回日本内科学会信越地方会（2019/10/12，新潟）

３．山田絢子．妊娠高血圧症と長期放置無治療糖尿病を背景に、多臓器に及ぶ合併症が進行した１例．
第７回東新潟糖尿病懇話会（2019/4/6，新潟）

４．矢尾板恵美，間由美子，津田晶子．地域住民の体力テスト結果についての検討．第38回日本臨床運
動療法学会（2019/8/31，新潟）

講演
１．津田晶子．２型糖尿病治療におけるメトホルミンの役割と新たな位置づけ、適正使用・SGLT２阻
害剤との併用上の注意．第28回新潟臨床研究会（2019/11/28，新潟）

その他
院外活動
　・糖尿病習慣行事　新潟糖尿病の集い（2019/11/10）
　　糖尿病カフェ　ミニ講座
　　参加：持田　金沢　増井　山田　阿部　安藤　濱　津田　根立　山口

◇間由美子
　・運動セミナー　新潟県エアロビクス関東大会（2019/7/8）

◇矢尾板恵美
　・運動セミナー　生活協同組合　黒崎会場（2020/1/22）

学会活動
◇津田晶子
　・日本糖尿病学会（評議委員）
　・日本先進糖尿病治療研究会（世話人）
　・新潟内分泌代謝同好会幹事
　・新潟糖尿病談話会幹事
　・新潟県・新潟市糖尿病対策委員
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学会座長
◇津田晶子
　・第62回日本糖尿病学会総会（2019/5/23）
　・第19回日本先進糖尿病治療研究会（2019/11/2）
　・第38回日本臨床運動療法学会（2019/8/31）
　・研究会　座長　５件

◇阿部孝洋
　・研究会　座長　１件

学生講義
◇津田晶子
　・新潟大学医学部M３系統講義「経口糖尿病薬」（2020/2/5）

学生実習
　・2020/4/1から4/30　糖尿病内科全員で分担指導

院内活動
　・糖尿病センタースタッフ会議　隔月　学習会と会議
　・病院まつり　withにてリハと合同で体力測定と健康相談実施　144人参加（2019/10/6）

◇矢尾板恵美
　・新人看護師研修　運動療法とwithについて（2019/4/5）
　・班会　菜の花会（2019/10/19，2019/11/6）

◇間由美子
　・健康セミナー　大形総支部

◇安藤麻里
　・お花見ウォークin鳥屋野潟　with・健康づくり委員会・生協活動部合同開催　62人参加
　（2019/4/14）

◇荻原智子
　・５階病棟　副病棟長

◇濱ひとみ
　・５階病棟　病棟長
　・接遇委員会
　・感染管理部門会議
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　・卒後臨床研修委員会

◇津田晶子
　・高血圧セミナー　withにて（2020/1/14）
　・糖尿病センター長
　・Coop健康づくりwith所長
　・フィットネス委員会
　・健康づくり委員会
　・研修委員会
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【腎臓内科】

１．活動報告

診療体制
　常勤医師３人、嘱託医１人で外来、入院診療を行いました。

経皮的針腎生検２件施行しました。
血液透析の新規導入は17名でした。
透析用ブラッドアクセス手術を行いました。
内シャント造設／再建術13件、長期留置型カテーテル関連７件
シャントPTA（経皮血管形成術）を56件施行しました。
持続血液濾過透析（３名）、白血球除去療法（１名）、エンドトキシン吸着（１名）、LDL吸着（１名）、
腹水濾過濃縮再静注法（４名）を施行しました。

２．研究業績

論文・著書

国内学会発表
１．山﨑美穂子，猪俣繁，濱ひとみ．好酸球性多発血管炎性肉芽腫症患者に発症したインスリン依存性
糖尿病の一例．第31回中部リウマチ学会（2019/9/28，新潟）

２．津田晶子，阿部孝洋，安藤麻里，山田絢子，濱ひとみ，荻原智子．長期間のインスリン治療２型糖
尿病においてシタグリプチンとビグアナイド剤を含む多剤併用療法切り替え後７年後の予後．第62回
日本糖尿病学会年次学術集会（2019/5/23，仙台）

３．安藤麻里，阿部孝洋，山田絢子，濱ひとみ，荻原智子，津田晶子．高血糖症状で受診し、
¹²³I-MIBGシンチで心筋への異常集積を認めたミトコンドリア病の１例と、当院で見つかったミトコ
ンドリア患者群の比較検討．第145回日本内科学会信越地方会（2019/10/12，新潟）

講演

その他
学習会
◇山﨑美穂子
　・６階病棟学習会（2020年2月）

◇濱ひとみ
　・６階病棟学習会（2019年10月）
　・心不全チーム勉強会『心腎関連』（2020年1月）
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院内活動
◇濱ひとみ
　・５階病棟　病棟長
　・卒後臨床研修委員会
　・糖尿病センタースタッフ会議
　・感染管理部門会議
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【消化器内科】

１．活動報告

・診療体制：佐藤秀一、摺木陽久、横山恒、髙村麻子の４人体制で診療を行っており、他に、水曜日と
土曜日には新潟大学消化器内科より、上部消化管内視鏡検査で応援を頂いております。

・当科で受け持った入院患者数（実人数）：831名
・検査件数
　腹部エコー件数：1071件
　内視鏡検査：
　上部消化管内視鏡検査：5318件
　下部消化管内視鏡検査：1691件
　内視鏡的粘膜切除術（EMR）：胃１件、大腸154件
　内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）：食道３件、胃70件、大腸１件
　内視鏡的静脈瘤結紮術（EVL）：４件
　内視鏡的胃瘻造設術（PEG）：６件
　内視鏡的逆行性膵胆管造影検査（ERCP）（治療も含む）：96件
　（治療：EST11件、EPBD20件、ERBD45件、ENBD６件）

　経皮経肝ドレナージ術：PTCD13件、PTGBD23件、PTAD６件
　経皮経肝胆管ステント留置術：７件

２．研究業績

論文・著書

学会発表

講演
　１．佐藤秀一．消化器内科の健康セミナー．第39回新潟医療生活協同組合健康まつり
　　（2019/10/6，新潟）

その他
◇摺木　陽久
　・「便秘症について」新潟医療生活協同組合機関紙 2019年７月号
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【神経内科】

１．活動報告

診療体制
　伊藤岳医師が４月より着任し、常勤医３名体制（北原真紀子、伊藤岳、高橋俊昭）で入院診療を行い
ました。
　新潟大学脳研究所神経内科 小野寺理教授に毎週火曜日の外来診療をご担当いただきました。

入院診療
　脳血管疾患（脳梗塞、脳出血）の急性期治療、リハビリテーション、リスクファクター管理、退院支
援と包括的な治療を実施しました。
　神経変性疾患（パーキンソン病、多系統萎縮症、筋萎縮性側索硬化症等）の診断、治療や認知症疾患
の合併症に対する入院診療が増加傾向でした。
　リハビリテーションにおいては歩行訓練機器「歩行アシスト（本田技研）」を導入しました。
　また、発声や書字でのコミュニケーションが困難な症例に対し、視線入力による意思伝達装置の利用
を行いました。
　病院間連携（転院元）としては、新潟市民病院脳卒中科が最も多く、次いで新潟大学医歯学総合病院
神経内科でした。

外来診療
　地域医療機関との連携により、変性疾患（パーキンソン病等）や認知症の診断・治療に関するご紹介
を多くいただきました。
　外来リハビリテーションにおいても歩行訓練機器「歩行アシスト（本田技研）」を導入しました。

２．研究業績

論文・著書

学会発表

講演

その他
社会活動
◇高橋俊昭
　・新潟市医師会　認知症相談医
　・新潟市東区介護保険判定会議
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院内活動
◇高橋俊昭
　・接遇改善委員会
　・リスクマネージャー委員会
　・死亡症例検討委員会
　・基幹型臨床研修病院管理委員会
　・４階病棟副責任者
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【小児科】

１．活動報告

診療体制
　常勤医師２名、時短医師１名で診療を行っている。

外来診療
　平日の月～金曜日は２診体制で一般診療を行っている。火曜日は13時30分から乳児健診を行い、金曜
日（13時30分から）と月・火曜日（15時から）に予防接種を行っている。第２、４土曜日は一般診療と
生活習慣病外来を行っている。

入院診療
　令和元年度の入院患者総数は194名、平均在院日数は5.7日であった。喘息、肺炎、胃腸炎、けいれん疾患、
川崎病の入院が主であった。重症児は大学病院、市民病院に転院している。また、産科病棟の新生児診
察を行い、異常のみられた新生児は小児科入院として治療するが、重症の仮死児は市民病院のNICUに
搬送を行っている。

救急診療
　新潟市の二次輪番事業に協力し、日曜日祝日を含む年間42日の輪番を担当している。急患センターか
らの入院依頼、救急車の受け入れが主な業務ではあるが、開業医からの紹介入院も多い。

関連施設
　院内保育所に併設されている病児保育施設「きどっこ」での病児管理を行っている。看護師、保育士
と連携しながら朝８時から夕方６時までの保育提供に携わっている。昨年度の受け入れ児の延べ人数は
1,009名（月平均84名）であった。

２．研究業績

論文・著書

学会発表

講演

その他
◇樋浦誠
　・卒後臨床研修運営委員会
　・７階病棟会議
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◇熊倉俊一
　・６階病棟勉強会
　・７階病棟勉強会
　・産科病棟で母親へのワクチン指導
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【産婦人科】

１．活動報告

２．研究業績

論文・著書

学会発表

講演

その他
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【外科】

１．活動報告

診療体制
　外科の体制は常勤４名で診療を行っているが、７月より富山大学 消化器・腫瘍・総合外科より１名
の常勤医の増員を予定している。また１回／月の富山大学より定期的出張があったが、６月より２回／
月の応援体制を充実することとなった。

常勤医
　山田　　明：副院長、日本外科学会専門医、日本消化器外科学会専門医・指導医、
　　　　　　　日本消化器内視鏡学会専門医・指導医、麻酔標榜医
　渡邊　智子：外科部長、日本外科学会専門医
　花井　　彰：外科部長、日本外科学会専門医、日本消化器外科学会専門医・指導医、
　　　　　　　大腸肛門学会専門医・指導医、日本消化器内視鏡学会専門医
　阿部　要一：嘱託医、日本外科学会専門医、日本消化器外科学会専門医・指導医、
　　　　　　　日本乳がん検診精度管理中央機構・マンモグラフィ読影認定医、
　　　　　　　乳がん検診超音波検査実施・判定医

診療内容
　外来診療は１-２診察室で行っているが、外来患者数は１日平均32.2人、総受診者数は8,489人であった。
　入院は急性期９階病棟および地域包括ケア病棟を主に使用しており、平均入院患者数は25.6人、総数
は9,375人と昨年を上回った。
　手術件数は外来16件、入院295件、計311件で昨年を上回り、手術は全身麻酔によるものが213件、ク
モ膜下脊髄麻酔が52件あり全身麻酔下手術が増加している。手術は予定手術が256件、その他の緊急手
術など45件であったが、手術の内訳は胃22件、肝１件、胆嚢35件、胆管１件、小腸15件、虫垂20件、大
腸69件、肛門９件、乳腺16件、ヘルニア83件などであり、大腸の手術が増加していた。
　やはり患者層の高齢化が進み合併症を持つ方も多く、他科との協力体制の下でのこまめな周術期管理
が重要となってくる。

２．研究業績

論文・著書

学会発表

講演

その他
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【整形外科】

１．活動報告

２．研究業績

論文・著書

学会発表

講演

その他
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【泌尿器科】

１．活動報告

2019年度の医療活動
①　2015/4/1から従来の新潟大学医師による週２回の外来診療から、木曜日は大学の出張医師、月・火・
水・金曜日は北村が外来診療を担当しています。

②　内視鏡検査、超音波・CT・MRIなどの画像検査、前立腺生検により、あらゆる泌尿器科疾患に対
し診断可能となりました。

③　排尿自立指導を57名に、前立腺生検は24名、DJカテーテル留置５名、腎瘻造設が３名に行われました。

２．研究業績

論文・著書

学会発表
１．北村康男．在宅自己導尿指導管理料算定症例の検討．第55回新潟泌尿器科臨床医検討会
　（2019/8/30，新潟）

講演

その他
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【皮膚科】

１．活動報告

診療体制
　常勤医師２人, 非常勤医師１人（日本皮膚科学会認定皮膚科専門医２人）の体制で診療しました。新
潟大学からの長期出張医師として2019年４月から８月まで中嶋万実医師が、2019年９月から2020年３月
まで木村浄土医師が勤務しました。また、２年目の臨床研修医として2019年８月から９月まで下島里音
医師が、2019年11月から12月まで本宮奈津子医師が皮膚科研修を行いました。

外来診療
　平日および第２・第４土曜の午前に２診体制で診療しています。2019年度の外来患者数は延べ10184
人（１日平均38.6人）でした（他科入院中の患者を除く）。エビデンスに基づいた診療を心がけており、
コモンディジーズについてはガイドラインに沿った診療を行っています。正確な診断のために、皮膚生
検を積極的に施行しており、2019年度の病理検査数は93検体でした。病理診断は院外の皮膚病理専門医
と当院皮膚科医によるダブルチェックを行っています。

入院診療
　2019年度の入院患者数は10人（延べ入院日数203日、１日平均0.6人）で、平均在院日数は23.2日でした。
疾患は、蜂窩織炎、水疱性類天疱瘡、熱傷、皮膚腫瘍の短期入院手術などでした。他の診療所・病院か
らの紹介患者は積極的に受け入れましたが、集中治療室への入室が必要な患者は新潟市民病院や新潟大
学に紹介しました。他科入院中の患者に対してはコンサルテーションによる診察に加えて、佐藤信輔医
師が月２回褥瘡回診を行っています。

手　術
　2019年度の皮膚生検を含む手術件数は93件でした（創傷処理および皮膚切開術を除く）。皮膚生検・
創傷処理・皮膚切開術以外の予定手術は手術室で行う方針としていますが、手術室での手術件数は22件
でした。診療体制上、原則として局麻手術に限定されるため、単純縫縮が可能な皮膚・皮下腫瘍の日帰
り手術が中心であり、全麻手術・他科との共同手術・植皮や複雑な皮弁による再建が必要な場合、広範
囲切除やセンチネルリンパ節生検・リンパ節郭清が必要な悪性腫瘍は新潟県立がんセンター新潟病院、
新潟市民病院形成外科および新潟大学に依頼しました。

関連施設
　月曜・火曜・金曜の午前に石山診療所で外来診療を行っています。また、介護老人保健施設ほほえみ
の里きど（週１回）、特別養護老人ホームあしぬま荘（月１回）、桑名病院（月２回）の診療も行ってい
ます。
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２．研究業績

論文・著書
英文原著
１．Hamada T, Tokura Y, Sugaya M, Ohtsuka M, Tsuboi R, Nagatani T, Kiyohara E, Tani M, Setoyama M, 

Matsushita S, Kawai K, Yonekura K, Saida T, Iwatsuki K. Long-term efficacy and safety of bexarotene for 

Japanese patients with CTCL: the results of a phase 2 study (B-1201). J Dermatol 46: 557-563, 2019.

英文症例報告
１．Iwai Y, Ibusuki A, Kawai K. Idiopathic cutaneous T-cell pseudolymphoma with prominent granulomatous 

reaction, J Cutan Immunol Allergy 3: 19-20, 2020.

国内学会発表
１．安斎理，斎藤勇輝，会沢敦子，阿部理一郎，河井一浩．B細胞リンパ腫とのcomposite  lymphoma
を疑った菌状息肉症の１例．第35回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会（2019/5/24-25，神戸）

２．勝江浩未，多田浩一，大久保葵，有村亜希子，馬場淳徳，藤井一恭，東裕子，河井一浩，金蔵拓郎． 
環状の皮疹を呈したATLの４例．第118回日本皮膚科学会総会（2019/6/6-9，名古屋）

３．中嶋万実，河井一浩，佐藤信輔，久保田葉子，石黒卓朗．Primary cutaneous marginal zone 
lymphoma（PCMZL）の１例．日本皮膚科学会新潟地方会第394回例会（2019/6/29，新潟）

４．島垣春奈，加畑雄大，中村杏奈，武井慎吾，竹内いづみ，木村浄土，出口登喜子，阿部理一郎，須
藤真則，河本啓介，結城直方．Neutrophilic myositisを伴ったSweet病の１例．日本皮膚科学会新潟
地方会第395回例会（2019/9/14，新潟）

５．木村浄土，河井一浩，佐藤信輔，岩井由樹，荻根沢真帆子，中嶋万実，久保田葉子．類天疱瘡の初
回治療としてのドキシサイクリンの有用性．日本皮膚科学会新潟地方会第396回例会

　（2019/12/7，新潟）

CPCコメンテーター
１．河井一浩．第35回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会CPCリンフォーマ（2019/5/24-25，神戸）

講演会コメンテーター
１．河井一浩．新潟皮膚T細胞性リンパ腫セミナーパネルディスカッション（2020/1/23，新潟）

講演
１．河井一浩．コラボのすすめ．新潟大学皮膚科カンファレンス（2019/9/25，新潟）
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学会活動
◇河井一浩
　・日本研究皮膚科学会（評議員）
　・日本皮膚悪性腫瘍学会（評議員）
　・日本皮膚免疫アレルギー学会（代議員, 監事）
　・皮膚悪性リンパ腫ガイドライン策定委員
　・J Dermatol（Section Editor）

学会座長
◇河井一浩
　・第35回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会一般演題座長（2019/5/24-25，神戸）
　・日本皮膚科学会新潟地方会第394回例会一般演題座長（2019/6/29，新潟）
　・第49回日本皮膚免疫アレルギー学会総会学術大会一般演題座長（2019/11/29，横浜）

Journal Review
◇河井一浩
　・J Dermatol（54編）
　・J Dermatol Sci（２編）
　・日皮会誌（１編）

研究
◇河井一浩
　・鹿児島大学大学院医歯学総合研究科客員研究員

研究費
◇河井一浩（代表）
　・2018-2020年度科学研究費補助金 基盤研究（C）課題番号18K08302
　表皮内におけるIL-13産生T細胞の分化誘導シグナルの解明

学生教育・講義
◇河井一浩
　・新潟大学医学部非常勤講師
　・新潟大学医学部４年臓器別統合コース　皮膚・形成系　講義「皮膚リンパ腫」（2019/4/5）
　・鹿児島大学医学部非常勤講師
　・鹿児島大学医学部M３講義「湿疹・皮膚炎」（2019/7/22）

院内活動
◇佐藤信輔
　・褥瘡対策委員
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◇河井一浩
　・研究部長
　・皮膚科部長
　・基幹型臨床研修病院管理委員
　・医療情報システム管理運営委員
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【耳鼻咽喉科】

１．活動報告

非常勤医師１人（日本耳鼻咽喉科学会専門医）で診療を行いました。
2018年４月から2019年３月まで新潟大学からの出張で岩井玄樹が勤務しました。

外来診療
　平日および第２・４土曜日の午前中に診療しています。
　平日は平均しておよそ30人程度の外来診療を実施しました。
　月曜日午後には悪性疾患の患者に限定して大学から頭頚部悪性腫瘍を専門とする医師に出張を依頼し
外来で診療を依頼しています。

入院診療
　2018年度の入院患者数は307人でした。
　全身麻酔に伴う入院加療を要したのは19例で、そのすべてが予定入院であり、また主要病名は慢性副
鼻腔炎でした。

手術
　上述の通り、全身麻酔での手術加療は19例で、そのすべての主病名は慢性副鼻腔炎でした。
その他、日帰りでの局所麻酔手術として52例を施行しました。内訳としては頸部リンパ節腫大に対するリ
ンパ節生検やシェーグレン症候群疑い例に対する下口唇生検等です。

その他
　毎週火曜日の午後に新潟大学耳鼻咽喉科外来で口腔咽頭外来診療を行っています。

２．研究業績

論文・著書

学会発表
１．岩井玄樹．当科で経験した咽頭梅毒症例の１例．第32回日本口腔咽頭科学会（2019/9/12-13，大分）

講演

その他
院内勉強会
　11月　病棟看護師を対象とし、めまいに関わる病態生理について勉強会を開催しました。



―　　―44

【緩和ケア科】

１．活動報告

診療体制
　　常勤医師１名、兼任医師１名

外来診療
　緩和ケア病床へ入院希望の方を対象に、予約のうえ入院前面談だけを行った。
　昨年度の面談者は65名で、このうち45名が入院となった。

入院診療
①　国の施設基準を満たしたホスピス・緩和ケア病棟ではないが、それに準ずるものとして５階病棟に
半独立した様式で10床での運用を行った。

②　入院者45名は全て悪性疾患。自宅や施設での療養が困難な方で、心身の苦痛軽減が図れるよう努め
た。また、住居はほとんどが東区およびその周辺地区であった。

③　入院者は前年度より減少したが、一人当たりの入院期間が長めとなり、ベッド稼働は満床近くになっ
た。

④　「最期まで人間らしく生きてもらう」ことを支援するようスタッフで心がけた。

２．研究業績

論文・著書

学会発表

講演

院内学習会
◇長谷川聡
　・呼吸困難への対応〈薬物療法〉（2019/4/16，4/19）
　・緩和ケア病床 平成30年度の診療状況（2019/6/26）

その他
◇長谷川聡
　・新潟県緩和ケア病棟交流会参画（2019/4/13，新潟）
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【眼科】

１．活動報告

２．研究業績

論文・著書

学会発表

講演

その他
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【放射線科】

１．活動報告

　放射線科専門医の常勤医師１名・非常勤医師１名と遠隔画像システムにて、当院で施行されたCT・
MRI及び核医学検査の読影業務を施行。
　地域連携室を介しての近隣開業医から診療部・放射線科への紹介件数は昨年度より18件増加し、合計
90件（CT検査81件、MRI検査９件）であった。遅滞なく、速やかに検査と読影業務が施行された。

２．研究業績

論文・著書

学会発表

講演

その他
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【歯科・口腔外科】

１．活動報告

診療体制
　星名（口腔外科、歯科）、藤田（歯科、摂食嚥下リハビリテーション）の常勤医２名、
　鈴木（歯科、嘱託医）の３名で診療を行っている。

歯科・摂食嚥下リハビリテーション
　・口腔衛生管理、口腔疾患の早期発見、早期治療に努め、患者の口腔状況に応じた定期歯科健診を行っ
ている。

　・医科入院患者に対して病室で口腔ケアを行った回数は１か月平均454回であり、連日約20名の口腔ケ
アを行っている。歯科衛生士とカルテカンファレンスを行い、全身状態を把握した上で、個々の患者
に応じた口腔ケアを心がけ、病状によって外来で歯科治療を行っている。

　・医科入院患者および歯科外来で嚥下内視鏡検査262件、嚥下造影検査５件を行った。
　・回復期リハビリテーション病棟入院患者の栄養状態改善の寄与を目的に入棟患者全員を回診して口腔
状態の診察を行い、必要に応じて外来での歯科治療や歯科衛生士による専門的口腔ケアを行った。

　・当院関連施設である介護老人保健施設「ほほえみの里きど」および特別養護老人ホーム「あしぬま荘」
「風の笛」で週半日ずつ、訪問歯科診療ならびに嚥下機能に関する相談、指導を行い、入所者の口腔
機能維持、誤嚥性肺炎の予防に努めている。

　　　複合施設「なじょも」においても毎月、歯科医師が出向いて嚥下相談を行っている。
　・複合施設「なじょも」、小規模多機能居宅介護施設「赤いふうせん」へ歯科衛生士が週半日、出向い
て利用者の口腔ケアや職員からの口腔衛生管理の相談に応じている。

口腔外科
　・2019年度の紹介患者数は295名で、毎年300名程度の紹介を受けている。依頼内容は抜歯、歯性感染症
の消炎処置、有病者・高齢者の歯科治療、嚢胞性疾患の治療、口腔粘膜疾患や腫瘍性病変の診断、周
術期口腔機能管理などである。病院歯科として開業歯科からのニーズに応えられるように努め、また
紹介医への病状、経過報告に漏れがないように努めている。

　・入院患者は68名で、診療内容の大半は抗血栓療法施行患者の抜歯であったが、歯性感染症、手術の短
期入院、口腔癌末期の緩和ケアを行っている。

　・外科の悪性腫瘍手術患者を中心に67名の周術期口腔機能管理を行った。
　　整形外科の大腿骨骨折や他の疾患の全身麻酔患者の手術前口腔ケアも60名に行った。

２．研究業績

論文・著書

学会発表
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講演

その他
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【石山診療所】

１．活動報告

診療体制
　内　科：丸山貴広、金子香
　皮膚科：佐藤信輔

外来診療
　内　科：丸山が平日の終日外来、金子医師が水曜日の終日、木曜日の午前外来を行っております。
　皮膚科：佐藤医師が月曜日、火曜日、金曜日の半日外来を行っております。

　内科診療は、午前８時30分から午前11時30分、午後２時から午後４時40分までの受付で外来を行ってお
ります。
　皮膚科外来は午前のみ行っております。
　令和元年度の外来延べ患者数は、内科11,652人、皮膚科2,740人でした。

訪問診療
　午後１時から午後２時30分に訪問診療を行っています。令和元年度は８名の看取りを行いました。

２．研究業績

論文・著書

学会発表
１．丸山貴広．気になる困った患者の対応どうしていますか？～話を聴く聴診、経過を調べる調診のす
すめ～．第10回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会（2019/5/19，京都）

２．丸山貴広．「生きててよかった」と思える地域になるために～在宅医療から考えること～．第39回
新潟医療生活協同組合健康まつり（2019/10/6，新潟）

講演

その他
◇山田弘子、笠原真由美（診療所看護師）
　・新潟医療生協石山診療所まつり　健康チェック部門スタッフ参画（2019/6/29，新潟）
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【木戸クリニック】

１．活動報告

　・セミナー　操体法のお伝え
　　毎週火曜日　　　12：30 ～ 13：00　木戸クリニックホール
　　毎月第１土曜日　15：00 ～ 16：00　メディアシップ　カルチャーセンター

　・セミナー　漢方に親しむ
　　毎月第１土曜日　13：00 ～ 14：30　メディアシップ　カルチャーセンター

　・浜浦漢方研究会　漢方講義（2019/4/24）
　・操体法のお伝え（2019/5/18-19，大阪）
　・日本東洋医学会総会　共同発表（2019/6/28-30，東京）
　・操体法全国大会主催　新潟操体の会（2019/10/18-20）
　・浜浦漢方研究会　講演（2019/10/23）
　・日本東洋医学会関東甲信越支部総会（2019/11/17，宇都宮）
　・医学生講義（2020/1/10）

２．研究業績

論文・著書

学会発表

講演

その他
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２．看護部

１．活動報告

看護部院内研修会
　・開催総数52回　延べ参加者人数1,046名
看護部署内研修会
　・開催総数64回　延べ参加者人数1,053名
Eラーニング
　・開催総数57回　延べ参加者人数65名
院外研修
　・延べ参加人数121名

看護実習生受け入れ
　・学校法人　北都健勝学園　新潟看護医療専門学校　看護学科
　・学校法人　新潟福祉医療学園　看護リハビリ新潟保健医療専門学校
　・学校法人　新潟総合学園　新潟医療福祉大学　健康学科部　看護学科
　・学校法人　新潟総合学園　国際メディカル専門学校　看護学科
　・学校法人　新潟科学技術学園　新潟医療技術専門学校　看護学科
　・学校法人　加茂暁星学園　加茂暁星高等学校　看護学科

インターンシップ
　・８月開催３回　14名

高校生一日体験事業
　・開催総数１回　８名

２．研究実績

論文・著書

院内看護研究発表会
１．相馬小那未，高井陽子，中山陽子．糖尿病患者に対するフットケア実施に関する研究―患者用・看
護師用チェックシート導入による看護師の行動変化―．院内看護研究発表会（2019/7/11）

２．千葉美弥，高橋未来，岩村江里奈，石原千晶．整形外科病棟における術後せん妄対策の変化―術後
せん妄アセスメントツールの活用を通して―．院内看護研究発表会（2019/7/11）

３．田中裕子，阿部瑛理香，高橋栄子．虚血性心疾患患者の在宅自己管理に向けた病棟看護師による指
導の実際と課題. 院内看護研究発表会（2019/7/11）

４．仙田由加里，山谷美幸．後期高齢者の内服自己管理継続に必要な支援のあり方―退院後の内服管理
状況に焦点を当てて―．院内看護研究発表会（2019/7/11）
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院外発表
１．千葉美弥，高橋未来，岩村江里奈，石原千晶．整形外科病棟における術後せん妄対策の変化―術後
せん妄アセスメントツールの活用を通して―．新潟県立看護大学　令和元年度地域課題研究発表会

　ポスター発表（2019/10/5，新潟）
２．田中裕子，阿部瑛理香，高橋栄子．虚血性心疾患患者の在宅自己管理に向けた病棟看護師による指
導の実際と課題．第50回―看護管理―学術集会（2019/10/23-24，名古屋）

講演

その他
院外活動
◇江川真紀子
　・日本オストミー協会新潟県支部 雪椿の会の生活訓練講習会「ストーマ管理」「スキンケア講習会」講
師（2019/10/5）

◇高橋浩美
　・公益社団法人新潟県看護協会　緩和ケア認定看護師教育課程修了者フォローアップ対策に関する会議
（2019/9/24）

◇高橋栄子
　・第20回虚血性心疾患in新潟　シンポジウム“パスの現状と課題”シンポジスト（2019/9/7）
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３．医療安全管理室

１．活動報告

管理体制
　医療安全管理室は医療安全と感染管理の２分野に分かれている。主な活動としては院内における医療
事故の防止・感染管理の役割を担う。また、両分野ともに加算を算定していることにより、多職種から
構成されるチームとして活動し、カンファレンスや院内教育に力を注いでいる。近年は地域の医療の質
向上のために新潟市東区の中核病院として院内の活動だけではなく、院外の活動にも積極的に参加して
いる。

◇医療安全部門
主な活動内容
　・医療安全管理委員会カンファレンス　　　　　　　１回／週
　・リスクマネージャー会議　　　　　　　　　　　　１回／月
　・医療安全部門会議　　　　　　　　　　　　　　　１回／月
　・医療安全リンクナース会議　　　　　　　　　　　１回／月
　・患者サポートカンファレンス　　　　　　　　　　１回／週
　・医療安全対策加算地域連携施設間カンファレンス　３回／年

院内職員研修会
　病院内研修　開催総数７回　延べ参加数1,334人
　病院内全職員必須研修会
　①　前期：医療安全研修「2018年度総括　～頑張った取り組みと課題～」
　②　後期：医療安全研修「病院における放射線のいろは　～知っていますか？医療放射線について～」

　院内研修会
　③　院内研修会　急変時の対応（BLS）
　④　2019年度入職時新入職員向け医療安全研修会
　⑤　2019年度新入看護職員向け研修会（３ヶ月・６ヶ月研修会）
　⑥　2019年度３ヶ月新人看護師研修会（急変時の対応）
　⑦　2019年度６ヶ月新人看護師研修会（医療安全）
　⑧　2019年度助手研修会（医療安全）

　法人内施設研修
　・ほほえみの里きど：急変時の対応（BLS）
　・なじょも：急変時の対応（BLS）
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２．研究業績

論文・著書

学会発表

講演
１．三膳景子．看護職のための医療安全～一人ひとりが取り組む医療安全～．公益社団法人 新潟県看護
協会．（2019/7/17，新潟）

その他
院外活動
◇渡辺綾子
　・医療安全管理ネットワーク新潟会員

◇三膳景子
　・公益社団法人新潟県看護協会　医療・看護安全委員
　・医療安全管理ネットワーク新潟会員

資格
◇渡辺綾子
　・認定看護管理者セカンドレベル修了
　・応急手当普及員認定（新潟市消防局）
　・自衛消防隊班長

◇三膳景子
　・日本救急医学学会認定ICLS・BLSインストラクター
　・応急手当普及員認定（新潟市消防局）

◇感染管理部門
主な活動
　・ＩＣＴカンファレンス　　　　　　　　　　　　　１回／週
　・院内感染防止対策委員会　　　　　　　　　　　　１回／月
　・感染防止対策加算地域連携施設間カンファレンス　４回／年
　・感染防止対策地域連携加算　相互カンファレンス　２回／年
　・看護部感染リンクナース会　　　　　　　　　　　１回／月
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感染対策研修会
　病院内職員研修　開催総数９回　延べ参加数1,187人
　・前期：感染管理研修「流行性ウイルス疾患対策～麻しん・風しんを中心に～」
　・後期：感染管理研修「抗菌薬の薬理を学ぼう～TDMやPK/PDを知っていますか？～」

　・木戸地区感染対策講習会（2019/11/8，新潟）
　　地域全体で考える抗菌薬適正使用～肺炎診療を踏まえて～（新潟大学医歯学総合病院　准教授　茂呂
寛先生）

　法人内院外職員研修　開催総数３回　延べ参加数98人

２．研究業績

論文・著書

学会発表

講演
１．武田惇．麻疹患者の対応を経験して見えた院内感染対策の現状と課題．医療安全セミナー
　（2019/9/6，新潟）

その他
学生講義
◇武田惇
　・新潟看護医療専門学校非常勤講師
　・新潟看護医療専門学校　基礎看護技術Ⅰ（2019/6/5，6/12，新潟）

院外活動
◇武田惇
　・資格：感染管理認定看護師（日本看護協会）
　・感染管理ネットワーク新潟、新潟医療関連感染制御コンソーシアム会員
　・日本感染管理ベストプラクティス”Saizen”研究会新潟WGアドバイザー
　・感染管理に関する近隣病院からのコンサルテーション，アウトブレイク支援
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４．薬剤部

１．活動報告

2019年度調剤業務等実績
　・処方件数・・・・・・・・・・112.1件（日平均）［前年比　－2.8件］
　・注射セット件数・・・・・・・120.5件（日平均）［前年比　－6.3件］
　・服薬指導件数・・・・・・・・2662件（年　間）［前年比　－309件］
　・抗がん剤調製件数・・・・・・   587件（年　間）［前年比　－120件］

学生実習受け入れ
　・新潟薬科大学　Ⅱ期（５月27日～８月11日）・・・・・・・ １名

学会・研修会などへの参加
　・日本病院薬剤師会　第49回関東ブロック学術大会・・・・・１名
　・第35回日本環境感染学会総会・学術大会・・・・・・・・・１名
　・第13回日本腎臓病薬物療法学会学術集会・総会・・・・・・２名
　・糖尿病を知る集い・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１名
　・第５回日本医薬品安全性学会・・・・・・・・・・・・・・ １名
　・第７回日本静脈経腸栄養学会関東甲信越支部学術集会・・・ ２名
　・NST専門療法士教育研修会・・・・・・・・・・・・・・・１名

ICT活動
　抗菌薬適正使用支援チーム（AST）開始。AMR対策として患者への抗菌薬使用を適切に管理・支援し、
培養結果に基づいた抗菌薬の適正化が見られた。
　感染防止対策加算に関わる施設間カンファレンスと毎週金曜日ICTカンファレンスで抗菌薬使用状況
について把握・報告し、抗菌薬適正使用に貢献。
　院内研修会「抗菌薬の薬理を学ぼうTDMやPK/PDを知っていますか？」を開催。

糖尿病教育入院
　教育入院期間中「お薬について」の講義を一コマ行い、「個別の薬剤管理指導」を実施。
　薬剤適正使用を支援します。
　糖尿病センタースタッフ会議にて学習会を行った。

リスクマネジメント
　新人職員研修会での広報・講習会の開催などで麻薬関連の事故の抑制・発生時の正しい対処方法を周
知した。
　配薬車セットの際のインシデントが複数発生しており、薬剤師・看護師それぞれの目線で独立した確
認作業を行うように努めていく必要がある。
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NST活動
　対象患者の点滴・内服薬の動向を確認し、NST回診で情報提供・改善策の提案を行った。
　NST学習会で『薬と栄養』について情報提供を行った。

心不全チーム
　隔週開催の心不全カンファレンスに参加し情報共有を行い、薬剤管理指導を行いました。
　また、隔月開催の心不全学習会に参加、職員向けに講師を務めた。

２．研究業績

論文・著書

学会発表
１．持田知志．SGLT２阻害薬が投与中止となるリスク因子の検討．第５回日本医薬品安全性学会学術
大会（2019/7/27－28，東京）

２．持田知志．中等度以上の腎障害患者におけるSGLT２阻害薬の有用性に関する検討．第13回日本腎
臓病薬物療法学会学術集会・総会（2019/11/16，熊本）

３．平島麻由美．心不全合併のCKD患者におけるループ利尿薬に関する検討．第13回日本腎臓病薬物
療法学会学術集会・総会（2019/11/16-17，熊本）

講演
１．持田知志．退院後の適切な服薬支援に向けて．第28回にいがた臨床研究会（2019/11/28，新潟）
２．持田知志．日本腎臓病薬物療法学会2019のトピックス～糖尿病領域～．第８回トキめき腎と薬剤研
究セミナー（2020/1/18，新潟）

その他
　NST専門療法士　１名
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５．診療技術部

【検査科】

１．活動報告

　ICT（感染制御チーム）、NST（栄養サポートチーム）、糖尿病診療、心不全診療、臨床研究支援など、
様々な場面で臨床検査技師が活躍してきた。冬季には技師がインフルエンザ迅速検査を中心に、外来隔
離室にて直接患者様から検体採取を行い検査実施をすることで外来診療の円滑化に貢献してきた。また
早朝の診療前採血や生理検査終了後の入院患者様を病棟へ技師が搬送することを実施し、看護部への業
務負担軽減にも努力した。

精度保証認証施設（第14-0095号 日本臨床衛生検査技師会・日本臨床検査標準協議会）2014年４月１日～

スタッフ構成
　臨床検査技師　17名
　助手　　　　　１名

参加外部精度管理
　・日本医師会臨床検査精度管理調査
　・日本臨床検査技師会臨床検査精度管理調査
　・新潟県臨床検査精度管理調査
　・日本総合健診医学会精度管理調査

定例会議
　毎月１回　第３木曜日開催

２．研究業績

論文・著書

学会発表

講演

その他

院外活動
◇髙橋裕輔
　・新潟県臨床検査技師会新潟支部臨床化学検査研究班長
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◇神林真弓
　・新潟県臨床検査技師会常任理事

◇齋藤亜紀
　・新潟県臨床検査技師会新潟支部血液検査研究班員

◇鎌田真由美
　・新潟県臨床検査技師会新潟支部副支部長兼新潟県臨床検査技師会常任理事
　・新潟県臨床検査技師会新潟支部細菌検査研究班員

◇味方憲人
　・新潟県臨床検査技師会新潟支部血液検査研究班長

◇若山正隆
　・感染防止加算連携施設間カンファレンス（加算Ⅰ県立燕労災病院）　２回
　・感染防止地域連携施設総合チェック（加算Ⅰ県立燕労災病院）　　　１回
　・医療安全対策連携施設総合チェック（加算Ⅰ下越病院）　　　　　　１回
　・医療安全対策施設チェック（椿田病院）　　　　　　　　　　　　　１回
　・新潟医療技術専門学校臨床検査技術科講義

国家資格
　・臨床工学技士　　　　　　　　　　　　　　　　　２名
　・検体採取等に関する厚生労働省指定講習会修了者　14名

認定資格
　・循環器領域超音波検査士（日本超音波医学会）　　　３名
　・健診領域超音波検査士（日本超音波医学会）　　　　１名
　・認定心電検査技師（日本臨床衛生検査技師会）　　　１名
　・緊急臨床検査士（日本臨床検査医学会）　　　　　　２名
　・認定救急検査技師（日本臨床衛生検査技師会）　　　１名
　・生殖補助医療胚培養士（日本卵子学会）　　　　　　２名
　・不妊カウンセラー（日本不妊カウンセリング学会）　２名
　・肝炎医療コーディネーター（新潟県）　　　　　　　１名
　・二級臨床検査士：微生物（日本臨床検査同学院）　　１名

実習生受入
　・新潟医療福祉大学臨床技術学科　　　　１名（2019/7/1 ～ 7/29）
　・新潟大学医学部保健学科　　　　　　　４名（2019/10/28～11/22）
　・新潟医療技術専門学校臨床検査技師科　２名（2019/5/13～8/9）
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【病理検査科】

１．活動報告

２．研究業績

論文・著書

学会発表

講演

その他
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【放射線科】

１．活動報告

スタッフ構成
　診療放射線技師　12名（男性８名　女性４名）
　看護師　　　　　２名（女性２名）

撮影装置
　一般撮影装置　　　　　　　　　　　　４台
　Ｘ線透視装置　　　　　　　　　　　　２台
　ＣＴ装置（64列）　　　　　　　　　　 １台
　ＭＲＩ装置（1.5T）　　　　　　　　　 １台
　核医学診断装置　　　　　　　　　　　１台
　血管造影Ｘ線診断装置　　　　　　　　１台
　骨密度測定装置　　　　　　　　　　　１台
　Ｘ線乳房撮影装置　　　　　　　　　　１台
　パントモ・セファロＸ線撮影装置　　　１台
　術中外科用Ｘ線透視装置　　　　　　　１台
　移動型Ｘ線撮影装置　　　　　　　　　３台

業務実績
＜診療部門＞
　一般撮影　　　　　　　　　　　　 13,067件
　ポータブル撮影　　　　　　　　　　3,381件（手術室401件）
　マンモグラフィー　　　　　　　　　 517件
　骨密度　　　　　　　　　　　　　　 687件
　手術室透視　　　　　　　　　　　　 134件
　胃・注腸検査　　　　　　　　　　　 203件
　透視検査　　　　　　　　　　　　　 558件
　ＣＴ　　　　　　　　　　　　　　  7,713件（冠動脈ＣＴ124件　大腸ＣＴ11件）
　ＭＲＩ　　　　　　　　　　　　　  2,535件
　核医学（ＲＩ）検査　　　　　　　　  436件
　血管造影検査　　　　　　　　　　　 256件（循環器155件　消化器20件　透析81件）

＜健診部門＞
　一般撮影　　　　　　　　　　　　  8,146件
　マンモグラフィー　　　　　　　　  1,939件
　骨密度　　　　　　　　　　　　　   487件
　胃検査　　　　　　　　　　　　　  3,541件
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紹介・委託件数
　紹介件数　　　　　　　　　　委託件数
　　ＣＴ検査　　81件　　　　　　ＣＴ検査　　  12件
　　ＭＲＩ検査　13件　　　　　　ＭＲＩ検査　446件
　　ＲＩ検査　　０件　　　　　　ＲＩ検査　　157件

放射線科会議（月１回）
　・前月件数・達成率報告・経営状況報告
　・インシデント報告・討議
　・各委員会からの報告・討議
　・各モダリティ担当からの報告
　・テクニカルブリーフィング

２．研究業績

論文・著書

学会発表

講演

演題発表
１．小熊義則，小山内彩乃．医療被曝管理の当院での取り組みについて．令和元年度技師長サミット＆
新潟医用画像情報研究会ジョイントセミナー（2020/1/18，新潟）

その他
◇診療技術部部長　診療放射線技師　小熊義則
　・一般社団法人新潟県診療放射線技師会理事　編集・広報部長として活動中

◇主任診療放射線技師　当銀克己
　・新潟アンギオ画像研究会　世話人として活動中

◇診療放射線技師　小山内彩乃
　・新潟救急撮影研究会　世話人として活動中
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【リハビリテーション科】

１．活動報告

院内勉強会
リハビリテーション科全体
　・2019年４～６月まで新入職員研修プログラム、毎日１時間程度
　・嘔吐感染管理研修、HONDAアシスト講習会

理学療法室
　・定例勉強会：新入職員研修期間を除く、月に１～２回程度
　・症例検討会：毎月３回程度
　・HONDAアシスト講習会：月２～４回程度

作業療法室
　・症例検討勉強会：毎月２回程度

言語聴覚室
　・症例勉強会：毎月１回

２．研究業績

論文・著書

国内学会発表
１．本田俊一．ジュベール症候群により誤嚥性肺炎を呈した成人男性一例に対する環境改善的アプロー
チの必要性について．第25回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会（2019/9/6-7，新潟）

講演
　１．江川真司. 新潟県理学療法士会令和元年度新人研修会　リスクマネジメント（2019/11/17，新潟）

その他
社会活動
◇リハビリテーション科
　・Honda Magazine 掲載 HONDAアシスト導入ドキュメント

◇江川真司
　・新潟県理学療法士会学術局員・企画運営
　・新潟県理学療法士会研修会準備委員長（年１回）
　・第１回新潟県リハビリテーション専門職学術大会　運営



―　　―64

◇平野歩美
　・新潟心臓リハビリテーション研究会世話人会

◇木島栞
　・第１回新潟県リハビリテーション専門職学術大会　運営

◇澁谷芳樹
　・第１回新潟県リハビリテーション専門職学術大会　運営

◇櫻井大河
　・第１回新潟県リハビリテーション専門職学術大会　運営

◇塚田美帆
　・第１回新潟県リハビリテーション専門職学術大会　運営

◇中村真悠
　・新潟県作業療法士会　公開講座企画実行委員会　企画　運営

◇清水裕貴
　・新潟県作業療法士会　地域包括ケアシステム推進委員会　茶の間　運営

◇本田俊一
　・新潟県言語聴覚士会2020年度学術局員　企画運営
　・第８回新潟県言語聴覚士会学術大会　企画運営
　・第１回新潟県リハビリテーション専門職学術大会　運営
　・新潟摂食嚥下ネットワーク懇談会　参画

◇阿部有紗
　・新潟摂食嚥下ネットワーク懇談会　参画
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【栄養科】

１．活動報告

①　人員構成：管理栄養士６名　調理師11名　調理員７名　事務員１名
②　給食数：2019年度217,550食（前年比95％）　特別食加算算定食79,064食 算定率36.3％（前年度
32.7％）

③　栄養管理計画書作成数：9,676枚（前年比108％）　内訳：入院時2,621枚／再評価4,476枚／退院時2,579
枚

④　栄養指導
　集団：糖尿病教育入院１週間コース（講義担当３日間＋個別指導）　年間７回実施（参加者38名／年）
　　　　糖尿病・肥満教室（１日体験型・昼食付）　年間10回実施（参加者外来30名／年・入院14名／年）
　個別：入院時食事指導560件（糖尿病・心疾患・胃切除術後・慢性腎臓病・ESD後・嚥下障害等）
　　　　外来食事指導1,847件（透析予防療養指導117件／年　外来透析患者指導170件／年含む）
⑤　調査　嗜好調査：１回／年
　　　　　残食調査：１回／月
⑥　チーム医療への参加

　　・カンファレンス：ＮＳＴ　　　　　　　１回／月（山岸・山口）（回診１回／週）
　　　　　　　　　　　褥瘡　　　　　　　　１回／月（福田）（回診２回／月）
　　　　　　　　　　　緩和　　　　　　　　２回／月（山口）
　　　　　　　　　　　回復期リハビリ病棟　４回／週（山岸）
　　　　　　　　　　　心不全　　　　　　　２回／月（根立）
　　・糖尿病センタースタッフ会議：隔月開催（山賀・山口）
　　・病棟運営会議への参加：１回／月（各病棟担当管理栄養士）
　⑦　科内学習会・ミーティング：月２回30分程度
　　　　　　　　　　　　　　　各種会議概要の伝達、班活動の発表や討議、院外研修会の伝達講習など
　⑧　実習生受け入れ
　　・管理栄養士養成課程：新潟県立大学　２週間×２名（2020/2/12 ～ 2020/2/26）
　　・調理師養成課程：新潟調理師専門学校　２週間×１名（2019/7/16 ～ 2019/7/26）

２．研究業績

論文・著書

学会発表

講演
１．山口朝子．Flash Glucose Monitoringの各施設での取り組み．Flash Glucose Monitoringセミナー
in中越（2019/4/17，長岡）
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その他
院外活動
◇山賀新一郎
　・新潟市病院給食研究会監事

◇山岸彰子
　・新潟県臨床栄養研究会役員／会計担当
　・新潟市糖尿病対策推進協議会主催「糖尿病ミニ講座」
　　「１人暮らしの方へ～具体的な食事の工夫・コツについて」（2019/11/24）

◇根立梨奈
　・新潟市糖尿病対策推進協議会主催「糖尿病ミニ講座」
　　「１人暮らしの方へ～具体的な食事の工夫・コツについて」（2019/7/28）

◇櫻井正
　・新潟調理師専門学校　就職ガイダンス「病院の調理師としての業務について」（2020/2/18）

◇山口朝子
　・新潟小児糖尿病キャンプコアスタッフとして企画運営（2019/8/16-8/18）
　　スタッフ・学生向け事前学習会　「１型糖尿病の子供の栄養」講義担当（2019/7/6）
　・NSTフォーラム世話人
　・新潟県臨床栄養研究会役員　企画運営

院内活動
◇山賀新一郎
　・班会講演　　木戸総支部上木戸西班「食事の話」（2019/9/13）
　　　　　　　　木戸総支部上木戸第１第２班「食事・減塩の話」（2019/11/20）
　・健康まつり　減塩トン汁の提供（2019/10/6）（山賀・櫻井）

◇山岸彰子
　・班会講演　　石山総支部なかよし寿会「コレステロールの話」（2019/6/4）
　・「木戸病院の食事について～食形態・補助栄養食品の紹介と試食」NSTカンファレンス・学習会
　　（2019/7/17）
　・健康まつり　健康講演会「ひとり暮らしの方へ～具体的な食事の工夫・コツについて」（2019/10/6）

◇根立梨奈
　・ぴよぴよクラス（班会）「離乳食について」（相談）（2019/7/20）
　・班会講演　石山総支部粟山班「減塩について」（2019/7/23）
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◇山口朝子
　・糖尿病センタースタッフ会議　学習会講演
　　「FGM導入と栄養相談により療養行動が改善につながったと考えられた症例」（2019/4/3）
　　「健康でいつづけるための食事　～新潟もんならできる10か条によせて～」（2019/8/7）
　・医療安全感染管理研修会2018年度総括「インシデント報告より～管理栄養士の取り組みを中心に～」
　　（2019/7/22）

取得資格
◇山岸彰子
　・新潟県地域糖尿病療養指導士
　・NST専門療法士

◇根立梨奈
　・新潟県地域糖尿病療養指導士

◇佐藤有紗
　・日本糖尿病療養指導士

◇山口朝子
　・日本糖尿病療養指導士
　・NST専門療法士
　・病態栄養専門管理栄養士

学会所属
◇山岸彰子
　・日本静脈経腸栄養学会

◇根立梨奈
　・日本病態栄養学会

◇山口朝子
　・日本静脈経腸栄養学会
　・日本病態栄養学会
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【臨床工学科】

１．活動報告

　臨床工学科体制　臨床工学技士５～７名

2019年度業務実績
　・医療機器保守管理業務（修理・点検等）

　・手術室業務
　　眼科白内障手術機器操作
　　眼科硝子体手術機器操作
　　整形外科関節鏡手術機器操作
　　整形外科自己血回収装置操作
　　耳鼻咽喉科内視鏡下手術機器操作
　　麻酔器点検

　・ペースメーカー業務
　　植込み業務（電池交換含む）　27件
　　設定変更業務
　　外来フォローアップ業務
　　遠隔モニタリング業務
　　患者管理業務（連絡の窓口、記録の管理等）

　・透析業務
　　透析診療（月・水・金）午前・夜間
　　　　　　 （火・木・土）午前・午後
　　特殊療法業務
　　CHDF　３症例
　　腹水濾過濃縮再静注法　４症例
　　エンドトキシン吸着　　１症例
　　白血球除去療法　　　　１症例
　　透析用監視装置（定期点検・修理等）

２．研究業績

論文・著書

学会発表
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講演

その他
院内研究会・学習会・勉強会
　・2019/5/16　 輸液ポンプ・シリンジポンプ勉強会（新人看護師対象19名参加）
　・2019/10/9　 低圧持続吸引器使用方法（看護師対象26名参加）
　・2019/11/6　 人工呼吸器/NPPV勉強会（卒後３年目以上の看護師対象 計22名参加）
　・2019/11/20　NPPV勉強会（新人看護師対象20名参加）
　・2020/1/15　 搬送用呼吸器パラパック勉強会（看護師対象22名参加）
　・2020/1/27　 麻酔器勉強会（看護師対象９名参加）
　・2020/1/28　 人工呼吸器勉強会（新人看護師対象19名参加）
　・2020/2 　　 経腸栄養ポンプ　新機種説明会実施



―　　―70

６．事務部

１．活動報告

　事務部は、庶務課・診療事務課・医事課の３課で構成され、医師の採用と臨床研修における事務窓口、
院内の庶務、医師事務作業補助および医局事務、診療報酬請求事務に大別される事務業務を行ってきました。
　卒後臨床研修管理委員会等の事務局業務を遂行し、病院運営への貢献を図りました。
　医師事務作業補助者は、外来の７診療科で週100コマの事務的補助を行い、薬剤疑義（約4,800枚）の問
い合わせ対応や事後入力、書類の作成補助（5,060枚）などを行いました。
　医局事務では、医師の福利厚生、出張など届け出に関することや診療以外の部分での事務業務において
サポートを行ってきました。
　請求事務においては、DPC／ PDPS（診断群分類別包括支払い制度）の機能評価係数が＋0.0341と評価
され、院外処方時の一般名処方加算算定割合では、診療部と連携し、前年度（45.5％）と比較して8.3ポイ
ント増加の53.8％とすることができました。
　診療報酬改定では診療報酬改定連絡会を開催し、院内各部署との連携や協議を重視した取り組みを行い
ました。

２．研究業績

論文・著書

学会発表

講演

その他
主な研修
　・医師事務作業補助者32時間研修
　・日本医師事務作業補助研究会第２回新潟地方会
　・介護保険についての学習会
　・新潟県医師会「医師事務の現状と今後の展開」
　・医師事務作業補助のキャリアパスを中心に人材育成を成功に導くセミナー（日本医師事務作業補助研
究会主催）

　・臨床研修病院入院診療加算（基幹型）における保険診療に関する講習会
　・新潟医療生協実践発表会
　・インシデントレポート実践発表会
　・MDV新潟地区勉強会
　・2019年度医事研修会
　・適正なレセプト提出のための研修会
　・2020年度診療報酬改定における医療医業経営セミナー
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７．地域包括部

１．活動報告

科別紹介患者数

紹介率・逆紹介率

医療相談状況

木戸病院居宅介護支援事業所状況
ケアプラン新規受け入れ・終了状況  　　レセプト数・利用者介護度

介護保険認定調査数

内科 耳鼻 産婦 小児 整外 外科 皮膚 眼科 泌尿 神内 歯科 計
合計（件） 3,121 401 172 205 297 197 175 277 263 224 295 5,627
入院（件） 766 162 44 134 122 88 6 84 2 38 16 1,462

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度
紹介率（％） 46 53.4 55.3 53.8 57.3 62.2
逆紹介率（％） 27 30.2 32.7 30.8 37.8 35.1

入院率26％

援助内容 （件） 援助方法 （件）
受療に関する 795 面接 4,787
経済問題 30 院内連絡調整 318
背景把握 1,452 電話　文書 3,172
不適応援助 12 院外訪問 12
諸問題援助 68 計 8,289
制度利用 641
社会復帰 5,178
アフターケア 27
その他 86
計 8,289

新規利用者 16件 事業対象者 3件
終了者 46件 要支援１ 24件

要支援２ 185件
要介護１ 133件

更新調査 61件 要介護２ 255件
変更調査 16件 要介護３ 164件

要介護４ 107件
要介護５ 142件
申請中 12件
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地域医療支援・研究会関連業務
　第14回東新潟NHCAP懇話会（2019/9/11）
　第８回東新潟糖尿病懇話会（2019/4/6）
　第８回新潟エッセン症例検討会（2019/10/25）
　第７回ぽーちゅらかネット（木戸大形石山圏域地域医療連携ネット（2019/5/24）
　新潟市在宅医療・介護連携推進ステーション東第二事業
　　・ご当地連携研修会（2019/7/26，11/15，11/20）
　　・在宅医療・介護の区民公開講座（2019/9/3，10/6）
　　・在宅医療・介護の市民出前講座『医療と介護のおきがる座談会』（2019/6/19，7/17）
　　・小・中学生、高校生のための医療・介護セミナー（2019/10/29，2020/1/10）

２．研究業績

論文・著書

学会発表

講演

その他
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８．健診センター

１．活動報告

体制
　常勤医師　３名（人間ドック学会専門医・指導医１名、認定医２名）
　保健師　　３名（人間ドック健診情報管理指導師３名）
　看護師　　２名（臨時職）
　事務職員　11名

健診実績：11,044名
　日帰りドック　　　　　2,905名
　協会けんぽ付加健診　　 258名
　特定健診　　　　　　　2,586名
　協会けんぽ健診　　　　2,096名
　生活習慣病健診　　　　 110名
　職員協会けんぽ健診　　 370名
　職員健診（簡易）　　　　818名
　事業所健診　　　　　　1,419名
　採用時健診　　　　　　 334名
　ヤングミドル健診　　　　34名
　特定保健指導　　　　　 114名

健診受診後
　当日結果報告：日帰りドック　　　1,164名
　　　　　　　　協会けんぽ健診　　　11名
　後日結果報告：2,662名（延べ人数）
　　　　　　　 ・精密検査予約・紹介　　　　962名
　　　　　　　 ・食事・運動等の生活指導　　545名

日本総合健診医学会　優良総合健診施設認定更新実地審査
　・実地審査日：2019年９月３日
　・実地審査結果：「優良総合健診施設として認定の継続に問題のない施設」として、
　　　　　　　　　日本総合健診医学会　優良総合健診施設認定　実地審査完了証明書が発行された。
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２．研究業績

論文・著書

学会発表

講演

その他
実習生受入れ
　・新潟医療技術専門学校　24名（2019/5/30 ～ 2019/9/19）
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９．研究部

１．活動報告

　研究部は診療情報管理士３名で業務を行っており、診療録に関することや、図書関連が主な業務であ
る。診療録管理体制加算１の届出を行っていることから、サマリーの監査に重点をおいて業務を行っ
た。その他、病名のコーディング業務、病名検索、全国がん登録、各種QIの作成、NCD登録補助業務、
DPC様式１の精度管理、紙カルテの貸出、蔵書管理、文献検索補助、木戸病院医誌の編集・発行を行っ
ている。
　委員会等へのDPCデータの分析ソフトを用いた提案や勉強会を行ったり、病院情報公開用の病院指標
を作成し保険診療係数向上に努めた。全国がん登録や、CPC検討会を行い医療の質の向上にも寄与して
いる。

２．研究業績

論文・著書

学会発表

講演

その他
取得資格
◇小熊実花
　・がん登録初級者認定

蔵書数
単行書　2771冊
和雑誌　116タイトル
洋雑誌　 32タイトル

文献検索システム
医中誌Web. Ver.5
最新看護索引Web

定期購読雑誌一覧
洋雑誌
Annals of Neurology

Bone & Joint Jouenal

Circulation
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Diabetes

Diabetes Care

Gastroenterology

Journal of American Cllege of Cardiology

Journal of Bone & Joint Surgery

Journal of Orthopadic Science

Lancet

New England Journal of Medicine

和雑誌
Infection Control

Innervision

Journal of Clinical Rehabilitation

QDI
胃と腸
栄養と料理
オペナーシング
画像診断
眼科ケア
関節外科
肝胆膵
きょうの健康
クリニカルエンジニアリング
月刊　新医療
月刊保険診療
月刊薬事
検査と技術
呼吸器ジャーナル
呼吸器内科
コミュニティケア
作業療法ジャーナル
産婦人科の実際
耳鼻咽喉科・頭頸部外科
手術
循環器ジャーナル
消化器外科
消化器内視鏡
小児科診療
小児科臨床
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小児内科
助産雑誌
心臓
腎と透析
整形・災害外科
整形外科
胆と膵
デルマ
デンタルハイジーン
透析ケア
日経ヘルスケア
日本医事新報
日本歯科評論
日本整形外科学会雑誌
乳癌の臨床
脳神経内科
皮膚科の臨床
病理と臨床
ヘルスケア・レストラン
補綴臨床
メディカル・テクノロジー
薬局
リウマチ科
理学療法
理学療法ジャーナル
リハビリナース
臨床栄養
臨床画像
臨床消化器内科
臨床と微生物
臨床婦人科産科
レクリエ
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10．卒後臨床研修管理委員会

当院の初期臨床研修について

初期臨床研修プログラム責任者　山口　利夫

　2004年（平成16年）に現在の新臨床研修制度となって以来、長らく当院には初期研修医が不在でした。
2010年以降、当院でも厚労省の指定基準を満たす臨床研修病院を目指すことになり、関係スタッフの尽力
により2014年９月に基幹型臨床研修病院に指定されました。しかし、研修医募集のためのマッチング制度
への対応の遅れもあり、さらに研修医不在が２年間続き、正式なマッチング成立までには４年を要しまし
た（マッチングでの当院の研修医採用枠は定員２名）。2019年度までにマッチングにより３名、他施設研
修中断者２名の計５名を採用しています。

＜当院の初期研修プログラムの特徴＞
　・2020年度から必修化される７科（内科、救急、地域医療、外科、小児科、産婦人科、精神科）に加
え、患者層の高齢化に伴い医療ニーズの高い分野となっている神経内科、整形外科（骨粗鬆症中心）
を必修科目に追加。

　・自由選択期間を40週設け、引き続き当院での希望科の研修や、協力病院での研修を余裕を持って受け
ることができるよう配慮。

　・地域医療研修期間中、木戸クリニックでの東洋医学・漢方治療の研修。また、豊富な医療、介護施設
を周囲に配し、地域包括ケアシステムについての十分な研修が可能。

　当院の研修医枠２名に加え、新潟大学所属の研修医が協力病院である当院で研修する場合があり、現在
１学年３名まで研修が可能です。少人数制のためマンツーマンでの指導を受けやすく、個々の研修医の希
望にできるだけ沿ったプログラムになるよう配慮しています。また、当院は他施設の研修中断者へも門戸
を開いておりこれまで２名を採用、１名は現在研修中、１名は研修を終了しています。

＜今後の課題＞
　研修医のペースに配慮したプログラムは、ストレスの少ない内容となる一方で、身につけるべき基本的
な知識や手技の習得が欠落するリスクがあります。研修医の希望をできるだけ尊重しつつ、２年間の初期
研修を終了した時点で自信をもって次のステップに向えるよう、研修内容を細かくチェックし修正を加え
るなど柔軟な対応が求められます。

　 臨床研修医　採用実績

採用年度 採用人数
2016年度 1人
2017年度 0人
2018年度 3人
2019年度 1人
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臨床研修について

臨床研修医　野﨑耀平
　
　２年間の研修期間はあっという間でした。当初は基本的な略語すら分からず、調べ事に明け暮れる日々
でした。今となっては、百戦錬磨のベテラン上級医のご指導の下、多岐に渡る能力が身につきました。今
後の医師人生で存分に活かしていきたいと思います。
　特に記憶に残っているのは、日当直の日々です。嵐の前の静けさの様な時もあれば、患者さんたちで救
急外来のベッドが埋め尽くされた時もあり、刺激的でした。どんな困難な状況下でも、指導医の先生方は
必ず終着点を見出していて、敬服する日々でした。
　最後に、２年間で人間関係等に悩むことも無く、研修に集中できたのは、環境を作ってくださった全て
の職員の方々のおかげで、感謝しています。ご恩や経験は、患者さんに還元できるよう、今後も努力を継
続したいと思います。
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Ⅴ．その他活動状況等　

【１．院内講演会】

１．演　題：①　レセプト請求におけるカルテ記載の重要性について
　　　　　　②　レセプト請求における入院と外来の関係性について 
　　講　師：①　診療部長　所澤　徹
　　　　　　②　株式会社メディカスタッフプロモーション　認定医業経営コンサルタント　細谷　邦夫
　　開催日：2019/8/22
 
２．演　題：地域全体で考えたい抗菌薬の適正使用～肺炎診療を踏まえて～
　　講　師：新潟大学医歯学総合病院 感染管理部　准教授　茂呂　寛
　　開催日：2019/11/8

【２．院内研修会】

１．医療安全・感染管理研修会
　　演　題：①　流行性ウイルス疾患対策～麻しん・風しんを中心に～
　　　　　　②　2018年度総括～頑張った取り組みと課題～
　　講　師：①　感染管理認定看護師　武田　惇
　　　　　　②　各部署
　　開催日：2019/7/22-25
 
２．医療安全・感染管理研修会
　　演　題：①　抗菌薬の薬理を学ぼう～ＴＤＭやＰＫ/ＰＤを知っていますか？～
　　　　　　②　病院における放射線のいろは～知っていますか？医療放射線について～
　　講　師：①　感染制御認定薬剤師　木島　浩子
　　　　　　②　診療技術部副部長　小熊　義則
　　開催日：2019/11/27-29，12/2

【３．ＣＰＣ】

１．演　題：第10回　CPC イレウス管留置後３日目に急性呼吸不全を生じ、９ヶ月間人工呼吸器を離脱
しえなかった超高齢者の１例

　　講　師：①　新潟大学臨床病理学分野　田口　貴博
　　　　　　②　研修医　出沢　隆
　　　　　　③　研修医　野﨑　耀平
　　　　　　④　外科部長　渡邊　智子
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　　開催日：2020/1/30
 

【４．看護部院内研修会】

【入職時・新人看護師研修会】
１．演　題：看護理念・方針・看護倫理
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/4/4
 
２．演　題：院内ツアーで病院を知る
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/4/4
 
３．演　題：院内感染対策を学ぶ　正しい個人防護具の着脱の仕方
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/4/5

４．演　題：院内医療安全について学ぶ　インシデント報告について
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/4/5
 
５．演　題：医療ガスについて
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/4/5
 
６．演　題：薬剤について
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/4/5
 
７．演　題：フィットネス体験
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/4/5
 
８．演　題：ポートフォリオを取り入れた目標管理
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/4/5
 



―　　―82

９．演　題：看護記録について　重症度、医療・介護　必要度研修
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/4/6
 
10．演　題：口腔ケアの意義・手技を学ぶ
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/4/8
 
11．演　題：プリセプターとの顔合わせ
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/4/8
 
12．演　題：基礎看護技術①筋肉内注射
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/4/8
 
13．演　題：基礎看護技術②口腔内・鼻腔内吸引
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/4/9
 
14．演　題：基礎看護技術③膀胱留置カテーテル挿入
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/4/9
 
15．演　題：シャドウ研修
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/4/10
 
16．演　題：オムツ使用方法の実際　スキンケア　褥瘡ケアについて
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/4/10
 
17．演　題：採血実習
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/4/11
 
18．演　題：静脈注射・点滴実習
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/4/12
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19．演　題：トランスファー
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/5/8
 
20．演　題：輸液ポンプ・シリンジポンプ
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/5/16
 
21．演　題：３ヶ月評価　急変時の対応
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/6/20
 
22．演　題：心電図
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/7/26
 
23．演　題：インスリン注射研修会
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/8/23
 
24．演　題：輸血療法
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/9/10
 
25．演　題：６ヶ月評価　医療安全・感染対策
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/10/17
 
26．演　題：バイパップ研修会
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/11/20
 
27．演　題：コミュニケーション研修会
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2019/12/11
 
28．演　題：人工呼吸器研修会
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2020/1/28
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29．演　題：12 ヶ月研修会　宿泊
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2020/2/27

30．演　題：食事介助　インターンシップ
　　対象者：新人看護師
　　開催日：2020/3/13

【プリセプター研修会】

１．演　題：第２回プリセプター研修会
　　対象者：プリセプター
　　開催日：2019/7/9
 
２．演　題：第３回プリセプター研修会
　　対象者：プリセプター
　　開催日：2019/11/25

【看護助手研修会】

１．演　題：看護助手入職時研修
　　対象者：看護助手
　　開催日：2019/4/4
 
２．演　題：看護助手入職時研修
　　対象者：看護助手
　　開催日：2019/6/17
 
３．演　題：看護助手研修（必須６項目）
　　対象者：看護助手
　　開催日：2019/7/10
 
４．演　題：看護助手入職時研修
　　対象者：看護助手
　　開催日：2019/7/22
 
５．演　題：看護助手入職時研修
　　対象者：看護助手
　　開催日：2019/8/1
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６．演　題：口腔ケアの意義・手技を学ぶ
　　対象者：看護助手
　　開催日：2019/9/11
 
７．演　題：看護助手入職時研修
　　対象者：看護助手
　　開催日：2019/9/1
 
８．演　題：看護助手入職時研修
　　対象者：看護助手
　　開催日：2019/10/1

９．演　題：環境整備（清掃）について
　　対象者：看護助手
　　開催日：2019/10/9

10．演　題：医療安全研修「コミュニケーションエラーをなくそう」
　　対象者：看護助手
　　開催日：2019/11/13
 
11．演　題：看護助手入職時研修
　　対象者：看護助手
　　開催日：2020/1/6

12．演　題：看護助手入職時研修
　　対象者：看護助手
　　開催日：2020/3/2
 
13．演　題：看護助手入職時研修
　　対象者：看護助手
　　開催日：2020/3/26
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退院患者疾病統計表
（2019年）
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2
,4
0
1

2
5
.2

2
2
.8

2
3
.4

2
2
.8

2
3
.8

2
3
.5

2
3
.0

2
2
.8

小
児
科

2
7
5

2
1
6

2
3
7

2
4
9

2
7
0

2
1
6

2
0
6

2
1
0

5
.7

5
.6

5
.5

5
.7

5
.5

5
.5

5
.5

5
.9

外
科

7
1
6

7
6
5

5
9
7

6
6
0

6
4
2

6
3
5

5
4
4

6
1
0

1
6
.7

1
5
.8

2
0
.8

1
7
.4

1
5
.2

1
4
.2

1
6
.9

1
6

皮
膚
科

6
8

8
2

4
7

5
2

4
5

2
1

1
3

7
1
5
.2

1
8
.9

1
3
.6

1
4
.5

1
5
.6

1
4
.6

2
5
.3

2
7

歯
科
口
腔
外
科

7
6

6
5

7
4

7
5

5
3

7
4

5
5

7
1

6
.5

4
.1

3
.7

6
.0

1
0
.7

2
.2

1
.6

3
.3

産
婦
人
科

5
6
2

5
4
7

4
5
7

4
0
8

4
2
0

3
4
8

3
8
6

2
6
4

9
.9

9
.0

9
.0

9
.4

8
.3

7
.8

9
.0

7
.3

整
形
外
科

3
5
5

4
3
8

5
5
4

5
1
6

5
2
0

5
4
2

5
2
9

4
7
1

3
5
.6

2
6
.8

2
1
.7

2
5
.3

3
1
.4

3
5
.0

3
6
.4

3
6
.8

耳
鼻
咽
喉
科

3
3
9

3
2
5

3
7
3

3
4
9

3
0
9

3
0
8

2
7
5

2
9
6

7
.4

4
.6

4
.5

5
.0

5
.6

6
.6

6
.8

6
.1

泌
尿
器

0
0

0
1
1

3
9

2
9

2
9

2
3

0
.0

0
.0

0
.0

2
.3

2
.6

2
.9

2
.0

2
眼
科

3
6
9

3
0
4

3
1
2

2
9
0

3
1
8

3
1
3

2
8
6

2
8
5

4
.4

3
.9

3
.6

3
.4

3
.2

3
.1

2
.7

2
.9

神
経
内
科

1
2
7

1
2
5

1
5
8

1
5
6

1
4
4

1
8
2

1
7
2

1
6
3

3
7
.3

3
7
.5

2
7
.5

3
2
.3

3
6
.7

3
6
.6

4
4
.4

4
5
.6

緩
和
ケ
ア
科

0
0

0
0

0
1
8

7
1

6
1

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4
.0

3
8
.6

5
1

内
科

小
児
科

外
科

皮
膚
科

歯
科
口
腔
外

科
産
婦
人
科

整
形
外
科

耳
鼻
咽
喉
科

泌
尿
器

眼
科

神
経
内
科

緩
和
ケ
ア
科

20
12

年
2,
62

2
27

5
71

6
68

76
56

2
35

5
33

9
0

36
9

12
7

0

20
13

年
2,
70

8
21

6
76

5
82

65
54

7
43

8
32

5
0

30
4

12
5

0

20
14

年
2,
72

6
23

7
59

7
47

74
45

7
55

4
37

3
0

31
2

15
8

0

20
15

年
2,
60

0
24

9
66

0
52

75
40

8
51

6
34

9
11

29
0

15
6

0

20
16

年
2,
49

1
27

0
64

2
45

53
42

0
52

0
30

9
39

31
8

14
4

0

20
17

年
2,
40

3
21

6
63

5
21

74
34

8
54

2
30

8
29

31
3

18
2

18

20
18

年
2,
37

5
20

6
54

4
13

55
38

6
52

9
27

5
29

28
6

17
2

71

20
19

年
2,
40

1
21

0
61

0
7

71
26

4
47

1
29

6
23

28
5

16
3

61

在
院

20
12

25
.2

5.
7

16
.7

15
.2

6.
5

9.
9

35
.6

7.
4

0.
0

4.
4

37
.3

0.
0

在
院

20
13

22
.8

5.
6

15
.8

18
.9

4.
1

9.
0

26
.8

4.
6

0.
0

3.
9

37
.5

0.
0

在
院

20
14

23
.4

5.
5

20
.8

13
.6

3.
7

9.
0

21
.7

4.
5

0.
0

3.
6

27
.5

0.
0

在
院

20
15

22
.8

5.
7

17
.4

14
.5

6.
0

9.
4

25
.3

5.
0

2.
3

3.
4

32
.3

0.
0

在
院

20
16

23
.8

5.
5

15
.2

15
.6

10
.7

8.
3

31
.4

5.
6

2.
6

3.
2

36
.7

0.
0

在
院

20
17

23
.5

5.
5

14
.2

14
.6

2.
2

7.
8

35
.0

6.
6

2.
9

3.
1

36
.6

24
.0

在
院

20
18

23
.0

5.
5

16
.9

25
.3

1.
6

9.
0

36
.4

6.
8

2.
0

2.
7

44
.4

38
.6

在
院

20
19

22
.8

5.
9

16
27

3.
3

7.
3

36
.8

6.
1

2
2.
9

45
.6

51

0.
0

10
.0

20
.0

30
.0

40
.0

50
.0

60
.0

0
20

0
40

0
60

0
80

0
1,
00

0
1,
20

0
1,
40

0
1,
60

0
1,
80

0
2,
00

0
2,
20

0
2,
40

0
2,
60

0
2,
80

0
3,
00

0

平 均 在 院 日 数

退 院 患 者 数

科
別

・
年

別
退

院
患

者
数

・
平

均
在

院
日

数
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1
.＜

死
亡

＞
科
別
・
月
別
・
性
別
退
院
患
者
数

入
院
科

性
別

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

総
計

男
性

1
2

1
8

6
1
3

1
4

1
0

1
3

1
4

4
1
2

1
3

1
0

1
3
9

女
性

1
0

1
0

1
2

1
2

1
2

9
8

8
1
1

8
8

1
0

1
1
8

男
性

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
女
性

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
男
性

2
0

1
2

0
0

3
0

5
2

1
3

1
9

女
性

1
0

4
1

0
4

1
1

0
3

3
1

1
9

男
性

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
女
性

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
男
性

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

1
女
性

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
男
性

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
女
性

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
男
性

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
女
性

1
0

0
1

0
0

1
2

0
0

0
0

5
男
性

2
0

0
0

1
0

1
1

0
0

2
0

7
女
性

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
1

2
男
性

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
女
性

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
男
性

1
2

0
0

0
1

0
1

1
2

0
0

8
女
性

3
0

1
0

0
1

0
1

0
0

1
0

7
男
性

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
女
性

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
男
性

1
2

5
2

1
3

2
1

2
4

1
1

2
5

女
性

5
3

2
2

2
0

4
5

2
2

4
1

3
2

総
計

3
8

3
6

3
2

3
4

3
0

2
9

3
3

3
4

2
5

3
3

3
3

2
7

3
8
4

内
科

整
外

神
内

耳
鼻

緩
和
ケ
ア

小
児

皮
膚

産
婦

眼
科

泌
尿

歯
口

外
科
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2
.大

分
類

別
退

院
患

者
数

内
科

小
児

外
科

皮
膚

歯
口

産
婦

整
外

耳
鼻

眼
科

神
内

泌
尿

緩
和

ケ
ア

総
計

Ⅰ
. 
感

染
症

お
よ

び
寄

生
虫

症
1
1
2

3
2

2
2

0
0

0
0

8
0

5
0

0
1
7
9

Ⅱ
. 
新

生
物

4
6
1

0
3
4
8

1
6

1
5

1
1
5

0
2

1
7

6
0

9
2
6

Ⅲ
. 
血

液
及

び
造

血
器

の
疾

患
並

び
に

免
疫

機
構

の
障

害
2
1

2
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2
5

Ⅳ
. 
内

分
泌

、
栄

養
及

び
代

謝
疾

患
1
5
9

5
2

0
0

0
3

2
0

8
0

0
1
7
9

Ⅴ
. 
精

神
及

び
行

動
の

障
害

1
8

1
1

0
0

0
0

0
0

3
0

0
2
3

Ⅵ
. 
神

経
系

の
疾

患
2
1

1
1

0
0

0
8

1
5
0

0
6
2

0
0

2
4
3

Ⅶ
. 
眼

及
び

付
属

器
の

疾
患

0
0

0
0

0
0

0
0

2
8
5

0
0

0
2
8
5

Ⅷ
. 
耳

及
び

乳
様

突
起

の
疾

患
2
4

1
0

0
0

0
0

3
2

0
2

0
0

5
9

Ⅸ
. 
循

環
器

系
の

疾
患

3
4
3

0
2

0
0

0
6

0
0

4
6

0
0

3
9
7

Ⅹ
. 
呼

吸
器

系
の

疾
患

4
2
3

1
0
4

8
0

0
0

0
7
7

0
1
9

0
1

6
3
2

Ⅹ
Ⅰ

. 
消

化
器

系
の

疾
患

3
7
6

1
2
0
6

0
6
3

0
0

5
0

2
0

0
6
5
3

Ⅹ
Ⅱ

. 
皮

膚
及

び
皮

下
組

織
の

疾
患

1
5

6
1

6
1

0
8

1
0

0
0

0
3
8

Ⅹ
Ⅲ

. 
筋

骨
格

系
及

び
結

合
組

織
の

疾
患

3
1

1
4

0
0

0
0

9
5

1
0

2
0

0
1
4
3

Ⅹ
Ⅳ

. 
腎

尿
路

生
殖

器
系

の
疾

患
2
1
3

1
5

1
1

0
0

1
5

1
1

0
2

5
0

2
6
3

Ⅹ
Ⅴ

. 
妊

娠
，

分
娩

及
び

産
じ

ょ
く
＜

褥
＞

1
0

0
0

0
1
7
1

0
0

0
0

0
0

1
7
2

Ⅹ
Ⅵ

. 
周

産
期

に
発

生
し

た
病

態
0

7
0

0
0

6
3

0
0

0
0

0
0

7
0

Ⅹ
Ⅶ

. 
先

天
奇

形
，

変
形

及
び

染
色

体
異

常
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

Ⅹ
Ⅷ

. 
症

状
，

徴
候

及
び

異
常

臨
床

所
見

・
異

常
検

査
所

見
で

他
に

分
類

さ
れ

な
い

も
の

9
8

1
9

2
0

0
0

1
3

0
6

1
0

1
3
0

Ⅹ
Ⅸ

. 
損

傷
，

中
毒

及
び

そ
の

他
の

外
因

の
影

響
8
4

2
4

0
1

0
3
4
8

1
0

4
0

0
4
4
4

総
計

2
4
0
1

2
1
0

6
1
0

7
7
1

2
6
4

4
7
1

2
9
6

2
8
5

1
6
3

2
3

6
1

4
8
6
2
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3
.中

分
類
別
退
院
患

者
数

内
科

小
児

外
科

皮
膚

歯
口

産
婦

整
外

耳
鼻

眼
科

神
内

泌
尿

緩
和

ケ
ア

総
計

腸
管
感
染
症
（
A
0
0
-
A
0
9
）

7
2

2
4

2
1

0
0

0
0

0
0

1
0

0
1
1
8

そ
の
他
の
細
菌
性
疾
患
（
A
3
0
-
A
4
9
）

2
5

1
1

0
0

0
0

0
0

1
0

0
2
8

皮
膚
及
び
粘
膜
病
変
を
特
徴
と
す
る
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
B
0
0
-

B
0
9
）

5
2

0
0

0
0

0
3

0
1

0
0

1
1

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
（
B
1
5
-
B
1
9
）

2
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

3
そ
の
他
の
ウ
イ
ル
ス
性
疾
患
（
B
2
5
-
B
3
4
）

5
5

0
0

0
0

0
3

0
1

0
0

1
4

真
菌
症
（
B
3
5
-
B
4
9
）

1
0

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

3
ぜ
ん
＜
蠕
＞
虫
症
（
B
6
5
-
B
8
3
）

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
口
唇
，
口
腔
及
び
咽

頭
の
悪
性
新
生
物
＜
腫
瘍
＞
（
C
0
0
-

0
0

0
0

5
0

0
4

0
0

0
2

1
1

消
化
器
の
悪
性
新
生
物
＜
腫
瘍
＞
（
C
1
5
-
C
2
6
）

2
5
5

0
2
8
4

0
0

0
0

0
0

0
0

1
9

5
5
8

呼
吸
器
及
び
胸
腔
内
臓
器
の
悪
性
新
生
物
＜
腫
瘍
＞
（
C
3
0
-

C
3
9
）

3
0

0
1

0
0

0
0

9
0

1
0

1
4

5
5

骨
及
び
関
節
軟
骨
の
悪
性
新
生
物
＜
腫
瘍
＞
（
C
4
0
-
C
4
1
）

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

1
皮
膚
の
黒
色
腫
及
び
そ
の
他
の
皮
膚
の
悪
性
新
生
物
＜
腫

瘍
＞

（
C
4
3
-
C
4
4
)

0
0

1
0

0
0

0
1

0
0

0
1

3

中
皮
及
び
軟
部
組
織
の
悪
性
新
生
物
＜
腫
瘍
＞
（
C
4
5
-
C
4
9
）

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

1
乳
房
の
悪
性
新
生
物
＜
腫
瘍
＞
（
C
5
0
）

0
0

4
1

0
0

0
0

0
0

0
0

5
4
6

女
性
生
殖
器
の
悪
性
新
生
物
＜
腫
瘍
＞
（
C
5
1
-
C
5
8
）

4
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
3

8
男
性
生
殖
器
の
悪
性
新
生
物
＜
腫
瘍
＞
（
C
6
0
-
C
6
3
）

8
0

1
0

0
0

0
0

0
0

1
7

5
3
1

腎
尿
路
の
悪
性
新
生
物
＜
腫
瘍
＞
（
C
6
4
-
C
6
8
）

6
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

8
眼
，
脳
及
び
そ
の
他

の
中
枢
神
経
系
の
部
位
の
悪
性
新
生
物

＜
腫
瘍
＞
（
C
6
9
-
C
7
2
)

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
1

2

部
位
不
明
確
，
続
発

部
位
及
び
部
位
不
明
の
悪
性
新
生
物
＜

腫
瘍
＞
（
C
7
6
-
C
8
0
）

9
0

1
2

1
1

0
0

0
0

0
0

3
2
6

リ
ン
パ
組
織
，
造
血

組
織
及
び
関
連
組
織
の
悪
性
新
生
物
＜

腫
瘍
＞
，
原
発
と
記

載
さ
れ
た
又
は
推
定
さ
れ
た
も
の
（
C
8
1
-

1
3

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

3
1
7

上
皮

内
新

生
物

＜
腫
瘍
＞
（
D
0
0
-
D
0
9
）

0
0

0
0

0
8

0
0

0
0

0
0

8
良
性
新
生
物
＜
腫
瘍
＞
（
D
1
0
-
D
3
6
）

1
2
7

0
7

0
0

3
1

0
0

1
0

0
1
3
9

性
状
不
詳
又
は
不
明
の
新
生
物
＜
腫
瘍
＞
（
D
3
7
-
D
4
8
）

9
0

0
0

0
3

0
0

0
0

0
0

1
2

栄
養

性
貧

血
（
D
5
0
-
D
5
3
）

5
0

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

7
無
形
成
性
貧
血
及
び
そ
の
他
の
貧
血
（
D
6
0
-
D
6
4
）

1
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
2

凝
固
障
害
，
紫
斑
病

及
び
そ
の
他
の
出
血
性
病
態
（
D
6
5
-

2
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4
血
液
及
び
造
血
器
の
そ
の
他
の
疾
患
（
D
7
0
-
D
7
7
）

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
免

疫
機

構
の

障
害
（
D
8
0
-
D
8
9
）

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
甲
状
腺
障
害
（
E
0
0
-
E
0
7
）

2
0

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

4
糖
尿
病
（
E
1
0
-
E
1
4
）

1
0
6

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
1
0
7

そ
の
他
の
グ
ル
コ
ー
ス
調
節
及
び
膵
内
分
泌
障
害
（
E
1
5
-

2
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

5
そ
の
他
の
内
分
泌

障
害
（
E
2
0
-
E
3
5
）

3
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

4
栄
養
失
調
（
症
）
（
E
4
0
-
E
4
6
）

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
そ
の
他
の
栄
養
欠

乏
症
（
E
5
0
-
E
6
4
）

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

1
代
謝
障
害
（
E
7
0
-
E
9
0
）

4
4

2
1

0
0

0
2

0
0

6
0

0
5
5

症
状
性
を
含
む
器
質
性
精
神
障
害
（
F
0
0
-
F
0
9
）

6
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

7
精
神
作
用
物
質
使
用
に
よ
る
精
神
及
び
行
動
の
障
害
（
F
1
0
-

F
1
9
）

9
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

9

気
分
[感

情
]障

害
（
F
3
0
-
F
3
9
）

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
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内
科

小
児

外
科

皮
膚

歯
口

産
婦

整
外

耳
鼻

眼
科

神
内

泌
尿

緩
和

ケ
ア

総
計

神
経
症
性
障
害
，
ス
ト
レ
ス
関
連
障
害
及
び
身
体
表
現
性
障

害
（
F
4
0
-
F
4
8
）

2
1

1
0

0
0

0
0

0
2

0
0

6

中
枢
神
経
系
の
炎
症
性
疾
患
（
G
0
0
-
G
9
9
）

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
主
に
中
枢
神
経
系

を
障
害
す
る
系
統
萎
縮
症
（
G
1
0
-
G
1
4
）

0
0

0
0

0
0

0
0

0
7

0
0

7
錐
体
路
障
害
及
び
異
常
運
動
（
G
2
0
-
G
2
6
）

2
0

0
0

0
0

1
0

0
2
4

0
0

2
7

神
経
系
の
そ
の
他
の
変
性
疾
患
（
G
3
0
-
G
3
2
）

2
0

1
0

0
0

0
0

0
2

0
0

5
挿
管
性
及
び
発
作
性
障
害
（
G
4
0
-
G
4
7
）

13
0

0
0

0
0

0
1
4
0

0
1
2

0
0

1
6
5

神
経
，
神
経
根
及
び
神
経
そ
う
＜
叢
＞
の
障
害
（
G
5
0
-
G
5
9
）

1
0

0
0

0
0

5
1
0

0
0

0
0

1
6

多
発
（
性
）
ニ
ュ
ー
ロ
パ
チ
＜
シ
＞
－
及
び
そ
の
他
の
末
梢
神

経
系
の
障
害
（
G
6
0
-
G
6
4
）

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
3

0
0

1
3

脳
性
麻
痺
及
び
そ
の
他
の
麻
痺
性
症
候
群
（
G
8
0
-
G
8
3
）

0
0

0
0

0
0

2
0

0
0

0
0

2
神
経
系
の
そ
の
他
の
障
害
（
G
9
0
-
G
9
9
）

3
0

0
0

0
0

0
0

0
4

0
0

7
水
晶
体
の
障
害
（
H
2
5
-
H
2
8
）

0
0

0
0

0
0

0
0

2
8
0

0
0

0
2
8
0

脈
絡
膜
及
び
網
膜
の
障
害
（
H
3
0
-
H
3
6
）

0
0

0
0

0
0

0
0

4
0

0
0

4
硝
子
体
及
び
眼
球
の
障
害
（
H
4
3
-
H
4
5
）

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

1
中
耳
及
び
乳
様
突
起
の
疾
患
（
H
6
5
-
H
7
5
）

0
1

0
0

0
0

0
3

0
0

0
0

4
内
耳
疾
患
（
H
8
0
-
H
8
3
）

2
4

0
0

0
0

0
0

1
4

0
2

0
0

4
0

耳
の
そ
の
他
の
障
害
（
H
9
0
-
H
9
5
）

0
0

0
0

0
0

0
1
5

0
0

0
0

1
5

高
血

圧
疾

患
（
I1
0
-
I1
5
）

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
虚

血
性

心
疾

患
（
I2
0
-
I2
5
）

8
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
8
2

肺
性
心
疾
患
及
び
肺
循
環
疾
患
（
I2
6
-
I2
8
）

6
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

6
そ
の
他
の
型
の
心

疾
患
（
I3
0
-
I5
2
）

2
0
7

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2
0
8

脳
血

管
疾

患
（
I6
0
-
I6
9
）

1
6

0
1

0
0

0
0

0
0

4
4

0
0

6
1

動
脈
，
細
動
脈
及
び
毛
細
血
管
の
疾
患
（
I7
0
-
I7
9
）

1
9

0
0

0
0

0
5

0
0

1
0

0
2
5

静
脈
，
リ
ン
パ
管
及

び
リ
ン
パ
節
の
疾
患
，
他
に
分
類
さ
れ
な

い
も
の
（
I8
0
-
i8
9
）

2
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

3

循
環
器
系
の
そ
の
他
及
び
詳
細
不
明
の
障
害
（
I9
5
-
I9
9
）

8
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

9
急
性
上
気
道
感
染
症
（
J
0
0
-
J
0
6
）

1
5

9
0

0
0

0
0

4
1

0
1

0
0

6
6

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
肺
炎
（
J
0
9
-
J
1
8
）

2
0
6

1
8

3
0

0
0

0
0

0
8

0
0

2
3
5

そ
の
他
の
急
性
下
気
道
感
染
症
（
J
2
0
-
J
2
2
）

2
1

5
2

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

7
4

上
気
道
の
そ
の
他
の
疾
患
（
J
3
0
-
J
3
9
）

3
0

1
0

0
0

0
3
6

0
0

0
0

4
0

慢
性
下
気
道
疾
患
（
J
4
0
-
J
4
7
）

3
0

2
5

0
0

0
0

0
0

0
1

0
1

5
7

外
的
因
子
に
よ
る
肺

疾
患
（
J
6
0
-
J
7
0
）

9
0

0
2

0
0

0
0

0
0

8
0

0
1
0
0

主
と
し
て
間
質
を
障

害
す
る
そ
の
他
の
呼
吸
器
疾
患
（
J
8
0
-

3
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3
1

下
気
道
の
可
能
性
及
び
え
＜
壊
＞
死
性
病
態
（
J
8
5
-
J
8
6
）

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
胸
膜
の
そ
の
他
の
疾
患
（
J
9
0
-
J
9
4
）

1
7

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
7

呼
吸
器
系
の
そ
の
他
の
疾
患
（
J
9
5
-
J
9
9
）

8
0

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

口
腔
，
唾
液
腺
及
び
顎
の
疾
患
（
K
0
0
-
K
1
4
）

1
0

0
0

6
3

0
0

5
0

0
0

0
6
9

食
道
，
胃
及
び
十
二

指
腸
の
疾
患
（
K
2
0
-
K
3
1
）

43
0

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4
6

虫
垂
の
疾
患
（
K
3
5
-
K
3
8
）

5
0

2
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2
6

ヘ
ル
ニ
ア
（
K
4
0
-
K
4
6
）

0
1

7
8

0
0

0
0

0
0

0
0

0
7
9

非
感
染
性
腸
炎
及
び
非
肝
性
制
大
腸
炎
（
K
5
0
-
K
5
2
）

1
4

0
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
6

腸
の
そ
の
他
の
疾
患
（
K
5
5
-
K
6
4
）

1
0
4

0
4
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
4
6

腹
膜
の
疾
患
（
K
6
5
-
K
6
7
）

6
0

3
0

0
0

0
0

0
1

0
0

1
0

肝
疾
患
（
K
7
0
-
K
7
7
）

4
1

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4
2

胆
の
う
＜
嚢
＞
，
胆
管
及
び
膵
の
障
害
（
K
8
0
-
K
8
7
）

1
3
4

0
4
5

0
0

0
0

0
0

1
0

0
1
8
0

消
化
器
系
の
そ
の
他
の
疾
患
（
K
9
0
-
K
9
3
）

2
8

0
1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3
9

皮
膚
及
び
皮
下
組
織
の
感
染
症
（
L
0
0
-
L
0
8
）

1
0

5
0

5
0

0
8

1
0

0
0

0
2
9

水
疱
症
（
L
1
0
-
L
1
4
）

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

1
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内
科

小
児

外
科

皮
膚

歯
口

産
婦

整
外

耳
鼻

眼
科

神
内

泌
尿

緩
和

ケ
ア

総
計

皮
膚
炎
及
び
湿
疹
（
L
2
0
-
L
3
0
）

1
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

2
じ
ん
ま
＜
蕁
麻
＞
疹
及
び
紅
斑
（
L
5
0
-
L
5
4
）

1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
皮
膚
及
び
皮
下
組
織
の
そ
の
他
の
障
害
（
L
8
0
-
L
9
9
）

3
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4
炎
症
性
多
発
性
関
節
障
害
（
M
0
5
-
M
1
4
）

1
2

1
0

0
0

0
3

0
0

0
0

0
1
6

関
節
症
（
M
1
5
-
M
1
9
）

0
0

0
0

0
0

3
4

0
0

0
0

0
3
4

そ
の
他
の
関
節
障
害
（
M
2
0
-
M
2
5
）

1
0

0
0

0
0

3
0

0
0

0
0

4
全
身
性
結
合
組
織
障
害
（
M
3
0
-
M
3
6
）

8
1
3

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

2
2

脊
椎
障
害
（
M
4
5
-
M
4
9
）

2
0

0
0

0
0

1
3

0
0

1
0

0
1
6

そ
の
他
の
脊
柱
障
害
（
M
5
0
-
M
5
4
）

4
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
1
4

筋
障
害
（
M
6
0
-
M
6
3
）

3
0

0
0

0
0

0
1

0
1

0
0

5
滑
膜
及
び
腱
の
障
害
（
M
6
5
-
M
6
8
）

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1
そ
の
他
の
軟
部
組
織
障
害
（
M
7
0
-
M
7
9
）

0
0

0
0

0
0

3
0

0
0

0
0

3
骨
の
密
度
及
び
構
造
の
障
害
（
M
8
0
-
M
8
5
）

0
0

0
0

0
0

2
2

0
0

0
0

0
2
2

そ
の
他
の
骨
障
害
（
M
8
6
-
M
9
0
）

0
0

0
0

0
0

3
0

0
0

0
0

3
そ
の
他
の
骨
障
害
（
M
8
6
-
M
9
1
）

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1
そ
の
他
の
骨
障
害
（
M
8
6
-
M
9
2
)

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
筋
骨
格
系
及
び
結
合
組
織
の
そ
の
他
の
障
害
（
M
9
5
-
M
9
9
）

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1
糸
球
体
疾
患
（
N
0
0
-
N
0
8
）

1
5

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
5

腎
尿
細
管
間
質
性
疾
患
（
N
1
0
-
N
1
6
）

3
9

0
2

0
0

1
0

0
0

0
0

0
4
2

腎
不
全
（
N
1
7
-
N
1
9
）

6
4

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6
4

尿
路
結
石
症
（
N
2
0
-
N
2
3
）

1
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
1
1

腎
及
び
尿
管
の
そ
の
他
の
障
害
（
N
2
5
-
N
2
9
）

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

1
尿
路
系
の
そ
の
他
の
疾
患
（
N
3
0
-
N
3
9
）

8
0

1
5

6
0

0
0

0
0

0
2

0
0

1
0
3

男
性
生
殖
器
の
疾
患
（
N
4
0
-
N
5
1
）

4
0

0
0

0
0

0
0

0
0

5
0

9
乳
房
の
障
害
（
N
6
0
-
N
6
4
）

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
女
性
骨
盤
臓
器
の
炎
症
性
疾
患
（
N
7
0
-
N
7
7
）

1
0

2
0

0
1

0
0

0
0

0
0

4
女
性
生
殖
器
の
非
炎
症
性
障
害
（
N
8
0
-
N
9
8
）

0
0

0
0

0
1
3

0
0

0
0

0
0

1
3

流
産
に
終
わ
っ
た
妊
娠
（
O
0
0
-
O
0
8
）

0
0

0
0

0
1
8

0
0

0
0

0
0

1
8

妊
娠
，
分
娩
及
び
産
じ
ょ
く
＜
褥
＞
に
お
け
る
浮
腫
，
タ
ン
パ
ク

＜
蛋
白
＞
尿
及
び
高
血
圧
性
障
害
（
O
1
0
-
O
1
6
）

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

1

主
と
し
て
妊
娠
に
関
連
す
る
そ
の
他
の
母
体
障
害
（
O
2
0
-

1
0

0
0

0
1
2

0
0

0
0

0
0

1
3

胎
児
及
び
羊
膜
腔
に
関
連
す
る
母
体
ケ
ア
並
び
に
予
想
さ
れ

る
分
娩
の
諸
問
題

（
O
3
0
-
O
4
8
）

0
0

0
0

0
6
4

0
0

0
0

0
0

6
4

分
娩
の
合
併
症
（
O
6
0
-
O
7
5
）

0
0

0
0

0
7
3

0
0

0
0

0
0

7
3

分
娩
（
O
8
0
-
O
8
4
）

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

1
主
と
し
て
産
じ
ょ
く
＜

褥
＞
に
関
連
す
る
合
併
症
（
O
8
5
-
O
9
2
）

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

1
そ
の
他
の
産
科
的
疾
患
，
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
（
O
9
4
-

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

1
妊
娠
期
間
及
び
胎
児
発
育
に
関
連
す
る
障
害
（
P
0
5
-
P
0
8
）

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

1
胎
児
及
び
新
生
児
の
出
血
性
障
害
及
び
血
液
障
害
（
P
5
0
-

0
3

0
0

0
6
0

0
0

0
0

0
0

6
3

胎
児
及
び
新
生
児
に
特
異
的
な
一
過
性
の
内
分
泌
障
害
及
び

代
謝
障
害
（
P
7
0
-
P
7
4
）

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

1

胎
児
及
び
新
生
児
の
外
皮
及
び
体
温
調
節
に
関
連
す
る
病

態
（
P
8
0
-
P
8
3
）

0
4

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

5

腎
尿
路
系
の
先
天
奇
形
（
Q
6
0
-
Q
6
4
)

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
循
環
器
系
及
び
呼
吸
器
系
に
関
す
る
症
状
及
び
徴
候
（
R
0
0
-

R
0
9
）

1
0

1
0

0
0

0
1

2
0

0
0

0
1
4

消
化
器
系
及
び
腹
部
に
関
す
る
症
状
及
び
徴
候
（
R
1
0
-
R
1
9
）

23
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
6

皮
膚
及
び
皮
下
組
織
に
関
す
る
症
状
及
び
徴
候
（
R
2
0
-
R
2
3
）

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
神
経
系
及
び
筋
骨
格
系
に
関
す
る
症
状
及
び
徴
候
（
R
2
5
-

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

0
0

2
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内
科

小
児

外
科

皮
膚

歯
口

産
婦

整
外

耳
鼻

眼
科

神
内

泌
尿

緩
和

ケ
ア

総
計

腎
尿
路
系
に
関
す
る
症
状
及
び
徴
候
（
R
3
0
-
R
3
9
）

4
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

5
認
識
，
知
覚
，
情
緒
状
態
及
び
行
動
に
関
す
る
症
状
及
び
徴

候
（
R
4
0
-
R
4
6
)

1
2

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
1
3

全
身
症
状
お
よ
び
徴
候
（
R
5
0
-
R
6
9
）

4
8

1
5

2
0

0
0

0
0

0
4

0
0

6
9

頭
部
損
傷
（
S
0
0
-
S
0
9
）

2
0

0
0

1
0

1
0

0
2

0
0

6
頚
部
損
傷
（
S
1
0
-
S
1
9
）

0
0

0
0

0
0

1
1

0
0

0
0

2
胸
部
＜
郭
＞
損
傷
（
S
2
0
-
S
2
9
）

4
0

0
0

0
0

4
0

0
0

0
0

0
4
4

腹
部
，
下
背
部
，
腰
椎
及
び
骨
盤
部
の
損
傷
（
S
3
0
-
S
3
9
）

3
0

0
0

0
0

9
3

0
0

2
0

0
9
8

肩
及
び
上
腕
の
損
傷
（
S
4
0
-
S
4
9
）

1
0

0
0

0
0

1
2

0
0

0
0

0
1
3

肘
及
び
前
腕
の
損
傷
（
S
5
0
-
S
5
9
）

0
0

0
0

0
0

9
0

0
0

0
0

9
手
首
及
び
手
の
損
傷
（
S
6
0
-
S
6
9
）

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1
股
関
節
部
及
び
大
腿
の
損
傷
（
S
7
0
-
S
7
9
）

5
0

0
0

0
0

1
0
2

0
0

0
0

0
1
0
7

膝
及
び
下
腿
の
損
傷
（
S
8
0
-
S
8
9
）

0
0

0
0

0
0

5
3

0
0

0
0

0
5
3

足
首
及
び
足
の
損
傷
（
S
9
0
-
S
9
9
）

0
0

0
0

0
0

7
0

0
0

0
0

7
多
部
位
の
損
傷
（
T
0
0
-
T
0
7
）

0
0

0
0

0
0

8
0

0
0

0
0

8
部
位
不
明
も
し
く
は
（
四
）
肢
の
損
傷
又
は
部
位
不
明
の
損
傷

（
T
0
8
-
T
1
4
）

0
0

0
0

0
0

1
2

0
0

0
0

0
1
2

自
然
開
口
部
か
ら
の
異
物
侵
入
の
作
用
（
T
1
5
-
T
1
9
）

3
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4
薬
物
，
薬
剤
及
び
生

物
学
的
製
剤
に
よ
る
中
毒
（
Ｔ
3
6
-
Ｔ
5
0
）

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
外
因
の
そ
の
他
及
び
詳
細
不
明
の
作
用
（
Ｔ
6
6
-
Ｔ
7
8
）

1
5

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
7

外
科
的
及
び
内
科
的
ケ
ア
の
合
併
症
，
他
に
分
類
さ
れ
な
い

も
の
（
Ｔ
8
0
-
Ｔ
8
8
）

4
9

0
3

0
0

0
5

0
0

0
0

0
5
7

損
傷
，
中
毒
及
び
そ
の
他
の
外
因
に
よ
る
影
響
の
続
発
・
後
遺

症
（
Ｔ
9
0
-
Ｔ
9
8
）

1
0

0
0

0
0

4
0

0
0

0
0

5

総
計

2
4
0
1

2
1
0

6
1
0

7
7
1

2
6
4

4
7
1

2
9
6

2
8
5

1
6
3

2
3

6
1

4
8
6
2
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4
.小

分
類
別
退
院
患
者

数

内
科

小
児

外
科

皮
膚

歯
口

産
婦

整
外

耳
鼻

眼
科

神
内

泌
尿

緩
和

ケ
ア

総
計

A
0
4
3
　
腸
管
出
血
性
大

腸
菌

感
染

症
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

A
0
4
5
　
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
腸

炎
6

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
7

A
0
4
7
　
ク
ロ
ス
ト
リ
ジ
ウ
ム
・
デ
ィ
フ
ィ
シ
ル

に
よ
る
腸

炎
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

A
0
4
8
　
そ
の
他
の
明

示
さ
れ

た
細

菌
性

腸
管

感
染

症
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

A
0
4
9
　
細
菌
性
腸
管
感

染
症

，
詳

細
不

明
4

1
1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
5

A
0
8
0
　
ロ
タ
ウ
イ
ル

ス
性

腸
炎

0
9

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

9
A
0
8
1
　
ノ
ー
ウ
ォ
ー
ク
様

ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
急

性
胃

腸
症

2
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

5
A
0
8
2
　
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル

ス
性

腸
炎

0
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
A
0
8
4
　
ウ
イ
ル
ス
性
腸

管
感

染
症

，
詳

細
不

明
1

0
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

A
0
9
0
　
感
染
症
が
原
因

の
そ
の

他
及

び
詳

細
不

明
の

胃
腸
炎
及
び
大
腸
炎

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3

A
0
9
9
　
詳
細
不
明
の
原

因
に
よ
る
胃

腸
炎

及
び
大

腸
炎

5
3

8
7

0
0

0
0

0
0

1
0

0
6
9

A
4
0
3
　
肺
炎
連
鎖
球
菌

に
よ
る
敗

血
症

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
A
4
1
0
　
黄
色
ブ
ド
ウ
球

菌
に
よ
る
敗

血
症

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
A
4
1
4
　
嫌
気
性
菌
に
よ
る
敗

血
症

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
A
4
1
5
　
そ
の
他
の
グ
ラ
ム
陰

性
菌

に
よ
る
敗

血
症

8
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

8
A
4
1
8
　
そ
の
他
の
明

示
さ
れ

た
敗

血
症

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
A
4
1
9
　
敗
血
症
，
詳

細
不

明
9

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
1
0

A
4
8
1
　
レ
ジ
オ
ネ
ラ
症

＜
在

郷
軍

人
病

＞
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

A
4
8
3
　
毒
素
シ
ョ
ッ
ク
症

候
群

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
A
4
9
0
　
ブ
ド
ウ
球
菌

感
染

症
，
部

位
不

明
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

A
4
9
1
　
連
鎖
球
菌
感
染

症
，
部

位
不

明
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

A
4
9
9
　
細
菌
感
染
症
，
詳

細
不

明
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

B
0
0
4
　
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル

ス
（
性

）
脳

炎
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
1

B
0
2
2
　
帯
状
疱
疹
，
そ
の
他
の
神
経
系
合
併
症
を
伴
う
も

1
0

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

3
B
0
2
9
　
帯
状
疱
疹
，
合

併
症

を
伴

わ
な
い
も
の

3
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

4
B
0
5
9
　
麻
疹
，
合
併

症
を
伴

わ
な
い
も
の

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
B
0
8
2
　
突
発
性
発
疹
［
第

６
病

］
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

B
0
8
5
　
エ
ン
テ
ロ
ウ
イ
ル

ス
性

水
疱

性
咽

頭
炎

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
B
1
7
9
　
急
性
ウ
イ
ル
ス
性

肝
炎

，
詳

細
不

明
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

B
1
9
9
　
詳
細
不
明
の
ウ
イ
ル

ス
性

肝
炎

，
肝

性
昏

睡
を
伴

わ
な
い
も
の

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

1

B
2
5
1
　
サ
イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ
イ
ル

ス
（
性

）
肝

炎
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

B
2
7
0
　
ガ
ン
マ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル

ス
（
性

）
単

核
症

1
1

0
0

0
0

0
3

0
0

0
0

5
B
2
7
9
　
伝
染
性
単
核
症

，
詳

細
不

明
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

B
3
4
0
　
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

，
部

位
不

明
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

B
3
4
8
　
部
位
不
明
の
そ
の

他
の

ウ
イ
ル

ス
感

染
症

0
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
B
3
4
9
　
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
，
詳

細
不

明
2

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
3

B
4
4
1
　
そ
の
他
の
肺

ア
ス
ペ
ル

ギ
ル

ス
症

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
B
4
9
　
詳
細
不
明
の
真

菌
症

0
0

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

2
B
8
1
0
　
ア
ニ
サ
キ
ス
症

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
C
0
2
1
　
舌
の
そ
の
他
及

び
部

位
不

明
の

悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍
＞
，
舌
縁

0
0

0
0

2
0

0
0

0
0

0
0

2

C
0
3
1
　
歯
肉
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
下

顎
歯

肉
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

1
2
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内
科

小
児

外
科

皮
膚

歯
口

産
婦

整
外

耳
鼻

眼
科

神
内

泌
尿

緩
和

ケ
ア

総
計

C
0
4
9
　
口
（
腔
）
底
の
悪

性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

，
前

部
口

（
腔
）
底
口
（
腔
）
底
，
部

位
不

明
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
1

C
0
6
0
　
そ
の
他
及
び
部

位
不

明
の

口
腔

の
悪

性
新

生
物

＜
腫
瘍
＞
，
頬
粘
膜

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
1

2

C
0
6
9
　
そ
の
他
及
び
部

位
不

明
の

口
腔

の
悪

性
新

生
物

＜
腫
瘍
＞
，
口
腔
，
部

位
不

明
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
1

C
1
0
9
　
中
咽
頭
の
悪

性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

，
中

咽
頭

，
部

位
不
明

0
0

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

2

C
1
2
　
梨
状
陥
凹
＜

洞
＞

の
悪

性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

1
C
1
5
1
　
食
道
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
胸

部
食

道
4

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
5

C
1
5
9
　
食
道
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
食

道
，
部

位
不

1
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
C
1
6
0
　
胃
の
悪
性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

，
噴

門
4

0
6

0
0

0
0

0
0

0
0

1
1
1

C
1
6
1
　
胃
の
悪
性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

，
胃

底
部

1
0

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
C
1
6
2
　
胃
の
悪
性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

，
胃

体
部

5
3

0
1
8

0
0

0
0

0
0

0
0

3
7
4

C
1
6
3
　
胃
の
悪
性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

，
幽

門
前

庭
4
3

0
1
3

0
0

0
0

0
0

0
0

1
5
7

C
1
6
4
　
胃
の
悪
性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

，
幽

門
0

0
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

C
1
6
9
　
胃
の
悪
性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

，
胃

，
部

位
不

明
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
1

C
1
7
0
　
小
腸
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
十

二
指

腸
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

C
1
7
1
　
小
腸
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
空

腸
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

C
1
8
0
　
結
腸
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
盲

腸
1

0
3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3
1

C
1
8
1
　
結
腸
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
虫

垂
0

0
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

C
1
8
2
　
結
腸
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
上

行
結

腸
2
2

0
36

0
0

0
0

0
0

0
0

2
6
0

C
1
8
3
　
結
腸
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
右

結
腸

曲
＜

肝
弯
曲
＞

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1

C
1
8
4
　
結
腸
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
横

行
結

腸
8

0
10

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
8

C
1
8
6
　
結
腸
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
下

行
結

腸
4

0
25

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2
9

C
1
8
7
　
結
腸
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
Ｓ
状

結
腸

2
2

0
2
9

0
0

0
0

0
0

0
0

0
5
1

C
1
9
　
直
腸
S
状
結
腸

移
行

部
の

悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
4

0
2
6

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3
0

C
2
0
　
直
腸
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
1
1

0
7
2

0
0

0
0

0
0

0
0

2
8
5

C
2
2
0
　
肝
及
び
肝
内
胆

管
の

悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
肝

細
胞
癌

2
7

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

1
2
9

C
2
2
1
　
肝
及
び
肝
内
胆

管
の

悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
肝

内
胆
管
癌

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2

C
2
3
　
胆
の
う
＜
嚢

＞
の

悪
性

新
生
物

＜
腫

瘍
＞

3
0

3
0

0
0

0
0

0
0

0
3

9
C
2
4
0
　
そ
の
他
及
び
部

位
不

明
の

胆
道
の

悪
性

新
生

物
＜
腫
瘍
＞
，
肝
外
胆

管
1
4

0
4

0
0

0
0

0
0

0
0

1
1
9

C
2
5
0
　
膵
の
悪
性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

，
膵

頭
部

1
8

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

2
2
1

C
2
5
1
　
膵
の
悪
性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

，
膵

体
部

5
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

6
C
2
5
2
　
膵
の
悪
性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

，
膵

尾
部

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
C
2
5
3
　
膵
の
悪
性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

，
膵

管
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

C
2
5
8
　
膵
の
悪
性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

，
膵

の
境

界
部

病
巣

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

1
C
2
5
9
　
膵
の
悪
性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

，
膵

，
部

位
不

明
1

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

C
3
1
0
　
副
鼻
腔
の
悪

性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

，
上

顎
洞

0
0

0
0

0
0

0
5

0
0

0
1

6
C
3
1
1
　
副
鼻
腔
の
悪

性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

，
篩

骨
洞

0
0

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

2
C
3
2
1
　
喉
頭
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
声

門
上

部
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

1
2

C
3
2
9
　
喉
頭
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
喉

頭
，
部

位
不

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

1
C
3
4
0
　
気
管
支
及
び
肺

の
悪

性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

，
主

気
管
支

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
1
3
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内
科

小
児

外
科

皮
膚

歯
口

産
婦

整
外

耳
鼻

眼
科

神
内

泌
尿

緩
和

ケ
ア

総
計

C
3
4
1
　
気
管
支
及
び
肺

の
悪

性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

，
上

葉
，
気
管
支
又
は
肺

9
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
1

1
1

C
3
4
2
　
気
管
支
及
び
肺

の
悪

性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

，
中

葉
，
気
管
支
又
は
肺

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

2

C
3
4
3
　
気
管
支
及
び
肺

の
悪

性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

，
下

葉
，
気
管
支
又
は
肺

8
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

1
4

C
3
4
9
　
気
管
支
及
び
肺

の
悪

性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

，
気

管
支
又
は
肺
，
部
位
不

明
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

1
2

C
3
8
4
　
心
臓
，
縦
隔
及

び
胸

膜
の

悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
胸
膜

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2

C
4
1
9
　
そ
の
他
及
び
部

位
不

明
の

骨
及

び
関

節
軟

骨
の

悪
性
新
生
物
＜
腫
瘍
＞

，
骨

及
び
関

節
軟

骨
，
部

位
不

明
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
1

C
4
3
3
　
そ
の
他
及
び
部

位
不

明
の

顔
面

の
悪

性
黒

色
腫

0
0

1
0

0
0

0
1

0
0

0
1

3
C
4
8
2
　
後
腹
膜
及
び
腹

膜
の

悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
腹

膜
，
部
位
不
明

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

1

C
5
0
1
　
乳
房
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
乳

房
中

央
部

0
0

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
C
5
0
2
　
乳
房
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
乳

房
上

内
側

４
分
の
１

0
0

9
0

0
0

0
0

0
0

0
0

9

C
5
0
3
　
乳
房
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
乳

房
下

内
側

４
分
の
１

0
0

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3

C
5
0
4
　
乳
房
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
乳

房
上

外
側

４
分
の
１

0
0

1
8

0
0

0
0

0
0

0
0

1
1
9

C
5
0
5
　
乳
房
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
乳

房
下

外
側

４
分
の
１

0
0

5
0

0
0

0
0

0
0

0
0

5

C
5
0
8
　
乳
房
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
乳

房
の

境
界

部
病
巣

0
0

2
0

0
0

0
0

0
0

0
1

3

C
5
0
9
　
乳
房
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
乳

房
，
部

位
不

0
0

2
0

0
0

0
0

0
0

0
3

5
C
5
3
9
　
子
宮
頚
部
の

悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
子

宮
頚

（
部
）
，
部
位
不
明

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

1

C
5
6
　
卵
巣
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
4

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

2
7

C
6
1
　
前
立
腺
の
悪

性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

8
0

1
0

0
0

0
0

0
0

1
7

5
3
1

C
6
4
　
腎
盂
を
除
く
腎

の
悪

性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
C
6
5
　
腎
盂
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

C
6
6
　
尿
管
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
1

C
6
7
5
　
膀
胱
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
膀

胱
頚

部
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

C
6
7
9
　
膀
胱
の
悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
，
膀

胱
，
部

位
不

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

2
C
6
9
6
　
眼
及
び
付
属
器

の
悪

性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

，
眼

窩
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
1

C
7
1
1
　
脳
の
悪
性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

，
前

頭
葉

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

1
C
7
7
0
　
リ
ン
パ
節
の

続
発

性
及

び
部

位
不

明
の

悪
性

新
生

物
＜
腫
瘍
＞
，
頭
部

，
顔

面
及

び
頚

部
リ
ン
パ

節
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
1

C
7
8
0
　
肺
の
続
発
性

悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
1

C
7
8
2
　
胸
膜
の
続
発

性
悪

性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

5
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

6
C
7
8
6
　
後
腹
膜
及
び
腹

膜
の

続
発

性
悪

性
新

生
物

＜
腫

1
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
C
7
9
2
　
皮
膚
の
続
発

性
悪

性
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

1
C
7
9
3
　
脳
及
び
脳
髄
膜

の
続

発
性

悪
性

新
生

物
＜

腫
瘍

2
0

3
0

0
0

0
0

0
0

0
1

6
C
7
9
8
　
そ
の
他
の
明
示

さ
れ

た
部

位
の

続
発

性
悪

性
新

生
物
＜
腫
瘍
＞

0
0

8
0

0
0

0
0

0
0

0
0

8
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内
科

小
児

外
科

皮
膚

歯
口

産
婦

整
外

耳
鼻

眼
科

神
内

泌
尿

緩
和

ケ
ア

総
計

C
8
0
0
　
悪
性
新
生
物
＜

腫
瘍

＞
，
原

発
部

位
不

明
と
記

載
さ
れ

た
も
の

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1

C
8
5
9
　
非
ホ
ジ
キ
ン
＜
n
o
n
-
H
o
d
gk
in
＞
リ
ン
パ
腫
，
詳
細

不
明

7
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

8

C
9
0
0
　
多
発
性
骨
髄

腫
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
6

C
9
0
2
　
髄
外
（
性
）
形
質

細
胞

腫
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

C
9
2
1
　
慢
性
骨
髄
性

白
血

病
［
C
M
L
］
，
B
C
R
/
A
B
L
陽

性
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

C
9
5
9
　
白
血
病
，
詳
細

不
明

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
D
0
6
0
　
子
宮
頚
（
部
）
の

上
皮

内
癌

，
子

宮
頚

内
膜

＜
e
n
do

c
e
rv
ix
＞

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

1

D
0
6
1
　
子
宮
頚
（
部
）
の

上
皮

内
癌

，
子

宮
外

頚
部

＜
e
xo
c
e
rv
ix
＞

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

0
0

2

D
0
6
9
　
子
宮
頚
（
部
）
の

上
皮

内
癌

，
子

宮
頚

(部
)，
部

位
0

0
0

0
0

5
0

0
0

0
0

0
5

D
1
2
0
　
結
腸
，
直
腸
，
肛

門
及

び
肛

門
管

の
良

性
新

生
物

＜
腫
瘍
＞
，
盲
腸

7
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

8

D
1
2
1
　
結
腸
，
直
腸
，
肛

門
及

び
肛

門
管

の
良

性
新

生
物

＜
腫
瘍
＞
，
虫
垂

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1

D
1
2
2
　
結
腸
，
直
腸
，
肛

門
及

び
肛

門
管

の
良

性
新

生
物

＜
腫
瘍
＞
，
上
行
結

腸
1
9

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2
0

D
1
2
3
　
結
腸
，
直
腸
，
肛

門
及

び
肛

門
管

の
良

性
新

生
物

＜
腫
瘍
＞
，
横
行
結

腸
2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2
0

D
1
2
4
　
結
腸
，
直
腸
，
肛

門
及

び
肛

門
管

の
良

性
新

生
物

＜
腫
瘍
＞
，
下
行
結

腸
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

D
1
2
5
　
結
腸
，
直
腸
，
肛

門
及

び
肛

門
管

の
良

性
新

生
物

＜
腫
瘍
＞
，
Ｓ
状
結
腸

6
5

0
3

0
0

0
0

0
0

1
0

0
6
9

D
1
2
7
　
結
腸
，
直
腸
，
肛

門
及

び
肛

門
管

の
良

性
新

生
物

＜
腫
瘍
＞
，
直
腸
Ｓ
状

結
腸

移
行

部
5

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
5

D
1
2
8
　
結
腸
，
直
腸
，
肛

門
及

び
肛

門
管

の
良

性
新

生
物

＜
腫
瘍
＞
，
直
腸

8
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

9

D
2
1
2
　
結
合
組
織
及

び
そ
の

他
の

軟
部

組
織

の
そ
の

他
の
良
性
新
生
物
＜
腫
瘍

＞
，
下

肢
の

結
合

組
織

及
び
そ
の

他
の
軟
部
組
織
，
股

関
節

部
を
含

む
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
1

D
2
5
1
　
壁
内
子
宮
平

滑
筋

腫
0

0
0

0
0

2
0

0
0

0
0

0
2

D
2
7
　
卵
巣
の
良
性

新
生

物
＜

腫
瘍

＞
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
1

D
3
6
1
　
そ
の
他
の
部
位

及
び
部

位
不

明
の

良
性

新
生

物
＜
腫
瘍
＞
，
末
梢
神

経
及

び
自

律
神

経
系

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1

D
3
7
1
　
口
腔
及
び
消

化
器

の
性

状
不

詳
又

は
不

明
の

新
生
物
＜
腫
瘍
＞
，
胃

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2

D
3
7
7
　
口
腔
及
び
消

化
器

の
性

状
不

詳
又

は
不

明
の

新
生
物
＜
腫
瘍
＞
，
そ
の

他
の

消
化

器
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

D
3
8
1
　
中
耳
，
呼
吸
器

及
び
胸

腔
内

臓
器

の
性

状
不

詳
又

は
不
明
の
新
生
物
＜
腫

瘍
＞

，
気

管
，
気

管
支

及
び
肺

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1

D
3
8
4
　
中
耳
，
呼
吸
器

及
び
胸

腔
内

臓
器

の
性

状
不

詳
又

は
不
明
の
新
生
物
＜
腫

瘍
＞

，
胸

腺
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

D
3
9
1
　
女
性
生
殖
器

の
性

状
不

詳
又

は
不

明
の

新
生

物
＜
腫
瘍
＞
，
卵
巣

0
0

0
0

0
3

0
0

0
0

0
0

3

D
4
1
2
　
腎
尿
路
の
性

状
不

詳
又

は
不

明
の

新
生

物
＜

腫
瘍
＞
，
尿
管

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
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内
科

小
児

外
科

皮
膚

歯
口

産
婦

整
外

耳
鼻

眼
科

神
内

泌
尿

緩
和

ケ
ア

総
計

D
4
4
1
　
内
分
泌
腺
の
性

状
不

詳
又

は
不

明
の

新
生

物
＜

腫
瘍
＞
，
副
腎

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1

D
4
6
9
　
骨
髄
異
形
成

症
候

群
，
詳

細
不

明
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

D
4
7
1
　
慢
性
骨
髄
増

殖
性

疾
患

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
D
5
0
0
　
失
血
に
よ
る
鉄

欠
乏

性
貧

血
（
慢

性
）

0
0

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
D
5
0
9
　
鉄
欠
乏
性
貧

血
，
詳

細
不

明
4

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

D
5
1
8
　
そ
の
他
の
ビ
タ
ミ
ン
B
1
2
欠

乏
性

貧
血

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
D
6
2
　
急
性
出
血
後

貧
血

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
D
6
3
8
　
他
に
分
類
さ
れ

る
そ
の

他
の

慢
性

疾
患

に
お
け
る

貧
血

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1

D
6
4
9
　
貧
血
，
詳
細
不

明
1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
0

D
6
5
　
播
種
性
血
管

内
凝

固
症

候
群

［
脱

線
維

素
症

候
群

］
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

D
6
9
0
　
ア
レ
ル
ギ
ー
性

紫
斑

病
0

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

D
6
9
3
　
特
発
性
血
小

板
減

少
性

紫
斑

病
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

D
7
6
3
　
そ
の
他
の
組
織

球
症

症
候

群
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

D
8
6
0
　
肺
サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
E
0
5
0
　
び
ま
ん
性
甲
状
腺
腫
を
伴
う
甲
状
腺
中
毒
症

1
0

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

3
E
0
5
5
　
甲
状
腺
ク
リ
ー
ゼ
又

は
急

性
発

症
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

E
1
0
0
　
１
型
＜
イ
ン
ス
リ
ン
依

存
性

＞
糖

尿
病

＜
ID
D
M

＞
，
昏
睡
を
伴
う
も
の

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2

E
1
0
1
　
１
型
＜
イ
ン
ス
リ
ン
依

存
性

＞
糖

尿
病

＜
ID
D
M

＞
，
ケ
ト
ア
シ
ド
ー
シ
ス
を
伴
う
も
の

4
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4

E
1
0
7
　
１
型
＜
イ
ン
ス
リ
ン
依

存
性

＞
糖

尿
病

＜
ID
D
M

＞
，
多
発
合
併
症
を
を
伴
う
も
の

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1

E
1
0
9
　
１
型
＜
イ
ン
ス
リ
ン
依

存
性

＞
糖

尿
病

＜
ID
D
M

＞
，
合
併
症
を
伴
わ

な
い
も
の

6
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

6

E
1
1
0
　
２
型
＜
イ
ン
ス
リ
ン
非

依
存

性
＞

糖
尿

病
＜

N
ID
D
M

＞
，
昏
睡
を
伴
う
も
の

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3

E
1
1
1
　
２
型
＜
イ
ン
ス
リ
ン
非

依
存

性
＞

糖
尿

病
＜

N
ID
D
M

＞
，
ケ
ト
ア
シ
ド
ー
シ
ス
を
伴
う
も
の

4
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4

E
1
1
2
　
２
型
＜
イ
ン
ス
リ
ン
非

依
存

性
＞

糖
尿

病
＜

N
ID
D
M

＞
，
腎
合
併
症
を
伴
う
も
の

6
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

6

E
1
1
3
　
２
型
＜
イ
ン
ス
リ
ン
非

依
存

性
＞

糖
尿

病
＜

N
ID
D
M

＞
，
眼
合
併
症
を
伴
う
も
の

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3

E
1
1
4
　
２
型
＜
イ
ン
ス
リ
ン
非

依
存

性
＞

糖
尿

病
＜

N
ID
D
M

＞
，
神
経
(学

的
)合

併
症
を
伴
う
も
の

1
5

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
5

E
1
1
5
　
２
型
＜
イ
ン
ス
リ
ン
非

依
存

性
＞

糖
尿

病
＜

N
ID
D
M

＞
，
末
梢
循
環
合
併
症
を
伴
う
も
の

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1

E
1
1
7
　
２
型
＜
イ
ン
ス
リ
ン
非

依
存

性
＞

糖
尿

病
＜

N
ID
D
M

＞
，
多
発
合
併
症
を
を
伴
う
も
の

2
7

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2
7

E
1
1
9
　
２
型
＜
イ
ン
ス
リ
ン
非

依
存

性
＞

糖
尿

病
＜

N
ID
D
M

＞
，
合
併
症
を
伴
わ

な
い
も
の

3
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3
3

E
1
3
4
　
そ
の
他
の
明
示

さ
れ

た
糖

尿
病

，
神

経
(学

的
)合

併
症
を
伴
う
も
の

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1

E
1
3
9
　
そ
の
他
の
明
示

さ
れ

た
糖

尿
病

，
合

併
症

を
伴

わ
な
い
も
の

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1

E
1
6
1
　
そ
の
他
の
低
血

糖
症

0
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
E
1
6
2
　
低
血
糖
症
，
詳

細
不

明
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2
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内
科

小
児

外
科

皮
膚

歯
口

産
婦

整
外

耳
鼻

眼
科

神
内

泌
尿

緩
和

ケ
ア

総
計

E
2
2
2
　
抗
利
尿
ホ
ル

モ
ン
不

適
合

分
泌

症
候

群
＜

S
IA
D
H

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
E
2
3
0
　
下
垂
体
機
能

低
下

症
1

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
2

E
2
3
2
　
尿
崩
症

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
E
4
6
　
詳
細
不
明
の

タ
ン
パ

ク
＜

蛋
白

＞
エ
ネ
ル

ギ
ー
性

栄
養
失
調
（
症
）

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3

E
5
3
1
　
ピ
リ
ド
キ
シ
ン
欠
乏
症

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

1
E
7
2
2
　
尿
素
サ
イ
ク
ル

代
謝

障
害

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
E
7
5
2
　
そ
の
他
の
ス
フ
ィ
ン
ゴ
リ
ピ
ド
ー
シ
ス

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

1
E
7
7
8
　
そ
の
他
の
糖
タ
ン
パ

ク
＜

蛋
白

＞
代

謝
障

害
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

E
7
8
5
　
高
脂
血
症
，
詳

細
不

明
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

E
8
3
5
　
カ
ル
シ
ウ
ム
代

謝
障

害
2

0
0

0
0

0
0

0
0

2
0

0
4

E
8
5
9
　
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
＜
ア
ミ
ロ
イ
ド
症
＞
，
詳
細
不
明

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
E
8
6
　
体
液
量
減
少

（
症

）
2
1

1
1

0
0

0
1

0
0

1
0

0
2
5

E
8
7
1
　
低
浸
透
圧
及

び
低

ナ
ト
リ
ウ
ム
血

症
4

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

E
8
7
2
　
ア
シ
ド
ー
シ
ス

2
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
E
8
7
5
　
高
カ
リ
ウ
ム
＜

K
＞

血
症

4
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4
E
8
7
6
　
低
カ
リ
ウ
ム
＜

K
＞

血
症

6
0

0
0

0
0

1
0

0
1

0
0

8
E
8
7
8
　
そ
の
他
の
電
解

質
及

び
体

液
障

害
，
他

に
分

類
さ

れ
な
い
も
の

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1

E
8
8
8
　
そ
の
他
の
明
示

さ
れ

た
代

謝
障

害
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
1

F
0
2
8
　
他
に
分
類
さ
れ

る
そ
の

他
の

明
示

さ
れ

た
疾

患
の

認
知
症

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

1

F
0
3
　
詳
細
不
明
の

認
知

症
5

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
5

F
0
5
1
　
せ
ん
妄
，
認
知

症
に
重

な
っ
た
も
の

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
F
1
0
0
　
ア
ル
コ
ー
ル

使
用

<
飲

酒
>
に
よ
る
精

神
及

び
行

動
の
障
害
，
急
性
中
毒

8
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

8

F
1
0
2
　
ア
ル
コ
ー
ル

使
用

<
飲

酒
>
に
よ
る
精

神
及

び
行

動
の
障
害
，
依
存
症
候

群
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

F
3
2
9
　
う
つ
病
エ
ピ
ソ
ー
ド
，
詳
細
不
明

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
F
4
1
0
　
恐
慌
性
＜
パ
ニ
ッ
ク
＞
障
害
［
挿
間
性
発
作
性
不

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

1
F
4
1
1
　
全
般
性
不
安

障
害

1
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
F
4
5
3
　
身
体
表
現
性

自
律

神
経

機
能

不
全

1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
F
4
5
9
　
身
体
表
現
性

障
害

，
詳

細
不

明
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
1

G
0
0
9
　
細
菌
性
髄
膜
炎
，
詳
細
不
明

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
G
1
2
2
　
運
動
ニ
ュ
ー
ロ
ン
疾
患

0
0

0
0

0
0

0
0

0
7

0
0

7
G
2
0
　
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
＜

P
ar
ki
n
so
n
＞

病
1

0
0

0
0

0
0

0
0

1
8

0
0

1
9

G
2
1
0
　
悪
性
症
候
群

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1
G
2
3
1
　
進
行
性
核
上
性

眼
筋

麻
痺

［
ス
テ
ィ
ー
ル

・
リ

チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
・
オ
ル
ゼ
ウ
ス
キ
ー
＜
S
te
e
le
-

R
ic
h
ar
ds
o
n
-
O
ls
ze
w
sk
i＞

病
］

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

0
0

4

G
2
3
8
　
基
底
核
の
そ
の

他
の

明
示

さ
れ

た
変

性
疾

患
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

G
2
4
9
　
ジ
ス
ト
ニ
ア
，
詳
細
不
明

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

1
G
2
5
0
　
本
態
性
振
戦

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

1
G
3
0
9
　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
＜

A
lz
h
e
im
e
r＞

病
，
詳

細
不

明
2

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
3

G
3
1
2
　
ア
ル
コ
ー
ル

に
よ
る
神

経
系

の
変

性
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

G
3
1
8
　
神
経
系
の
そ
の

他
の

明
示

さ
れ

た
変

性
疾

患
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
1

G
4
0
2
　
複
雑
部
分
発
作
を
伴
う
（
巣
状
）
（
部
分
）
症
候
性
て

ん
か
ん
及
び
て
ん
か

ん
（
性

）
症

候
群

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

0
0

2
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内
科

小
児

外
科

皮
膚

歯
口

産
婦

整
外

耳
鼻

眼
科

神
内

泌
尿

緩
和

ケ
ア

総
計

G
4
0
3
　
全
般
性
特
発

性
て
ん
か

ん
及

び
て
ん
か

ん
（
性

）
症

候
群

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

1

G
4
0
5
　
特
殊
な
て
ん
か

ん
症

候
群

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

1
G
4
0
8
　
そ
の
他
の
て
ん
か
ん

0
0

0
0

0
0

0
0

0
5

0
0

5
G
4
1
9
　
て
ん
か
ん
重

積
（
状

態
）
，
詳

細
不

明
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
1

G
4
5
9
　
一
過
性
脳
虚
血

発
作

，
詳

細
不

明
1

0
0

0
0

0
0

0
0

2
0

0
3

G
4
7
3
　
睡
眠
時
無
呼
吸

1
1

0
0

0
0

0
0

1
4
0

0
0

0
0

1
5
1

G
4
7
4
　
ナ
ル
コ
レ
プ
シ
ー
及
び
カ
タ
プ
レ
キ
シ
ー

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
G
5
1
0
　
ベ
ル
＜
B
e
ll＞

麻
痺

0
0

0
0

0
0

0
1
0

0
0

0
0

1
0

G
5
6
0
　
手
根
管
症
候
群

1
0

0
0

0
0

5
0

0
0

0
0

6
G
6
1
0
　
ギ
ラ
ン
・
バ

レ
ー
＜

G
u
ill
ai
n
-
B
ar
re
＞

症
候

群
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
0

0
2

G
6
1
8
　
そ
の
他
の
炎
症
性
多
発
（
性
）
ニ
ュ
ー
ロ
パ
チ
＜
シ

＞
ー

0
0

0
0

0
0

0
0

0
9

0
0

9

G
6
2
1
　
ア
ル

コ
ー
ル
性
多
発
（
性
）
ニ
ュ
ー
ロ
パ
チ
＜
シ

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

1
G
6
3
0
　
他
に
分
類
さ
れ

る
感

染
症

及
び
寄

生
虫

症
に
お
け

る
多
発
（
性
）
ニ
ュ
ー
ロ
パ
チ
＜
シ
＞

ー
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
1

G
8
2
2
　
対
麻
痺
，
詳
細
不
明

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1
G
8
3
1
　
下
肢
の
単
麻
痺

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1
G
9
0
3
　
多
系
統
変
性
（
症
）

1
0

0
0

0
0

0
0

0
4

0
0

5
G
9
0
8
　
自
律
神
経
系
の
そ
の
他
の
障
害

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
H
2
5
0
　
老
人
性
初
発

白
内

障
0

0
0

0
0

0
0

0
2
6
3

0
0

0
2
6
3

H
2
5
1
　
老
人
性
核
白

内
障

0
0

0
0

0
0

0
0

3
0

0
0

3
H
2
6
0
　
乳
児
，
若
年
及

び
初

老
期

白
内

障
0

0
0

0
0

0
0

0
2

0
0

0
2

H
2
7
0
　
無
水
晶
体
（
眼

）
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
1

H
2
8
0
　
糖
尿
病
（
性
）
白

内
障

0
0

0
0

0
0

0
0

1
1

0
0

0
1
1

H
3
5
3
　
黄
斑
及
び
後

極
の

変
性

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

1
H
3
6
0
　
糖
尿
病
（
性
）
網

膜
症

0
0

0
0

0
0

0
0

3
0

0
0

3
H
4
3
1
　
硝
子
体
出
血

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

1
H
6
5
0
　
急
性
滲
出
性

中
耳

炎
0

0
0

0
0

0
0

2
0

0
0

0
2

H
6
6
0
　
急
性
化
膿
性

中
耳

炎
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
1

H
6
6
9
　
中
耳
炎
，
詳
細

不
明

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
H
8
1
1
　
良
性
発
作
性

め
ま
い
＜

眩
暈

（
症

）
＞

7
0

0
0

0
0

0
4

0
0

0
0

1
1

H
8
1
2
　
前
庭
神
経
炎

1
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

2
H
8
1
3
　
そ
の
他
の
末
梢

性
め
ま
い
＜

眩
暈

（
症

）
＞

1
2

0
0

0
0

0
0

6
0

2
0

0
2
0

H
8
1
4
　
中
枢
性
め
ま
い
＜

眩
暈

（
症

）
＞

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
H
8
1
9
　
前
庭
機
能
障

害
，
詳

細
不

明
3

0
0

0
0

0
0

2
0

0
0

0
5

H
8
3
0
　
迷
路
炎

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

1
H
9
0
3
　
両
側
性
感
音

難
聴

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

1
H
9
0
5
　
感
音
難
聴
，
詳

細
不

明
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
1

H
9
1
2
　
突
発
性
難
聴

（
特

発
性

）
0

0
0

0
0

0
0

1
3

0
0

0
0

1
3

I1
0
　
本
態
性
（
原
発

性
＜

一
次

性
＞

）
高

血
圧

（
症

）
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

I1
1
0
　
心
不
全
（
う
っ
血
性
）
を
伴
う
高
血
圧
性
心
疾
患

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
I2
0
0
　
不
安
定
狭
心

症
1
5

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
5

I2
0
1
　
記
録
さ
れ
た
れ
ん
＜
攣
＞
縮
を
伴
う
狭
心
症

7
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

7
I2
0
8
　
そ
の
他
の
型
の
狭
心
症

8
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

8
I2
0
9
　
狭
心
症
，
詳
細
不
明

1
5

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
5

I2
1
0
　
前
壁
の
急
性

貫
壁

性
心

筋
梗

塞
1
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
2

I2
1
1
　
下
壁
の
急
性

貫
壁

性
心

筋
梗

塞
7

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
7
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内
科

小
児

外
科

皮
膚

歯
口

産
婦

整
外

耳
鼻

眼
科

神
内

泌
尿

緩
和

ケ
ア

総
計

I2
1
2
　
そ
の
他
の
部

位
の

急
性

貫
壁
性

心
筋

梗
塞

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
I2
4
9
　
急
性
虚
血
性

心
疾

患
，
詳

細
不

明
4

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

I2
5
2
　
陳
旧
性
心
筋

梗
塞

1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
1

I2
5
9
　
慢
性
虚
血
性

心
疾

患
，
詳

細
不

明
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

I2
6
9
　
急
性
肺
性
心

の
記

載
の

な
い
肺

塞
栓

症
4

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

I2
7
0
　
原
発
性
肺
高

血
圧

（
症

）
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

I3
0
9
　
急
性
心
膜
炎

，
詳

細
不

明
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

I3
1
9
　
心
膜
の
疾
患

，
詳

細
不

明
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

I3
3
0
　
急
性
及
び
亜

急
性

感
染

性
心

内
膜

炎
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

I3
4
0
　
僧
帽
弁
閉
鎖

不
全

（
症

）
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

I3
5
0
　
大
動
脈
弁
狭

窄
（
症

）
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

I3
5
1
　
大
動
脈
弁
閉

鎖
不

全
（
症

）
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

I4
2
0
　
拡
張
型
心
筋

症
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

I4
4
1
　
房
室
ブ
ロ
ッ
ク
，
第
２
度

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
I4
4
2
　
房
室
ブ
ロ
ッ
ク
，
完
全

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
0

I4
5
1
　
そ
の
他
及
び
詳
細
不
明
の
右
脚
ブ
ロ
ッ
ク

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
I4
5
5
　
そ
の
他
の
明
示
さ
れ
た
心
ブ
ロ
ッ
ク

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
I4
7
1
　
上
室
（
性
）
頻
拍

（
症

）
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

I4
8
0
　
発
作
性
心
房

細
動

5
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

5
I4
8
9
　
心
房
細
動
及

び
心

房
粗
動

，
詳

細
不

明
1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
1

I4
9
5
　
洞
不
全
症
候

群
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

I5
0
0
　
う
っ
血
性
心
不
全

1
4
1

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
4
2

I5
0
9
　
心
不
全
，
詳
細
不
明

1
7

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
7

I5
1
3
　
心
臓
内
血
栓

症
，
他

に
分

類
さ
れ

な
い
も
の

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
I5
1
8
　
そ
の
他
の
診
断

名
不

明
確

な
心

疾
患

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
I6
0
9
　
く
も
膜
下
出
血

，
詳

細
不

明
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
1

I6
1
0
　
（
大
脳
）
半
球
の

脳
内

出
血

，
皮

質
下

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

0
0

3
I6
3
1
　
脳
実
質
外
動

脈
（
脳

底
動
脈

，
頚

動
脈

，
椎

骨
動

脈
）
の

塞
栓
症

に
よ
る
脳

梗
塞

1
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

2

I6
3
3
　
脳
動
脈
の
血

栓
症

に
よ
る
脳

梗
塞

4
0

0
0

0
0

0
0

0
2
3

0
0

2
7

I6
3
4
　
脳
動
脈
の
塞

栓
症

に
よ
る
脳

梗
塞

4
0

0
0

0
0

0
0

0
3

0
0

7
I6
3
5
　
脳
動
脈
の
詳

細
不

明
の

閉
塞

又
は

狭
窄

に
よ
る
脳

梗
塞

1
0

0
0

0
0

0
0

0
2

0
0

3

I6
3
8
　
そ
の
他
の
脳
梗
塞

3
0

0
0

0
0

0
0

0
3

0
0

6
I6
3
9
　
脳
梗
塞
，
詳
細
不
明

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

0
0

2
I6
9
1
　
脳
内
出
血
の

続
発

・
後

遺
症

1
0

1
0

0
0

0
0

0
1

0
0

3
I6
9
3
　
脳
梗
塞
の
続

発
・
後

遺
症

2
0

0
0

0
0

0
0

0
5

0
0

7
I7
0
2
　
（
四
）
肢
の
動
脈

の
ア
テ
ロ
ー
ム
＜

じ
ゅ
く
＜

粥
＞

状
＞
硬
化
（
症
）

8
0

0
0

0
0

5
0

0
0

0
0

1
3

I7
1
0
　
大
動
脈
の
解

離
［
各

部
位

］
6

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

I7
1
1
　
胸
部
大
動
脈

瘤
，
破

裂
性

1
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

2
I7
1
3
　
腹
部
大
動
脈

瘤
，
破

裂
性

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
I7
2
1
　
上
肢
の
動
脈

瘤
及

び
解
離

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
I7
4
3
　
下
肢
の
動
脈

の
塞

栓
症

及
び
血

栓
症

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
I8
0
2
　
下
肢
の
そ
の
他

の
深

在
血

管
の

静
脈

炎
及

び
血

栓
（
性
）
静
脈
炎

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2

I8
0
3
　
下
肢
の
静
脈

炎
及

び
血

栓
（
性

）
静

脈
炎

，
詳

細
不

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1
I9
5
1
　
起
立
性
低
血

圧
（
症

）
1

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
2
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内
科

小
児

外
科

皮
膚

歯
口

産
婦

整
外

耳
鼻

眼
科

神
内

泌
尿

緩
和

ケ
ア

総
計

I9
5
2
　
薬
物
に
よ
る
低

血
圧

（
症

）
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

I9
8
2
　
他
に
分
類
さ
れ

る
疾

患
に
お
け
る
出

血
を
伴

わ
な
い

食
道
静
脈
瘤

5
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

5

J
0
1
9
　
急
性
副
鼻
腔

炎
，
詳

細
不

明
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
1

J
0
2
9
　
急
性
咽
頭
炎

，
詳

細
不
明

1
0

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

3
J
0
3
0
　
連
鎖
球
菌
に
よ
る
扁

桃
炎

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

1
J
0
3
9
　
急
性
扁
桃
炎

，
詳

細
不
明

1
4

0
0

0
0

0
2
7

0
0

0
0

3
2

J
0
5
0
　
急
性
閉
塞
性
喉
頭
炎
［
ク
ル
ー
プ
］

0
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
J
0
6
0
　
急
性
喉
頭
咽

頭
炎

0
0

0
0

0
0

0
1
0

0
0

0
0

1
0

J
0
6
9
　
急
性
上
気
道

感
染

症
，
詳

細
不

明
1
3

2
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
1
6

J
1
0
0
　
肺
炎
を
伴
う
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
，
そ
の
他
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル

ス
が

分
離

さ
れ

た
も
の

1
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

2

J
1
0
1
　
そ
の
他
の
呼
吸
器
症
状
を
伴
う
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
，

そ
の
他
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

ウ
イ
ル

ス
が

分
離

さ
れ

た
も
の

1
7

4
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2
2

J
1
1
0
　
肺
炎
を
伴
う
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
，
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ

イ
ル

ス
が

分
離

さ
れ

な
い
も
の

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1

J
1
2
1
　
R
S
ウ
イ
ル
ス
肺

炎
0

4
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

J
1
2
8
　
そ
の
他
の
ウ
イ
ル

ス
肺

炎
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

J
1
3
　
肺
炎
連
鎖
球

菌
に
よ
る
肺

炎
1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
0

J
1
4
　
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

菌
に
よ
る
肺

炎
5

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
5

J
1
5
0
　
肺
炎
桿
菌
に
よ
る
肺

炎
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

J
1
5
6
　
そ
の
他
の
好
気

性
グ
ラ
ム
陰

性
菌

に
よ
る
肺

炎
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

J
1
5
7
　
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺

炎
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

J
1
5
9
　
細
菌
性
肺
炎

，
詳

細
不
明

1
1
0

1
1

0
0

0
0

0
0

5
0

0
1
1
7

J
1
6
0
　
ク
ラ
ミ
ジ
ア
肺
炎

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
J
1
8
0
　
気
管
支
肺
炎

，
詳

細
不
明

1
1

1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
3

J
1
8
9
　
肺
炎
，
詳
細
不
明

4
6

7
0

0
0

0
0

0
0

2
0

0
5
5

J
2
0
5
　
R
S
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
急

性
気

管
支

炎
0

9
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
9

J
2
0
8
　
そ
の
他
の
明
示

さ
れ

た
病

原
体

に
よ
る
急

性
気

管
支
炎

0
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3

J
2
0
9
　
急
性
気
管
支

炎
，
詳

細
不

明
2
0

1
3

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

3
4

J
2
1
0
　
R
S
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
急

性
細

気
管

支
炎

0
2
6

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
6

J
2
1
9
　
急
性
細
気
管

支
炎

，
詳
細

不
明

1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
J
3
2
0
　
慢
性
上
顎
洞

炎
0

0
0

0
0

0
0

6
0

0
0

0
6

J
3
2
8
　
そ
の
他
の
慢
性
副
鼻
腔
炎

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

1
J
3
2
9
　
慢
性
副
鼻
腔

炎
，
詳

細
不

明
1

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
2

J
3
3
0
　
鼻
腔
の
ポ
リ
ー
プ

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

1
J
3
4
2
　
鼻
中
隔
弯
曲

症
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
1

J
3
5
0
　
慢
性
扁
桃
炎

0
0

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

2
J
3
6
　
扁
桃
周
囲
膿

瘍
0

0
0

0
0

0
0

1
8

0
0

0
0

1
8

J
3
8
4
　
喉
頭
浮
腫

0
0

0
0

0
0

0
5

0
0

0
0

5
J
3
9
0
　
咽
後
及
び
副

咽
頭

間
隙

膿
瘍

1
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
J
3
9
2
　
咽
頭
の
そ
の
他
の
疾
患

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

1
J
3
9
8
　
上
気
道
の
そ
の

他
の

明
示

さ
れ

た
疾

患
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

J
4
0
　
気
管
支
炎
，
急

性
又

は
慢

性
と
明

示
さ
れ

な
い
も
の

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
J
4
2
　
詳
細
不
明
の

慢
性

気
管

支
炎

1
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

2
J
4
3
9
　
肺
気
腫
，
詳
細
不
明

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
J
4
4
0
　
急
性
下
気
道
感
染
症
を
伴
う
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
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内
科

小
児

外
科

皮
膚

歯
口

産
婦

整
外

耳
鼻

眼
科

神
内

泌
尿

緩
和

ケ
ア

総
計

J
4
4
1
　
急
性
増
悪
を
伴
う
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
，
詳
細
不

8
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

9
J
4
4
9
　
慢
性
閉
塞
性

肺
疾

患
，
詳

細
不

明
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

J
4
5
0
　
ア
レ
ル
ギ
ー
性

喘
息

を
主

と
す
る
疾

患
0

1
7

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
7

J
4
5
9
　
喘
息
，
詳
細
不
明

5
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

6
J
4
6
　
喘
息
発
作
重

積
状

態
1
1

7
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
8

J
6
9
0
　
食
物
及
び
吐

物
に
よ
る
肺

臓
炎

8
9

0
2

0
0

0
0

0
0

8
0

0
9
9

J
7
0
2
　
急
性
薬
物
誘

発
性

間
質

性
肺

障
害

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
J
8
1
　
肺

水
腫

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
J
8
2
　
肺
好
酸
球
症

，
他

に
分

類
さ
れ

な
い
も
の

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
J
8
4
1
　
肺
線
維
症
を
伴
う
そ
の
他
の
間
質
性
肺
疾
患

2
4

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2
4

J
8
4
8
　
そ
の
他
の
明
示

さ
れ

た
間

質
性

肺
疾

患
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

J
8
4
9
　
間
質
性
肺
疾

患
，
詳

細
不

明
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

J
8
5
1
　
肺
炎
を
伴
う
肺
膿
瘍

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
J
8
5
2
　
肺
炎
を
伴
わ

な
い
肺

膿
瘍

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
J
9
0
　
胸

水
，
他

に
分
類

さ
れ

な
い
も
の

6
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

6
J
9
3
0
　
緊
張
性
自
然

気
胸

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
J
9
3
1
　
そ
の
他
の
自
然
気
胸

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
0

J
9
6
0
9
　
急
性
呼
吸
不

全
・
型

詳
細

不
明

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
J
9
6
1
1
　
慢
性
呼
吸
不

全
Ⅱ

型
[高

炭
酸

ガ
ス
性

]
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

J
9
6
1
9
　
慢
性
呼
吸
不

全
・
型

詳
細

不
明

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
J
9
8
1
　
肺
虚
脱

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
J
9
8
2
　
間
質
性
気
腫

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
J
9
9
1
　
そ
の
他
の
び
ま
ん
＜

広
汎
＞

性
結

合
組

織
障

害
に

お
け
る
呼
吸
器
障
害

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1

K
0
2
4
　
う
＜
齲
＞
蝕

に
よ
る
歯

の
破

折
＜

o
do

n
to
c
la
si
a＞

0
0

0
0

1
7

0
0

0
0

0
0

0
1
7

K
0
2
9
　
う
＜
齲
＞
蝕
，
詳
細
不
明

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

1
K
0
3
8
　
歯
の
硬
組
織

の
そ
の

他
の

明
示

さ
れ

た
疾

患
0

0
0

0
1
0

0
0

0
0

0
0

0
1
0

K
0
4
4
　
歯
髄
原
発
の

急
性

根
尖

性
歯

周
炎

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

1
K
0
4
5
　
慢
性
根
尖
性

歯
周

炎
0

0
0

0
2

0
0

0
0

0
0

0
2

K
0
4
8
　
歯
根
の
う
＜
嚢
＞
胞

0
0

0
0

3
0

0
0

0
0

0
0

3
K
0
5
3
　
慢
性
歯
周
炎

0
0

0
0

2
4

0
0

0
0

0
0

0
2
4

K
0
7
3
　
歯
の
位
置
異
常

0
0

0
0

2
0

0
0

0
0

0
0

2
K
0
7
5
　
歯
顎
顔
面
の

機
能

的
異

常
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
1

K
1
0
2
　
炎
症
性
顎
骨

病
態

0
0

0
0

3
0

0
0

0
0

0
0

3
K
1
0
8
　
顎
骨
の
そ
の
他

の
明

示
さ
れ

た
疾

患
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
1

K
1
1
2
　
唾
液
腺
炎

0
0

0
0

0
0

0
3

0
0

0
0

3
K
1
2
1
　
そ
の
他
の
型
の
口
内
炎

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
K
2
1
0
　
食
道
炎
を
伴
う
胃
食
道
逆
流
症

5
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

5
K
2
2
1
　
食
道
潰
瘍

1
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
K
2
2
6
　
食
道
胃
接
合

部
裂

傷
出

血
症

候
群

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
K
2
5
0
　
胃
潰
瘍
，
急
性
，
出
血
を
伴
う
も
の

1
4

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
4

K
2
5
3
　
胃
潰
瘍
，
急
性

，
出
血

又
は

穿
孔

を
伴

わ
な
い
も

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
K
2
5
4
　
胃
潰
瘍
，
慢
性
又
は
詳
細
不
明
，
出
血
を
伴
う
も
の

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
K
2
6
0
　
十
二
指
腸
潰
瘍
，
急
性
，
出
血
を
伴
う
も
の

6
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

6
K
2
6
3
　
十
二
指
腸
潰
瘍
，
急
性
，
出
血
又
は
穿
孔
を
伴
わ

な
い
も
の

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2

K
2
9
1
　
そ
の
他
の
急
性
胃
炎

4
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4
K
2
9
4
　
慢
性
萎
縮
性

胃
炎

1
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
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内
科

小
児

外
科

皮
膚

歯
口

産
婦

整
外

耳
鼻

眼
科

神
内

泌
尿

緩
和

ケ
ア

総
計

K
2
9
6
　
そ
の
他
の
胃
炎

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
K
3
1
1
　
成
人
の
肥
厚

性
幽

門
狭

窄
1

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

K
3
1
7
　
胃
及
び
十
二
指
腸
の
ポ
リ
ー
プ

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
K
3
1
8
　
胃
及
び
十
二
指

腸
の

そ
の

他
の

明
示

さ
れ

た
疾

患
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

K
3
5
3
　
限
局
性
腹
膜
炎
を
伴
う
急
性
虫
垂
炎

1
0

6
0

0
0

0
0

0
0

0
0

7
K
3
5
8
　
急
性
虫
垂
炎
，
そ
の
他
及
び
詳
細
不
明

4
0

1
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
7

K
3
6
　
そ
の
他
の
虫
垂
炎

0
0

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
K
4
0
2
　
両
側
性
そ
け
い
＜
鼠
径
＞
ヘ
ル
ニ
ア
，
閉
塞
及
び

え
＜
壊
＞
疽
を
伴
わ
な
い
も
の

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1

K
4
0
3
　
一
側
性
又
は

患
側

不
明

の
そ
け
い
＜

鼠
径

＞
ヘ
ル

ニ
ア
，
閉
塞
を
伴
い
，
え
＜
壊
＞
疽
を
伴
わ
な
い
も
の

0
0

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3

K
4
0
9
　
一
側
性
又
は

患
側

不
明

の
そ
け
い
＜

鼠
径

＞
ヘ
ル

ニ
ア
，
閉
塞
及
び
え
＜
壊
＞
疽
を
伴
わ
な
い
も
の

0
1

6
7

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6
8

K
4
1
3
　
一
側
性
又
は

患
側

不
明

の
大

腿
＜

股
＞

ヘ
ル

ニ
ア
，
閉
塞
を
伴
い
，
え
＜

壊
＞

疽
を
伴

わ
な
い
も
の

0
0

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2

K
4
1
4
　
一
側
性
又
は

患
側

不
明

の
大

腿
＜

股
＞

ヘ
ル

ニ
ア
，
え
＜
壊
＞
疽
を
伴
う
も
の

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1

K
4
1
9
　
一
側
性
又
は

患
側

不
明

の
大

腿
＜

股
＞

ヘ
ル

ニ
ア
，
閉
塞
及
び
え
＜
壊

＞
疽

を
伴

わ
な
い
も
の

0
0

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2

K
4
3
2
　
瘢
痕
ヘ
ル
ニ
ア
，
閉
塞
及
び
え
＜
壊
＞
疽

を
伴
わ

な
い
も
の

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1

K
4
5
0
　
そ
の
他
の
明
示
さ
れ
た
腹
部
ヘ
ル
ニ
ア
，
閉
塞
を

伴
い
，
え
＜
壊
＞
疽
を
伴

わ
な
い
も
の

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1

K
5
1
0
　
潰
瘍
性
（
慢
性

）
全

大
腸

炎
5

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
5

K
5
1
2
　
潰
瘍
性
（
慢
性

）
直

腸
炎

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
K
5
1
3
　
潰
瘍
性
（
慢
性

）
直

腸
S
状

結
腸

炎
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

K
5
1
5
　
左
側
大
腸
炎

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
K
5
1
9
　
潰
瘍
性
大
腸

炎
，
詳
細

不
明

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
K
5
2
0
　
放
射
線
に
よ
る
胃

腸
炎

及
び
大

腸
炎

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
K
5
2
8
　
そ
の
他
の
明
示

さ
れ

た
非

感
染

性
胃

腸
炎

及
び
非

感
染
性
大
腸
炎

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2

K
5
2
9
　
非
感
染
性
胃

腸
炎

及
び
非

感
染

性
大

腸
炎

，
詳

細
不
明

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3

K
5
5
0
　
腸
の
急
性
血

行
障

害
3
0

0
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3
2

K
5
5
9
　
腸
の
血
行
障

害
，
詳
細

不
明

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
K
5
6
0
　
麻
痺
性
イ
レ
ウ
ス

8
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

9
K
5
6
2
　
軸
捻
（
転
）

3
0

4
0

0
0

0
0

0
0

0
0

7
K
5
6
4
　
そ
の
他
の
腸
管
か
ん
＜
嵌
＞
頓

2
0

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4
K
5
6
5
　
閉
塞
を
伴
う
腸
癒
着
［
索
条
物
］

4
0

7
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
1

K
5
6
6
　
そ
の
他
及
び
詳
細
不
明
の
腸

閉
塞

0
0

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
K
5
6
7
　
イ
レ
ウ
ス
，
詳

細
不

明
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

K
5
7
2
　
穿
孔
及
び
膿
瘍
を
伴
う
大
腸
の
憩
室
性
疾
患

1
0

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4
K
5
7
3
　
穿
孔
又
は
膿

瘍
を
伴

わ
な
い
大

腸
の

憩
室

性
疾

患
3
9

0
9

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4
8

K
5
8
9
　
下
痢
を
伴
わ

な
い
過

敏
性

腸
症

候
群

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
K
5
9
0
　
便
秘

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
K
6
0
1
　
慢
性
裂
肛

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
K
6
0
3
　
痔
瘻

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
K
6
1
0
　
肛
門
膿
瘍

0
0

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
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内
科

小
児

外
科

皮
膚

歯
口

産
婦

整
外

耳
鼻

眼
科

神
内

泌
尿

緩
和

ケ
ア

総
計

K
6
2
0
　
肛
門
ポ
リ
ー
プ

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
K
6
2
1
　
直
腸
ポ
リ
ー
プ

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
K
6
2
3
　
直
腸
脱

1
0

4
0

0
0

0
0

0
0

0
0

5
K
6
2
5
　
肛
門
及
び
直
腸
の
出
血

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
K
6
2
6
　
肛
門
及
び
直
腸
の
潰
瘍

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
K
6
3
5
　
大
腸
＜
結
腸
＞
の
ポ
リ
ー
プ

4
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4
K
6
3
8
　
腸
の
そ
の
他
の

明
示

さ
れ

た
疾

患
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

K
6
4
1
　
第
２
度
痔
核

0
0

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
K
6
4
3
　
第
４
度
痔
核

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
K
6
5
0
　
急
性
腹
膜
炎

6
0

3
0

0
0

0
0

0
1

0
0

1
0

K
7
0
0
　
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
K
7
0
3
　
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
硬
変

7
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

7
K
7
0
4
　
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
不
全

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
K
7
0
9
　
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
疾
患
，
詳
細
不
明

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
K
7
2
0
　
急
性
及
び
亜

急
性
肝

不
全

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
K
7
2
9
　
肝
不
全
，
詳
細
不
明

6
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

6
K
7
4
3
　
原
発
性
胆
汁

性
肝

硬
変

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
K
7
4
6
　
そ
の
他
及
び
詳
細
不
明
の
肝

硬
変

9
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

9
K
7
5
0
　
肝
膿
瘍

6
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

6
K
7
6
8
　
そ
の
他
の
明
示

さ
れ

た
肝

疾
患

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
K
7
6
9
　
肝
疾
患
，
詳
細
不
明

6
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

6
K
8
0
0
　
急
性
胆
の
う
＜
嚢
＞
炎
を
伴
う
胆
の
う
＜
嚢
＞
結

3
8

0
1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4
8

K
8
0
1
　
そ
の
他
の
胆
の
う
＜
嚢
＞
炎
を
伴
う
胆
の
う
＜
嚢

＞
結
石

1
0

2
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2
2

K
8
0
2
　
胆
の
う
＜
嚢
＞
炎
を
伴
わ
な
い
胆
の
う
＜
嚢
＞
結

0
0

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
K
8
0
3
　
胆
管
炎
を
伴
う
胆
管
結
石

35
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
6

K
8
0
4
　
胆
の
う
＜
嚢
＞
炎
を
伴
う
胆
管
結
石

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
K
8
0
5
　
胆
管
炎
及
び
胆
の
う
＜
嚢
＞
炎
を
伴
わ
な
い
胆
管

結
石

1
4

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
5

K
8
1
0
　
急
性
胆
の
う
＜
嚢
＞
炎

12
0

2
0

0
0

0
0

0
1

0
0

1
5

K
8
1
1
　
慢
性
胆
の
う
＜
嚢
＞
炎

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
K
8
2
8
　
胆
の
う
＜
嚢
＞
の
そ
の
他
の
明

示
さ
れ
た
疾
患

0
0

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
K
8
3
0
　
胆
管
炎

9
0

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
1

K
8
3
1
　
胆
管
閉
塞

3
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4
K
8
3
9
　
胆
道
の
疾
患
，
詳
細
不
明

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
K
8
5
0
　
特
発
性
急
性

膵
炎

7
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

7
K
8
5
1
　
胆
石
性
急
性

膵
炎

4
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4
K
8
5
2
　
ア
ル
コ
ー
ル
性
急
性
膵
炎

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
K
8
5
9
　
急
性
膵
炎
，
詳
細
不
明

4
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4
K
8
6
0
　
ア
ル
コ
ー
ル
性
慢
性
膵
炎

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
K
9
1
3
　
術
後
腸
閉
塞

1
1

0
1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2
2

K
9
1
8
　
消
化
器
系
の

そ
の

他
の

処
置

後
障

害
，
他

に
分

類
さ
れ

な
い
も
の

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1

K
9
2
1
　
メ
レ
ナ

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
K
9
2
2
　
胃
腸
出
血
，
詳
細
不
明

1
4

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
4

L
0
2
1
　
頚
部
の
皮
膚

膿
瘍

，
せ

つ
＜

フ
ル

ン
ケ
ル

＞
及

び
よ
う
＜
カ
ル
ブ
ン
ケ
ル

＞
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
1

L
0
3
1
　
（
四
）
肢
の
そ
の

他
の

部
位

の
蜂

巣
炎

＜
蜂

窩
織

7
0

0
5

0
0

7
0

0
0

0
0

1
9
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内
科

小
児

外
科

皮
膚

歯
口

産
婦

整
外

耳
鼻

眼
科

神
内

泌
尿

緩
和

ケ
ア

総
計

L
0
3
2
　
顔
面
の
蜂
巣

炎
＜

蜂
窩

織
炎

＞
2

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
3

L
0
3
3
　
体
幹
の
蜂
巣

炎
＜

蜂
窩

織
炎

＞
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

L
0
3
8
　
そ
の
他
の
部
位

の
蜂

巣
炎

＜
蜂

窩
織

炎
＞

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
L
0
4
0
　
顔
面
，
頭
部
及

び
頚

部
の

急
性

リ
ン
パ

節
炎

0
4

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4
L
1
2
0
　
水
疱
性
類
天

疱
瘡

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

1
L
2
3
9
　
ア
レ
ル
ギ
ー
性

接
触

皮
膚

炎
，
原

因
不

明
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

L
2
7
0
　
薬
物
及
び
薬

剤
に
よ
る
全

身
の

発
疹

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

1
L
5
0
9
　
じ
ん
ま
＜
蕁
麻

＞
疹

，
詳

細
不

明
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

L
5
1
9
　
多
形
紅
斑
，
詳

細
不

明
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

L
8
9
2
　
ス
テ
ー
ジ
Ⅲ

じ
ょ
く
＜

褥
＞

瘡
性

潰
瘍

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
L
8
9
3
　
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ

じ
ょ
く
＜

褥
＞

瘡
性

潰
瘍

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
L
8
9
9
　
じ
ょ
く
＜
褥
＞
瘡

性
潰

瘍
及

び
圧

迫
領

域
，
詳

細
不

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
L
9
8
4
　
皮
膚
の
慢
性

潰
瘍

，
他

に
分

類
さ
れ

な
い
も
の

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
M
0
6
0
0
　
多
部
位
の
血

清
反

応
陰

性
関

節
リ
ウ
マ
チ

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
M
0
6
1
0
　
多

部
位

の
成

人
発

症
ス
チ
ル

＜
S
ti
ll＞

病
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

M
0
6
9
3
　
前
腕
の
関
節

リ
ウ
マ
チ
，
詳

細
不

明
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

M
1
0
0
9
　
部
位
不
明
の

特
発

性
痛

風
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
1

M
1
1
2
3
　
前
腕
の
そ
の

他
の

軟
骨

石
灰

化
症

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
M
1
1
2
4
　
手
の
そ
の

他
の

軟
骨

石
灰

化
症

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
M
1
1
2
6
　
下
腿
の
そ
の

他
の

軟
骨

石
灰

化
症

3
0

0
0

0
0

2
0

0
0

0
0

5
M
1
1
2
8
　
そ
の
他
の

そ
の

他
の

軟
骨

石
灰

化
症

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
M
1
1
2
9
　
部
位
不
明
の

そ
の

他
の

軟
骨

石
灰

化
症

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
M
1
3
0
　
多
発
性
関
節

炎
，
詳

細
不

明
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

M
1
6
0
　
原
発
性
股
関

節
症

，
両

側
性

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1
M
1
6
1
　
そ
の
他
の
原
発

性
股

関
節

症
0

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

0
2

M
1
7
0
　
原
発
性
膝
関

節
症

，
両

側
性

0
0

0
0

0
0

1
2

0
0

0
0

0
1
2

M
1
7
1
　
そ
の
他
の
原
発

性
膝

関
節

症
0

0
0

0
0

0
1
1

0
0

0
0

0
1
1

M
1
7
9
　
膝
関
節
症
，
詳

細
不

明
0

0
0

0
0

0
8

0
0

0
0

0
8

M
2
0
1
　
外
反
母
趾
（
後

天
性

）
0

0
0

0
0

0
3

0
0

0
0

0
3

M
2
5
0
1
　
肩
甲
帯
の
出

血
性

関
節

症
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

M
3
0
0
　
結
節
性
多
発

（
性

）
動

脈
炎

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
M
3
0
3
　
皮
膚
粘
膜
リ
ン
パ

節
症

候
群

［
川

崎
病

］
0

1
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
3

M
3
1
3
　
ウ
ェ
ゲ
＜
ジ
＞

ナ
ー
＜

W
e
ge
n
e
r＞

肉
芽

腫
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

M
3
1
7
　
顕
微
鏡
的
多

発
（
性

）
血

管
炎

1
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

2
M
3
2
1
　
臓
器
又
は
器
官
系
の
併
発
症
を
伴
う
全
身
性
エ
リ

テ
マ
ト
ー
デ
ス
＜
紅

斑
性

狼
瘡

＞
＜

S
L
E
＞

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1

M
3
2
9
　
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
＜

紅
斑

性
狼

瘡
＞

＜
S
L
E
＞
，
詳
細
不
明

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1

M
3
5
1
　
そ
の
他
の
重
複

症
候

群
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

M
3
5
3
　
リ
ウ
マ
チ
性

多
発

筋
痛

症
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

M
4
6
3
4
　
胸
部
の
椎
間

板
の

感
染

症
（
化

膿
性

）
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
1

M
4
7
8
2
　
頚
部
の
そ
の

他
の

脊
椎

症
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
1

M
4
7
8
6
　
腰
部
の
そ
の

他
の

脊
椎

症
1

0
0

0
0

0
3

0
0

0
0

0
4

M
4
8
0
6
　
腰
部
の
脊
柱

管
狭

窄
（
症

）
1

0
0

0
0

0
8

0
0

1
0

0
1
0

M
5
1
2
　
そ
の
他
の
明
示

さ
れ

た
椎

間
板

ヘ
ル

ニ
ア
＜

変
位

0
0

0
0

0
0

3
0

0
0

0
0

3
M
5
4
3
8
　
仙
骨
部
及
び
仙

骨
尾

部
の

坐
骨

神
経

痛
0

0
0

0
0

0
4

0
0

0
0

0
4

M
5
4
5
6
　
腰
部
の
下
背

部
痛

4
0

0
0

0
0

3
0

0
0

0
0

7
M
6
0
9
8
　
そ
の
他
の

筋
炎

，
詳

細
不

明
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
1
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内
科

小
児

外
科

皮
膚

歯
口

産
婦

整
外

耳
鼻

眼
科

神
内

泌
尿

緩
和

ケ
ア

総
計

M
6
2
5
9
　
部
位
不
明

の
筋

の
消

耗
及

び
萎

縮
，
他

に
分

類
さ
れ

な
い
も
の

2
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

3

M
6
2
8
9
　
部
位
不
明
の

そ
の

他
の

明
示

さ
れ

た
筋

障
害

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
M
6
5
9
6
　
下
腿
の
滑
膜

炎
及

び
腱

鞘
炎

，
詳

細
不

明
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
1

M
7
1
9
7
　
足
関
節
部
及

び
足

の
滑

液
包

障
害

，
詳

細
不

明
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
1

M
7
9
7
0
　
多
部
位
の
線

維
筋

痛
症

0
0

0
0

0
0

2
0

0
0

0
0

2
M
8
1
6
8
　
そ
の
他
の

限
局

性
骨

粗
し
ょ
う
＜

鬆
＞

症
＜

オ
ス

テ
オ
ポ
ロ
ー
シ
ス
＞

0
0

0
0

0
0

2
0

0
0

0
0

2

M
8
1
8
9
　
部
位
不
明
の

そ
の

他
の

骨
粗

し
ょ
う
＜

鬆
＞

症
＜

オ
ス
テ
オ
ポ
ロ
ー
シ
ス
＞

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1

M
8
1
9
9
　
部
位
不
明
の

骨
粗

し
ょ
う
＜

鬆
＞

症
＜

オ
ス
テ
オ

ポ
ロ
ー
シ
ス
＞
，
詳

細
不

明
0

0
0

0
0

0
1
8

0
0

0
0

0
1
8

M
8
4
0
3
　
前
腕
の
骨
折

の
変

形
癒

合
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
1

M
8
7
0
5
　
骨
盤
部
及
び
大

腿
の

骨
の

特
発

性
無

菌
＜

腐
＞

性
え
＜
壊
＞
死

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1

M
8
7
8
5
　
骨
盤
部
及
び
足

の
そ
の

他
の

骨
え
＜

壊
＞

死
0

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

0
2

M
8
9
3
9
　
部
位
不
明
の

骨
の

肥
厚

＜
大

＞
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
1

M
9
0
7
0
　
多
部
位
の
新

生
物

＜
腫

瘍
＞

性
疾

患
に
お
け
る

骨
折

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1

M
9
6
6
　
整
形
外
科
的

挿
入

物
，
関

節
プ
ロ
ス
テ
ー
シ
ス
又

は
骨
プ
レ
ー
ト
の
使
用

後
に
続

発
す
る
骨

折
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
1

N
0
1
9
　
急
速
進
行
性

腎
炎

症
候

群
，
詳

細
不

明
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

N
0
2
8
　
反
復
性
及
び
持
続
性
血
尿
，
そ
の
他

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
N
0
4
2
　
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症

候
群

，
び
ま
ん
性

膜
性

糸
球

体
腎

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
N
0
4
9
　
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症

候
群

，
詳

細
不

明
10

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
0

N
0
8
3
　
糖
尿
病
に
お
け
る
糸

球
体

障
害

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
N
1
0
　
急
性
尿
細
管

間
質

性
腎

炎
34

0
2

0
0

1
0

0
0

0
0

0
3
7

N
1
2
　
尿
細
管
間
質

性
腎

炎
，
急

性
又

は
慢

性
と
明

示
さ
れ

な
い
も
の

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1

N
1
3
2
　
腎
結
石
性
及
び
尿
管
結
石
性
閉
塞
を
伴
う
水
腎
症

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
N
1
5
1
　
腎
膿
瘍
及
び
腎

周
囲

膿
瘍

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
N
1
7
0
　
尿
細
管
え
＜

壊
＞

死
を
伴

う
急

性
腎

不
全

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
N
1
7
8
　
そ
の
他
の
急
性

腎
不

全
4

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

N
1
7
9
　
急
性
腎
不
全

，
詳

細
不

明
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

N
1
8
4
　
慢
性
腎
臓
病

，
ス
テ
ー
ジ
４

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
N
1
8
5
　
慢
性
腎
臓
病

，
ス
テ
ー
ジ
５

4
5

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4
5

N
1
8
9
　
慢
性
腎
臓
病

，
詳

細
不

明
9

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
9

N
1
9
　
詳
細
不
明
の

腎
不

全
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

N
2
0
1
　
尿
管
結
石

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
0

N
2
0
9
　
尿
路
結
石
，
詳

細
不

明
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
1

N
2
8
9
　
腎
及
び
尿
管
の

障
害

，
詳

細
不

明
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
1

N
3
0
0
　
急
性
膀
胱
炎

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
N
3
1
9
　
神
経
因
性
膀

胱
（
機

能
障

害
）
，
詳

細
不

明
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

N
3
9
0
　
尿
路
感
染
症

，
部

位
不

明
7
8

15
6

0
0

0
0

0
0

2
0

0
1
0
1

N
4
0
　
前
立
腺
肥
大

（
症

）
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
5

0
5

N
4
1
0
　
急
性
前
立
腺

炎
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

N
4
5
9
　
膿
瘍
を
伴
わ

な
い
精

巣
＜

睾
丸

＞
炎

，
精

巣
上

体
＜
副
睾
丸
＞
炎
及
び
精

巣
上

体
精

巣
＜

副
睾

丸
睾

丸
＞

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1



―　　―109

内
科

小
児

外
科

皮
膚

歯
口

産
婦

整
外

耳
鼻

眼
科

神
内

泌
尿

緩
和

ケ
ア

総
計

N
6
1
　
乳
房
の
炎
症
性

障
害

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
N
7
0
0
　
急
性
卵
管
炎

及
び
卵

巣
炎

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

1
N
7
0
9
　
卵
管
炎
及
び
卵

巣
炎

，
詳

細
不

明
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

N
7
3
3
　
女
性
急
性
骨

盤
腹

膜
炎

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
N
7
3
9
　
女
性
骨
盤
炎

症
性

疾
患

，
詳

細
不

明
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

N
8
7
2
　
高
度
子
宮
頚

（
部

）
の

異
形

成
，
他

に
分

類
さ
れ

な
い
も
の

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

0
0

2

N
9
7
9
　
女
性
不
妊
症

，
詳

細
不

明
0

0
0

0
0

9
0

0
0

0
0

0
9

N
9
8
1
　
卵
巣
の
過
剰

刺
激

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

0
0

2
O
0
0
1
　
卵
管
妊
娠

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

1
O
0
2
1
　
稽
留
流
産

0
0

0
0

0
1
0

0
0

0
0

0
0

1
0

O
0
4
9
　
医
学
的
人
工
流

産
，
完

全
流

産
又

は
詳

細
不

明
の

流
産
，
合
併
症
を
伴

わ
な
い
も
の

0
0

0
0

0
6

0
0

0
0

0
0

6

O
0
8
0
　
流
産
，
子
宮

外
妊

娠
及

び
胞

状
奇

胎
妊

娠
に
続

発
す
る
生
殖
器
及
び
骨

盤
内

感
染

症
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
1

O
1
4
1
　
重
症
子
か
ん
＜
癇
＞
前
症

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

1
O
2
0
0
　
切
迫
流
産

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

1
O
2
1
1
　
代
謝
障
害
を
伴
う
妊
娠
悪
阻

0
0

0
0

0
7

0
0

0
0

0
0

7
O
2
2
3
　
妊
娠
中
の
深
在

静
脈

血
栓

症
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

O
2
4
1
　
既
存
の
２
型
＜

イ
ン
ス
リ
ン
非

依
存

性
＞

糖
尿

病
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
1

O
2
4
4
　
妊
娠
中
に
発

生
し
た
糖

尿
病

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

0
0

2
O
2
6
8
　
そ
の
他
の
明

示
さ
れ

た
妊

娠
に
関

連
す
る
病

態
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
1

O
3
2
1
　
骨
盤
位
の
た
め
の
母
体
ケ
ア

0
0

0
0

0
4

0
0

0
0

0
0

4
O
3
4
1
　
子
宮
体
腫
瘍
＜

瘤
＞

の
た
め
の

母
体

ケ
ア

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

0
0

2
O
3
4
2
　
既
往
手
術
に
よ
る
子

宮
瘢

痕
に
よ
る
母

体
ケ
ア

0
0

0
0

0
1
5

0
0

0
0

0
0

1
5

O
3
4
4
　
子
宮
頚
（
部
）
の
そ
の
他

の
異
常
の
た
め
の
母
体

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

0
0

2
O
3
4
8
　
骨
盤
臓
器
の
そ
の

他
の

異
常
の

た
め
の

母
体

ケ
ア

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

1
O
3
6
4
　
子
宮
内
胎
児
死

亡
の

た
め
の

母
体

ケ
ア

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

1
O
3
6
8
　
そ
の
他
の
明
示
さ
れ
た
胎
児

側
の
問
題
の
た
め
の

母
体

ケ
ア

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

1

O
4
0
　
羊
水
過
多
症

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

1
O
4
1
0
　
羊
水
過
少
症

0
0

0
0

0
3

0
0

0
0

0
0

3
O
4
1
8
　
羊
水
及
び
羊

膜
の

そ
の

他
の

明
示

さ
れ

た
障

害
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
1

O
4
2
0
　
前
期
破
水
，
分

娩
開

始
が
2
4
時

間
未

満
の

も
の

0
0

0
0

0
1
5

0
0

0
0

0
0

1
5

O
4
2
9
　
前
期
破
水
，
詳
細
不
明

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

0
0

2
O
4
6
9
　
分
娩
前
出
血
，
詳
細
不
明

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

1
O
4
7
1
　
妊
娠
満
3
7
週

以
後

の
偽

陣
痛

0
0

0
0

0
7

0
0

0
0

0
0

7
O
4
8
　
遷
延
妊
娠

0
0

0
0

0
8

0
0

0
0

0
0

8
O
6
0
0
　
切
迫
早
産

0
0

0
0

0
2
3

0
0

0
0

0
0

2
3

O
6
0
1
　
早
産

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

0
0

2
O
6
2
2
　
そ
の
他
の
微
弱
陣
痛

0
0

0
0

0
9

0
0

0
0

0
0

9
O
6
4
0
　
児
頭
の
回
旋
不

全
に
よ
る
分

娩
停

止
0

0
0

0
0

2
0

0
0

0
0

0
2

O
6
8
0
　
胎
児
心
拍
数
異
常
を
合
併
す
る
分
娩

0
0

0
0

0
1
2

0
0

0
0

0
0

1
2

O
6
8
1
　
羊
水
内
胎
便
を
合
併
す
る
分
娩

0
0

0
0

0
5

0
0

0
0

0
0

5
O
6
9
2
　
そ
の
他
の
臍
帯
巻
絡
を
合
併
す
る
分
娩
，
臍
帯
圧

迫
を
伴
う
も
の

0
0

0
0

0
7

0
0

0
0

0
0

7

O
7
0
0
　
分
娩
に
お
け
る
第

１
度

会
陰

裂
傷

＜
la
c
e
ra
ti
o
n
＞

0
0

0
0

0
6

0
0

0
0

0
0

6
O
7
0
1
　
分
娩
に
お
け
る
第

２
度

会
陰

裂
傷

＜
la
c
e
ra
ti
o
n
＞

0
0

0
0

0
3

0
0

0
0

0
0

3
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内
科

小
児

外
科

皮
膚

歯
口

産
婦

整
外

耳
鼻

眼
科

神
内

泌
尿

緩
和

ケ
ア

総
計

O
7
2
0
　
第
３
期
出
血

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

1
O
7
2
1
　
そ
の
他
の
分
娩
直
後
出
血

0
0

0
0

0
3

0
0

0
0

0
0

3
O
8
0
0
　
自
然
頭
位
分
娩

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

1
O
9
0
8
　
産
じ
ょ
く
＜
褥

＞
の

そ
の

他
の

合
併

症
，
他

に
分

類
さ
れ

な
い
も
の

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

1

O
9
9
2
　
妊
娠
，
分
娩

及
び
産

じ
ょ
く
＜

褥
＞

に
合

併
す
る
内

分
泌
疾
患
，
栄
養
疾

患
及

び
代

謝
疾

患
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
1

P
0
7
1
B
　
そ
の
他
の
低

出
産

体
重

（
児

）
の

う
ち
，
出

産
体

重
1
5
0
0
グ
ラ
ム
-
2
4
9
9
グ
ラ
ム
の

児
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
1

P
5
9
3
　
母
乳
の
抱
合

抑
制

因
子

に
よ
る
新

生
児

黄
疸

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
P
5
9
9
　
新
生
児
黄
疸

，
詳

細
不

明
0

1
0

0
0

6
0

0
0

0
0

0
0

6
1

P
6
1
1
　
新
生
児
赤
血

球
増

加
症

＜
多

血
症

＞
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

P
7
0
4
　
そ
の
他
の
新
生

児
低

血
糖

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

1
P
8
0
8
　
そ
の
他
の
新
生

児
低

体
温

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

1
P
8
1
9
　
新
生
児
の
体

温
調

節
機

能
障

害
，
詳

細
不

明
0

4
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

Q
6
1
2
　
多
発
性
の
う
＜
嚢
＞
胞
腎
，
常
染
色
体
優
性

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
R
0
0
1
　
徐
脈
，
詳
細
不
明

1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
R
0
2
　
え
＜
壊
＞
疽

，
他

に
分

類
さ
れ

な
い
も
の

1
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

2
R
0
4
0
　
鼻
出
血

0
0

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

2
R
0
4
2
　
喀
血

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
R
0
6
8
　
そ
の
他
及
び
詳
細
不
明
の

呼
吸
の
異
常

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
R
0
7
4
　
胸
痛
，
詳
細
不
明

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
R
0
9
1
　
胸
膜
炎

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
R
1
0
1
　
上
腹
部
に
限
局

し
た
疼

痛
4

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

R
1
0
3
　
下
腹
部
の
そ
の

他
の

部
位

に
限

局
し
た
疼

痛
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

R
1
0
4
　
そ
の
他
及
び
詳
細
不
明
の
腹
痛

5
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

5
R
1
1
　
悪
心
及
び
嘔
吐

7
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

R
1
3
　
え
ん
＜
嚥
＞

下
障

害
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

R
1
8
　
腹

水
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

R
2
0
8
　
そ
の
他
及
び
詳
細
不
明
の

皮
膚
感
覚
障
害

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
R
2
5
2
　
（
有
痛
性
）
け
い
れ

ん
＜

痙
攣

＞
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
1

R
2
9
8
　
神
経
系
及
び
筋

骨
格

系
に
関

す
る
そ
の

他
及

び
詳

細
不
明
の
症
状
及
び
徴

候
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
1

R
3
1
　
詳
細
不
明
の
血
尿

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
R
3
3
　
尿

閉
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
3

R
3
9
1
　
そ
の
他
の
排
尿
困
難

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
R
4
0
2
　
昏
睡
，
詳
細
不
明

6
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

6
R
4
1
0
　
失
見
当
（
識
）
，
詳
細
不
明

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
R
4
2
　
め
ま
い
＜
眩

暈
＞

感
及

び
よ
ろ
め
き
感

5
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

6
R
5
0
9
　
発
熱
，
詳
細
不
明

9
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
1

R
5
1
　
頭

痛
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

R
5
3
　
倦
怠
（
感
）
及
び
疲
労

2
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
R
5
4
　
老

衰
7

0
0

0
0

0
0

0
0

2
0

0
9

R
5
5
　
失
神
及
び
虚
脱

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
R
5
6
0
　
熱
性
け
い
れ

ん
＜

痙
攣

＞
1

1
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
3

R
5
6
8
　
そ
の
他
及
び
詳

細
不

明
の

け
い
れ

ん
＜

痙
攣

＞
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

R
5
7
2
　
敗
血
症
性
シ
ョ
ッ
ク

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
R
6
0
1
　
全
身
性
浮
腫

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1



―　　―111

内
科

小
児

外
科

皮
膚

歯
口

産
婦

整
外

耳
鼻

眼
科

神
内

泌
尿

緩
和

ケ
ア

総
計

R
6
0
9
　
浮
腫
，
詳
細
不
明

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
R
6
3
0
　
食
欲
不
振

1
9

0
1

0
0

0
0

0
0

1
0

0
2
1

R
6
3
3
　
栄
養
補
給
の

困
難

及
び
不

適
当

な
管

理
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
1

R
6
8
8
　
そ
の
他
の
明
示

さ
れ
た
全

身
症

状
及

び
徴

候
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

S
0
1
0
　
頭
皮
の
開
放

創
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

S
0
2
7
0
　
頭
蓋
骨
及
び
顔

面
骨

を
含

む
多

発
骨

折
・
閉

鎖
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
1

S
0
6
3
0
　
局
所
性
脳
損

傷
・
頭

蓋
内

に
達

す
る
開

放
創

を
伴

わ
な
い
も
の

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

1

S
0
6
6
0
　
外
傷
性
く
も
膜

下
出

血
・
頭

蓋
内

に
達

す
る
開

放
創
を
伴
わ
な
い
も
の

1
0

0
0

0
0

1
0

0
1

0
0

3

S
1
2
0
0
　
第
１
頚
椎
骨

折
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
1

S
1
2
1
0
　
第
２
頚
椎
骨

折
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
1

S
2
2
0
0
　
胸
椎
骨
折

1
0

0
0

0
0

3
3

0
0

0
0

0
3
4

S
2
2
1
0
　
胸
椎
の
多
発

骨
折

0
0

0
0

0
0

2
0

0
0

0
0

2
S
2
2
2
0
　
胸
骨
骨
折

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1
S
2
2
3
0
　
肋
骨
骨
折

0
0

0
0

0
0

2
0

0
0

0
0

2
S
2
2
4
0
　
多
発
性
肋
骨

骨
折

1
0

0
0

0
0

2
0

0
0

0
0

3
S
2
7
0
0
　
外
傷
性
気
胸

・
胸

腔
に
達

す
る
開

放
創

を
伴

わ
な

い
も
の

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1

S
2
7
8
0
　
そ
の
他
の

明
示

さ
れ

た
胸

腔
内

臓
器

の
損

傷
・
胸

腔
に
達
す
る
開
放
創

を
伴

わ
な
い
も
の

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1

S
3
0
0
　
下
背
部
及
び
骨

盤
部

の
挫

傷
0

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

0
2

S
3
2
0
0
　
腰
椎
骨
折
・
閉

鎖
性

2
0

0
0

0
0

6
4

0
0

1
0

0
6
7

S
3
2
1
0
　
仙
骨
骨
折
・
閉

鎖
性

0
0

0
0

0
0

3
0

0
0

0
0

3
S
3
2
3
0
　
腸
骨
骨
折
・
閉

鎖
性

0
0

0
0

0
0

2
0

0
0

0
0

2
S
3
2
5
0
　
恥
骨
骨
折
・
閉

鎖
性

0
0

0
0

0
0

9
0

0
0

0
0

9
S
3
2
7
0
　
腰
椎
及
び
骨

盤
の

多
発

骨
折

・
閉

鎖
性

1
0

0
0

0
0

1
2

0
0

0
0

0
1
3

S
3
2
8
0
　
腰
椎
及
び
骨

盤
の

そ
の

他
及

び
部

位
不

明
の

骨
折
・
閉
鎖
性

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1

S
3
7
3
0
　
尿
道
損
傷
・
骨

盤
腔

に
対

す
る
開

放
創

を
伴

わ
な

い
も
の

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

1

S
4
0
0
　
肩
及
び
上
腕
の

挫
傷

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
S
4
2
0
0
　
鎖
骨
骨
折
・
閉

鎖
性

0
0

0
0

0
0

3
0

0
0

0
0

3
S
4
2
1
0
　
肩
甲
骨
骨
折

・
閉

鎖
性

0
0

0
0

0
0

2
0

0
0

0
0

2
S
4
2
2
0
　
上
腕
骨
近
位

端
骨

折
・
閉

鎖
性

0
0

0
0

0
0

2
0

0
0

0
0

2
S
4
2
3
0
　
上
腕
骨
骨
幹

部
骨

折
・
閉

鎖
性

0
0

0
0

0
0

4
0

0
0

0
0

4
S
4
2
4
0
　
上
腕
骨
遠
位

端
骨

折
・
閉

鎖
性

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1
S
5
1
9
　
前
腕
の
開
放

創
，
部

位
不

明
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
1

S
5
2
0
0
　
尺
骨
近
位
端

骨
折

・
閉

鎖
性

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1
S
5
2
5
0
　
橈
骨
遠
位
端

骨
折

・
閉

鎖
性

0
0

0
0

0
0

4
0

0
0

0
0

4
S
5
2
6
0
　
尺
骨
及
び
橈

骨
の

両
遠

位
端

の
骨

折
・
閉

鎖
性

0
0

0
0

0
0

3
0

0
0

0
0

3
S
6
2
7
0
　
指
の
多
発
骨

折
・
閉

鎖
性

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1
S
7
0
1
　
大
腿
の
挫
傷

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1
S
7
2
0
0
　
大
腿
骨
頚
部

骨
折

・
閉

鎖
性

1
0

0
0

0
0

3
7

0
0

0
0

0
3
8

S
7
2
1
0
　
転
子
貫
通
骨

折
・
閉

鎖
性

4
0

0
0

0
0

6
0

0
0

0
0

0
6
4

S
7
2
2
0
　
転
子
下
骨
折

・
閉

鎖
性

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1
S
7
2
4
0
　
大
腿
骨
遠
位

端
骨

折
・
閉

鎖
性

0
0

0
0

0
0

2
0

0
0

0
0

2
S
7
3
0
　
股
関
節
脱
臼

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1
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内
科

小
児

外
科

皮
膚

歯
口

産
婦

整
外

耳
鼻

眼
科

神
内

泌
尿

緩
和

ケ
ア

総
計

S
8
0
0
　
膝
の
挫
傷

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1
S
8
2
0
0
　
膝
蓋
骨
骨
折

・
閉

鎖
性

0
0

0
0

0
0

6
0

0
0

0
0

6
S
8
2
1
0
　
脛
骨
近
位
端

骨
折

・
閉

鎖
性

0
0

0
0

0
0

3
0

0
0

0
0

3
S
8
2
2
0
　
脛
骨
骨
幹
部

骨
折

・
閉

鎖
性

0
0

0
0

0
0

6
0

0
0

0
0

6
S
8
2
4
0
　
腓
骨
の
み
の

骨
折

・
閉

鎖
性

0
0

0
0

0
0

2
0

0
0

0
0

2
S
8
2
5
0
　
内
果
骨
折
・
閉

鎖
性

0
0

0
0

0
0

4
0

0
0

0
0

4
S
8
2
6
0
　
外
果
骨
折
・
閉

鎖
性

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
1
0

S
8
2
8
0
　
下
腿
の
そ
の

他
の

部
位

の
骨

折
・
閉

鎖
性

0
0

0
0

0
0

6
0

0
0

0
0

6
S
8
3
2
　
半
月
裂
傷
＜
断

裂
＞

＜
T
e
ar
＞

，
新

鮮
損

傷
0

0
0

0
0

0
1
2

0
0

0
0

0
1
2

S
8
6
0
　
ア
キ
レ
ス
腱

損
傷

0
0

0
0

0
0

2
0

0
0

0
0

2
S
8
6
1
　
下
腿
の
後
筋

群
の

そ
の

他
の

筋
及

び
腱

の
損

傷
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
1

S
9
1
3
　
足
の
そ
の
他
の

部
位

の
開

放
創

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1
S
9
2
0
0
　
踵
骨
骨
折
・
閉

鎖
性

0
0

0
0

0
0

4
0

0
0

0
0

4
S
9
2
3
0
　
中
足
骨
骨
折

・
閉

鎖
性

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1
S
9
3
4
　
足
首
の
捻
挫
及

び
ス
ト
レ
イ
ン

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1
T
0
0
9
　
多
発
性
表
在

損
傷

，
詳

細
不

明
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
1

T
0
2
1
0
　
胸
部
＜
郭
＞

の
骨

折
，
下

背
部
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表紙題字

佐野誠一

「住民の意向を反映させた住民主体の医療と福祉の地域づくり」を念頭に、1975年1,357名の組合員と新潟
医療生活創立総会を開催。
翌1976年５月６日88床で木戸病院を開院。初代理事長に就任。
2003年「消費生活協同組合等に対する厚生労働大臣表彰」を受ける。
2005年長年の社会活動が認められ高齢者叙勲で「旭日双光症」を受賞。
2011年６月理事長退任。

　
　　河　井　一　浩　　市　橋　美智代　　石　塚　道　子　　田　中　弘　代　　平　島　麻由美
　　沢　田　紀　子　　小　熊　実　花　　浅　野　彩　夏
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